









































医療魔術師は、もう限界です！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　とにかくもう寝ねかせてくれ






【ジーク＝フリード】




　闇やみが恋こいしい。もう光を見ていたくない。心の底からそう思った。全ての行こう為いを放ほう棄きし、その場に倒たおれ込んでしまいたい。

　要するに寝たい……寝たい……痛い……痛っ──痛いだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだっ！

「痛いって言ってるだろぉが！」

　大声で叫さけんだ。これ以上ないくらい。

「寝るなって言ってんの私はっ！」

　助手のオータムに負けじと大声で叫ばれた。

　オータム＝アーセルダム。ショートだが流れるようなサラサラとした銀ぎん髪ぱつ。愛らしく大きな瞳ひとみ、端たん整せいな顔立ち。それでいて華きや奢しやで長身なので、外面がわだけで判断すれば大陸でも片手で数えられるほどの美人であることは間ま違ちがいない。だが、残念すぎることにこの女が有名なのは、その残ざん虐ぎやくかつ暴力的な性格だ。

　鉄の女。文字通り血と涙なみだが完全に欠落した女。残ざん酷こくな悪あく魔ま──なんて言うと殴なぐられるのでせめて心の中で罵ば倒とうする。

　半ば強制的にこじ開けられた瞳に映るのは、いつもの光景だった。

　旧ノアシュタイン城。

　かつて城内を豪ごう華かに彩いろどった紅い絨じゆう毯たんはすっかり淡あわい布きれと化し、その重厚感は失われている。地面には緑と青の三角の模様、壁かべの煉れん瓦がにも何か小さな文字が敷しき詰つめられているが、いたる所に子どもの落書きがある。

　一〇年前にろくでなし城主から借りた時にはもう少しましな佇たたずまいだったが、手入れする暇ひまなどは当然なく、年月が経たった今、見るも無む惨ざんな姿と化している。もはや古城というよりは廃はい墟きよに近い。

　そして、三〇〇〇人以上の収容能力を持つこの場所に埋うめ尽つくされているのは、泣き叫ぶ患かん者じや。痛みにのたうちまわる患者。今にも死にそうに臥ふせっている患者……そして、一心不乱に働いている助手たち。

　意識が朦もう朧ろうとしながらも、窓の方に近づいた。外を眺ながめると患者が尽きぬ列を為なしているが、敢あえてそこから目を背けて、遠くの山々の方を見つめた。

　ここノーザルには大陸でも有数の美しさを誇ほこるガーバナが咲さき乱れる……そう言えば、戦乱が起こってから一度も眺めてな──

「……どこ行くんですか、ジーク先生？」

　窓から逃とう走そうしようとするところを羽交い締じめしてくるオータム。

　必死に振ふりほどこうともがくが、オータムの怪かい力りきの前に為す術すべはなく豪快に床ゆかに投げつけられた。

　なんで……なんで俺だけ……

「頼たのむっ！　いや、頼みます。寝かせてくださいもう無理なんです限界なんです」

　土下座した。もう、これ以上ないくらい心を込めて。

「駄だ目めですよ。一五分だけって言ったでしょ！　見なさいよあの患者の列を」

　胸ぐらを摑つかまれた。外を指さすオータム。怪け我が人がゾロゾロ。

「……もういいじゃん」

　呟つぶやいた。

「今……何て言ったんですか？」

　オータムが凄すごみのある声で尋たずねてきた。

　どれだけ……どれだけ凄んだってなぁ！　無理なもんは無理なんだよぉ！

「もう疲つかれたんだよ！　もういいみんな死ねぇ死んじゃえばいいんだ！」

　そう口にした瞬しゆん間かん、オータムの熱い拳こぶしが飛んできた。

　途と端たんに身体からだが数メートル吹ふき飛とばされて、豪快に壁へと叩たたきつけられた。側面への激痛と共に、口から血がポタポタ流れ出る。

「医い療りよう魔ま術じゆつ師しが……そんなこと言うなぁ！」

「な……殴ったな！　一日二一時間年中無休の俺を……殴ったなぁ」

　しかも全力で殴ったなぁ！

「あなただけじゃありません。助手の私たちだって休みないんです」

「じゃあ、もうみんなでやめよう！　この診しん療りよう所じよの看板下ろそう！　医療魔術師なんてやめ！　もう俺を金輪際、医療魔術師と呼ばないでくれもう限界なんだよ！　限界なんだよ！」

「下ろしません。やめません。あなたは医療魔術師なんです。治療しなさい。治療しなさい。治療しな──」

「もう嫌いやだぁ！　誰だれか助けてくれぇ。誰かぁ！　誰か助けてくださいっ！」

　──神様神様神様！　もう無理。無理無理無理。無理なんです。

「あなた以外の医療魔術師が全員逃にげちゃったんだからしょうがないじゃないですか！　あなたしかいないって何回言えばわかるんですか!?」

　ウウッ……なんでこんなことに。

「一体いつになったら戦乱終わるんだ！　誰か教えてくれ！」

　心の叫びだった。もちろん虚むなしく響ひびくだけ。

「はいはい……雑談終わり。もう患者呼びますからね！　どうぞ次の方！」

　オータムが呼ぶと、患者がまるでゾンビのようにやってくる。

「ちょ……まっ……うわあぁぁぁぁ！」

　結局、この日の睡すい眠みん時間はその時の一五分のみだった。




　　　　＊




　大陸史にその名を刻む大戦乱『ケシャ・マグル』が勃ぼつ発ぱつし、すでに四年が経過しようとしていた。大陸の大半を占しめる、バカラ帝てい国こくとバーネストロ共和国の死し闘とう。莫ばく大だいかつ今なお増え続ける死傷者は留とどまるところを知らない。

　理由？　そんなものは、もう忘れた。

　俺だけじゃない。互たがいに争っている者同士だって、もはや家族、友達、恋こい人びとを奪うばわれた恨うらみでしかない。戦争ってのはえてしてそういうものだろう？

　中立国家ノーザル。何年か前に腰こし抜ぬけ王族がこの地の自衛権を放棄したので、果たして国家と呼べるかはわからないが。

　バカラ帝国にも、バーネストロ共和国にも属さぬこの地は、軍事的にも商業的にも非常に重要な価値を有しているがために、未いまだ両国の奪い合いに身を晒さらされている。まぁー至る所で争う。『これでもか！』ってぐらい争う。

　だから、診療所が足りない。全然足りない。医療魔術師の数も絶対的に足りていない。

　つまりこうなのだ。

　医療魔術が足りない[image: →]激務[image: →]医療魔術師やめてく[image: →]ますます足りなくなる[image: →]更さらなる激務。

　これを悪あく循じゆん環かんと言わずしてなんと言うのだろう。

　患者は戦争に巻き込まれた一いつ般ぱん市民たちばかり。

　争ってる者たちはいい。自業自得で勝手に死ねば。だが、その巻まき添ぞえになるのは日々を一いつ生しよう懸けん命めい生きてる人々。

　彼らがその戦せん渦かに巻き込まれ、大群となって診療所の門を叩く。

「ジーク先生、さっきから何をボーッとしてるんですか？　次の患者呼びますよ」

　手を止めずにオータムが口を挟はさんだ。

　断っておくが、さっきから俺はボーッとしてるのではなく意識が朦朧としているのだ。それでも、自動的に手が動き、魔力を放出し治療を行っている。

「天才過ぎるというのも考えものだな」

　思わずそうため息をついたが、助手が忙いそがしすぎて誰も構ってはくれない。独り言を言ったみたいになり、照れ隠かくしに自身で苦笑いを浮うかべる時、死にたくなる。

　助手は三人。基本的には俺と助手二人のシフトだ。助手は一日一八時間勤務、休みは月に一回程度。よくやめずに働いてくれるものだといつも感謝しているが、たまにやめてくれたら俺もやめられるのにとも思う。

　助手一人目。オータム＝アーセルダム、通つう称しよう『鉄の女』。透すき通とおるような白い肌はだ、不可思議に輝かがやく青の瞳、艶つややかな銀色のショートヘア、神々しいほど整ったシルエット、まさに天使の外面を持つ美しさと言える。しかし、その天使の優しさ、慈いつくしみは全て患者のために注がれており、俺に対しては悪魔のような仕打ちが横行している。水を出しきった雑ぞう巾きんを容よう赦しやなく絞しぼり出すように、治療を要求され、すでに俺は心身共にボロボロである。

　助手二人目。サリー＝ミリアム。オータムの二年後こう輩はいの助手として働いてくれている。キラキラと輝く金きん髪ぱつをポニーテールでまとめ、無む邪じや気きな可愛い笑顔で活発に行動する子だ。バカラ帝国の帝都であるアルケディアで育ったため、都会的な性質を持ち合わせているのだろう、お洒落しやれにも気を遣つかうし、周囲の状じよう況きようにも敏びん感かんだ。

　一方でこの子は通称『情報屋のサリー』と呼ばれている。と言っても、彼女は大たい抵てい嫌な情報しか持って来ない。人の嫌がったところを鑑かん賞しようするのが趣しゆ味みだという人間の屑くず的な側面がある上に、明るい性格で全て帳消しにしようとしている間違いなく危険人物だ。

　助手三人目。アリエ＝クローザ。オータムより三年後輩であり、通称『コーディネーター』。俺とオータムの小競り合いを、持ち前のけなげな笑顔で調整してくれる。

「まあまあ、先生。やりましょうやりましょう」

　そんな風に言われて、気がつけば四八時間不ふ眠みん不ふ休きゆうで仕事をしていたことなど珍めずらしくない。

　三人が三人、相当な美人であり診療中に告白されることなんて珍しくないが、みんな忙しすぎてそれどころではない。オータムに至っては豪快な踵かかと落としでお断りを申し入れ、患者がより重じゆう症しよう化する始末だ。

　そして、こんな近くに俺という最高の男がいるにもかかわらず、助手たちとの色いろ恋こい沙ざ汰たに発展しないのは、一重に互いの醜みにくい部分を見過ぎているが故だと思っている。全部戦乱のせいだ……間違いない。




　あーあ、なんだかなぁ！　なーんだかなぁ！

　そんな風にやさぐれていた時、情報屋のサリーが息をきらしながら走って来た。

「ジーク先生！　クラナック地方で大合戦があって、約一〇〇〇人の患者がこちらに向かっているそうです！」

　聞いた途端、気が遠くなって倒たおれそうになったが、隣となりのオータムがそれを許さずしっかりと俺を支える。

　いらない……そんなサポートはいらないんだよ。

「よしっ！　やるしかないですね」

　オータムが両拳をギュッと握にぎって『頑がん張ばりましょう』的な可愛らしいポーズを俺に向ける。ひたむきで前向き、まっすぐに患者のことを考えるオータムはまさしく助手の鑑かがみだと言っていい。

　でも……噓うそでしょ!?　なんでそんなに平然と言ってのけるのだろうか。

　すぐに脳内で検証──一人の治療に最低五分掛かかるとして、五〇〇〇分＝約八〇時間＝三日越え＝できないできない不可能です。

「その様子見てれば何考えてるのか大体わかりますけど……なせば成るっていうじゃないですか。頑張りましょう！」

　そう言ってのけるオータムの青い瞳ひとみにはまっすぐな焰ほのおが見える。

　なせば成る……何て危険なことわざなんだ。




　その時、ドアが開き患かん者じやがなだれ込んできた。

　ゾンビみたい……いつも俺は思う。自分たちで応急処置をしたのか、巻かれきっていない包帯。あちこちに発生している傷。苦く悶もんの表情……そして、治しても治しても増ぞう殖しよくを続ける患者。

　しかし、それでも俺に残された選せん択たく肢しなどない。

「ええい！　やるしかないんだろ！　とりあえず重傷患者だけ連れてこんかい！」




　　　　・・・




　三六時間が経過した。不眠で治療を続けていた。休きゆう憩けいは五時間に五分、トイレ休憩のみ。食事の代わりに点てん滴てき。恐おそらく、患者として運ばれてもおかしくないほどのコンディション。それでも、患者はやってくる。次から次へと。

「次！　あと、何人だ？」

　そう言ってオータムの方を振り向くと、悪あく魔まのような目つきで睨にらまれた。
















『全力で頑張っている俺に対してなんだその目つきは！』

　──なんてことは口が裂さけても言えない。

　オータムは煩わずらわしそうにリストの患者数を数えだす。そして、それでも治療の手は止めない。だから俺も休めない。おっそろしい女。

「今、ちょうど三○○人ですね」

　う、噓でしょ!?

「ま、まだ三〇〇人か？　七〇〇人ぐらいは診みただろ？　混乱でリストが重複してるんじゃないのか!?　もう一度よく数えてみたら──」

「いえ！　三〇〇人です」

「そうか三〇〇人か──っておい!?」

「ごちゃごちゃごちゃごちゃ……メンドクサイ男。三〇〇人だって言ってるでしょ！　黙だまって手を動かしなさいよ」

　オータムが机に手を叩きつけて叫さけんだ言葉に、思わず言葉を失った。

　メ、メンドクサイ……い、今俺に言った？　メンドクサイって俺に言ったのか!?　俺に言ったんだなぁ！

「あーもう！　なんなんだもうみんな死んじゃえばいいじゃん！」

　そう口にした瞬間、オータムから強きよう烈れつな拳が飛んで来た。

　途端に身体からだが宙を舞まい、天てん井じようが見えたと思ったら、すぐに地面に叩きつけられた。瞬間、激痛が全身を駆かけ巡めぐり、口からは血がポタポタ流れ出る。

「患者さんたちに向かってなんてことを言うのよ！」

「な、殴なぐったな！　三六時間不眠不休で治ち療りようしているこの俺を！」

　しかもスウィングアッパーで殴ったなぁ！

「あんたがいなきゃみんな死ぬんだからしょうがないじゃない！　死ぬまで働きなさい死んでも働きなさい朽くち果はてても働きなさい！」

　無慈じ悲ひにそう言って俺を睨みつけるオータム。

　血も涙なみだもない女……慈悲の感情を持ち合わせていない悪魔……一いつ瞬しゆんの内に二つの罵ば倒とうワードを閃ひらめいたが、それを口にする前に次の患者が来た。




　　　　・・・




　九六時間が経過した……もう……無理だよ。

「もう嫌いやだ嫌だ嫌だぁ！」

　立ち上がって窓から逃とう走そう──しようと思ったが、助手あくまたちが事前に仕し掛かけていた魔ま法ほう壁へきに阻はばまれて弾はじき飛ばされた。そのまま寝ね転ころがっていることすら許されず、助手二人に手慣れた様子で持ち上げられ、再び患者の前に連行された。

「あと二〇〇人じゃないですか！　あなたがいなければ死んじゃうんですよ！」

　ああ……駄だ目めだ。もう何も思い浮かばない。

「もう寝たい！　俺は寝たいだけなんだ！　なんで俺だけ……なんで俺だけこんな目に遭あわなきゃいけないんだ！　俺はただ寝たいだけなんだ！」

　その時、オータムが手を優しく俺の顔に添そえジッと目を見つめる。

　綺き麗れいな顔立ちに思わずみとれ、不可思議な輝きを放つ青の瞳に　思わず吸い込まれそうになる。そして、頰ほおから伝わる手の感かん触しよくが優しくて……それだけで眠ねむりに落ちてしまいそうで──

「あなたは医い療りよう魔術の大天才だからでしょう！　ジーク先生、いいですか？　よく聞いてください。絶大な魔法力、天才的な判断力、膨ぼう大だいな経験……全てが備わっているあなたしかこの数の患者は救えません。それを誇ほこりに思って最後までやり遂とげなさい！」

　──やっぱりやらせるんかい！

「もういいっ！　次の患者はとりあえず一発殴るからな絶対殴るからなぁ。次！」




　数分後、オータムが連れてきた患者はちっちゃくて可愛い女の子だった。

「ナーヒちゃん五歳です！」

　──ぬあぁぁぁぁ！

「大人の男連れてこいや！　こんな可愛い子殴れるわけないだろうが！」

　殴っても支障ない奴やつ！　軽傷にもかかわらずこの診しん療りよう所じよにきてるムカつく男を今すぐに連れてきてくれぇ。

「ナーヒちゃんが怯おびえてるじゃないですか！　早く治療してください！」

　ふ……ふふふふふ……うふふふふふふふふふ。




　　　　・・・




　一一〇時間が経過し、とうとう助手のサリーもアリエもダウンした。三人シフトとは言えど、一人の人間がこなせる仕事では確実にない。よくやってくれたと思う。誰だれも助手たちを責める権利などない。

「ジーク先生……あと、あと一〇〇人です！」

　オータム、そして君に俺を責める権利などないよな。もうやめよう。

「誰か、誰か俺を殺してくれ!?」

　そう口にした瞬しゆん間かん、オータムの辛しん辣らつな蹴けりが飛んできた。

　途と端たんに身体が呼吸を忘れ、重力に抵てい抗こうできずに地面に吸い込まれた。それから何度も何度ものたうちまわりながら、痛みが引くのを必死に耐たえた。

「しっかりしろぉ！」

「ぐっ……ぐぐぐぐぐっ……蹴ったなぁ！　こんなに頑張っている俺を！」

　しかもみぞおちを蹴ったなぁ。

「いいから早く手を動かしなさい治ち癒ゆ呪じゆ文もんかけなさい半分殺してやるから全ての患者を治療しなさい」

　オータムは俺の胸ぐらを摑つかんで迫せまった。

　追ってくる……たとえこの女は逃にげても地の果てまで追って俺に治療させる気だ。なんて恐ろしい女。

「そいつら、四日前から死んでないんだろ！　じゃあもう大だい丈じよう夫ぶだろ！」

「私たちが魔法で出血を抑おさえてるからでしょ！　というか知ってるでしょ！　あと一〇〇人なんだから黙って一心不乱に忠実に治療しなさいよ」

　いや知ってるよ……君たちが超ちよう絶ぜつ優ゆう秀しゆうな助手ってことぐらい。

　この助手たちは重軽傷を瞬時に選別し、軽傷なら応急処置魔法で即そく座ざに治療してしまう。重傷の場合は呪文で怪け我がの進行を遅おくらせ、危険度に応じて患者が俺の元まで来るよう段取りをする。いくら俺が超優秀な医療魔術師でもそういった段取りがないと、今いま頃ごろは死者の海だろう。この診療所が死者を出さない『奇き跡せきの診療所』と呼ばれているのは彼女たち、白衣の悪魔がいるからだ。

　わかってる。わかってるけどっ！　初めて俺が死ぬかもしれないよ!?

「もう魔法力も気力も判断力も出てこないよ……本当だよ、誰か助けてよ……」

　そう、ふらふらしているとオータムが大きくため息をついた。

「しかたない……これはやりたくなかったけど……」

　オータムがいかにも禍まが々まがしい色の液体が入った注射器を取り出した。

　こ……いつ……まさか──

「……嫌だ！　それだけはやめてくれ……いっ嫌だ──」




　それからどう治したのかは記き憶おくがありません。




　　　　・・・




　一二〇時間後、頭の中に微かすかに聞こえてくる声。

「ジーク先生！　全員終わりました」

　その声はオータム。その声を聞いた途端身体から力が抜ぬけた。

　もう……駄目だ……

　力尽つきて膝ひざから崩くずれ落ちた。

「……どうします、コレ？」

　薄うすれゆく意識の中で聞こえてくる周囲の声。

　サリー……コレ呼ばわりとは何事。

「ふぅ、しょうがない」

　そう言ってオータムは俺の腕うでを彼女の肩かたに下ろさせた。

　フッと身体が宙に浮ういたと思うとオータムの柔やわらかな髪かみと透すき通とおるような肌はだが目の前にあった。この華きや奢しやな身体に大の大人一人をおぶうだけの馬力があることが今でも不思議だ。

　彼女から発せられる甘い匂におい、そして意外にも柔らかな彼女の身体に思わず眠気が誘さそわれる。

「重くないですか、オータムさん」

「ううん……大丈夫だから」

　そう普ふ段だん出さないような優しい声で俺をおぶうオータム。

　ベッドに到とう着ちやくし、ゆっくりと俺の身体がベッドへ密着していった。

　さすがに疲つかれたのかトスンと隣となりに座る音が聞こえた。

「……ジーク先生、起きてますか？」

「……」

　起きていたら、恐おそらく怒おこられるだろうから何も言わない。

「お疲れ様でした……いつもひっぱたいちゃってごめんなさい」

　そう言ってオータムは俺の頰を柔らかい掌てのひらで撫なでた。

『ひっぱたく』と言うよりは『殴りつける』という表現の方が適切にも思うが、今は寝ている設定なのでそんな風にツッコむわけにもいかない。

「……」

　いつもは吐はかない優しい声、そしてオータムの掌の感触の心地よさに胸の鼓こ動どうが大きくなるのを感じた。

「……私もちょっと寝ちゃおっかな」

　そう言ってオータムは同じベッドの空いているスペースに横になった。

　スウ……スウ……

　程なくして寝ね息いきが聞こえてきた。ほのかに香かおってくる甘い匂いで感じられるオータムの存在になぜか高鳴っていく鼓動。

　うっすらと目を開けると、すぐ真向かいにはオータムの綺麗な顔があった。形のよい薄い桃もも色いろの唇くちびる。サラリと柔らかくベッドを包む銀色の髪。大きくつぶらな瞳ひとみを覆おおい隠かくす瞼まぶたにシミ一つない上質なシルクのような肌。さっきから何度も瞼を閉じようとするが、横で寝息をたてているオータムが気になってどうしても目が離はなせない。

「……オータム、起きてるか？」

　思わず小さな声で尋たずねる。

　これ以上こいつの顔を見つめていたらどうにかなってしまいそうだった。早いところ起こして眠らなきゃ──

「……う、うーん」

　突とつ然ぜん、オータムのスラリとした手が伸のびて俺の首に巻きついた。

「ちょ……」

　不意に近くなるオータムとの距きよ離りに思わず声を出そうとしたが、それ以上声が出ない。最も早はや頰がすりつくほどの距離に横顔があり、その細く長い右足が俺の足と交差する。

　小さなオータムの息いき遣づかいが耳元に掛かかり、思わず全身が硬こう直ちよくしてしまう。

　もう我が慢まんの限界だった。

　スッとオータムの華奢な肩に手を添えて、真正面に寝かせた。

「オータ──「オータムさーん！　アレどこにありましたっけ──」

　サ、サ、サリー！

　その声に反応し、オータムがパチッと目を開いた。

「なっ……なっ……なっ……」

　オータムの頰が真っ赤に紅潮して取り乱す。

「いや……ちょ……まっ……」




　この後、違ちがう意味でぐっすり眠れました。（瀕ひん死し）




　　　　＊




　秋に入ろうと言うのに日差しはそれに抵抗し、燦さん々さんと日差しを浴びせる。そんな残暑が照り付けながらも、やってくるのは変わらない日常。リフォームする暇ひまもないボロボロの診療所。列を為なす患かん者じや。ベッドに横たわっている患者。叫さけび声をあげている患者。患者……患者……患者。

「ジーク先生、ノベーッとしてないで早くしてくださいよ」

　俺のせいじゃないのに、早くしろよと急せき立てられるのは不満だ。断っておくが、俺はノベーッとしてる訳じゃなく、もの思いに耽ふけっているのだ。やってることは同じだがニュアンスは違う。

　しかし、今日は珍めずらしく重傷患者が少なかった。このペースだったら、そろそろ終わるんじゃないかと楽しみに治ち療りようを行っていると、

「本日最後の患者です」

　オータムからそう言い渡わたされ、一層テンションが上がった。

　今日は五時間眠ねむれる。ここ数年で一番眠れる。




　最後に待合室から連れて来られた患者は女性だった。

「ラーマさん、一七歳です。顔の大半が火傷やけどしてます」

　顔を伏ふせていたので優しく手で起こした……酷ひどい火傷だ。焼けただれている。

　しかし、気き丈じような女性だ。こんな無残な状態になっても涙なみだを流していない。その綺き麗れいな瞳は潤うるんでいたが、力強さを感じた。見るも無残な状態を自分でも目にしてるはずなのに。

　この患者は助けたいな……心の底からそう思った。

　少し神経を集中させる。

　掌で傷つけないように彼女のただれている部分を触しよく診しんする。

　……うん、月光草を触しよく媒ばいにするか。

　月光草は人体の拒きよ絶ぜつ反応が強く調合次第では毒にさえ成り得る。その配合の難しさから精製する魔ま草そう師しはほとんどおらず、扱あつかえる医療魔術師も少ない。その反面、魔草の中でも効果が高いため、治癒呪文に相乗すればラーマさんの肌を完全に元通りにできるはずだ。

　これは俺の感覚でしかないが、ラーマさんの肌と月光草は相性がいい気がする。これは、長年培つちかってきた経験則で何の根こん拠きよもないのだが、どこぞの高名な医療魔術師の文ぶん献けんを参考にするよりよほど確率は高い。

　手に魔力を込めながら、月光草の粉末を彼女のただれた皮ひ膚ふに優しく添そえる。

　頼たのむから拒絶反応が起きないでくれよ……よしっ！　相性はいい。

　加えて竜りゆうの再生力を利用する。

「アリエ……治ち癒ゆした竜血ドラゴンブラツドを塗ぬっていってくれ」

　そう指示すると、彼女は竜血につけた布をラーマさんの顔へ近づけた。

　でも……アリエの動きが少し固く感じる。

　同じ女性の肌だ。極力傷つけたくないという想おもいがあるのかもしれない。

「アリエ、緊きん張ちようしなくたっていいよ、気軽にやろう。ねえラーマさん、命は助かったんだ。もうけもんでしたよ。たとえ少しくらいの顔の傷が残ったところで、ろくでもない男が寄り付かなくなるだけだ。どんな姿だって構わずあんたを愛してくれるいい男はいるはずさ。要は外面がわじゃなく内面なかみだ。死ななきゃもうけもん。そうでしょうラーマさん？」

　そんな風に笑うと、ラーマさんは少し唇をほころばせた。

「ふふふ……じゃあ、ジーク先生に私を貰もらってもらおうかな」

　いたずらっぽくそう微笑ほほえむラーマさんの様子を見て、アリエの緊張が解けたようだった。

　徐じよ々じよに皮膚が修復されてきた……いいぞ。気を抜かず、このまま丁てい寧ねいに丁寧に魔力を注ぐ。

　重傷患者の治療で重要なのは魔力の属性配合だ。怪我の状態、患者の性質に合わせていかに配合するか、これすなわち医療魔術師の資質だと言っていい。

　その資質を育はぐくむために、持って生まれたセンスももちろん必要だが、それに加え膨ぼう大だいな経験値を必要とする。そして、必然的に経験値は魔力量と比例する。

　センスはともかく、他の医療魔術師よりも魔力量も経験値も積んでいる自負はある。

　込めた魔力の属性配合をミリ単位で変え治療に当たる。

　修復した皮膚の範はん囲いをどんどん広げていき、しばらくこれを繰くり返かえして慎しん重ちように治療を行っていく。傷が一つも残らないように、この時の出来事が彼女の人生で一分の悔くいにもならぬよう。




「……凄すごい」

　オータムが呟つぶやいた時、すでに治療が終わっていることに気づいた。時計を見ると、すでに一時間が経過していた。

　──やべっ、四時間しか寝ねれない。

　ソッと手を離すと、傷を負っていない彼女の顔があった。

　くっきりとした二重の大きな目は彼女のライトグリーンに輝かがやく瞳を絶ぜつ妙みように包み込む。そして、少し丸みを帯びた形の良い輪りん郭かくが、彼女の微笑みをより一層魅み力りよく的に映えさせていた。恐らく、大国バーネストロの南方出身であるのだろう。うっすらと焼かれた褐かつ色しよくの肌は彼女の魅力的な顔立ちをより一層引き立たせていた。

　何が言いたいかと言うと、別の意味で凄く綺麗な顔をしていた。

　やがてラーマさんが鏡を恐る恐る覗のぞくと、瞳に溜たまっていた涙がポロポロこぼれ落ちた。

「ありがとう……ありがとうございます」

　俺の手を握にぎって何度も何度もお礼を言うラーマさん。

　医療魔術師になってよかったって思うのはこの瞬しゆん間かんに立ち会えることだ。

「い、いやぁ……医を志す者として当然のことだよ。と、ところで明日の最後に診しん察さつをもう一回したいんだが構わないかな？」

　そして、ここからの俺は医療魔術師ではない。

「は、はいもちろんです……でも、先生は一回の治療で完治させて、二回目の治療を受ける人はなかなかいないと伺うかがいました。私はもしかしたら重大な病気なのでしょうか？」

　ラーマさんが心配そうに聞いてきた。

　……やべっ、何とかこの下心をごまかさねば。

「いや……あの……あはは。決してそんなことはないよ。念には念を入れてね。女性の顔は治療し慣れてないもので……後で顔に跡あとでも残ったら大変だしね！　あははは、あははは」

　苦しいか？　この言い訳は苦しいか。

「……この診しん療りよう所じよの患者数は膨大だと伺っています。それなのに患者に対しての細やかな気き遣づかいまで……尊敬いたします」

　──よしっ！　心の中で渾こん身しんのガッツポーズを繰り出した。

「いやぁ！　医者として当然の義務だよ！　いや責務かな……とにかく当然なんだよ。まあ、他の医療魔術師はなぜかできないんだけどね。俺以外は！　残念ながら！」

　ラーマさんは何度もお辞じ儀ぎをして去って行った。

「堂々と職権乱用するなんていい度胸していますよね」

　オータムが冷ややかな表情で見み据すえてきた。

「な、なにを言っているんだ！　俺は別に……」

「……ところで私、明日休みですけどいいんですか」

　そうオータムからきりだされた瞬間、心の中で豪ごう快かいなガッツポーズをきめた。

　好都合だ。邪魔者オータムさえいなくなればこっちのもんだ。治療後にラーマさんとご飯でも……ウフフ。

「もちろん。全然構わんよ」

「……ほんとーにいいんですね？」

　オータムがジト目で俺に尋ねる。

　しつこいなぁ。

「ああ！　本当さ。たまには君も外でデートしてくるといい。若い女性が青春を無む駄だにしちゃいかんよ」

　と言うか休んでくれ。

　俺の提案に対し、オータムは少し考え込んでいたが、やがて決心したように頷うなずいた。

「確かに……久しぶりの休みですもんね。わかりました。ありがとうございます。楽しんできますね」

　嬉うれしそうに退出した。

　よし、オータムなしじゃ明日はきついが、乗り切ってしまえばこっちのもんだ！　診療が終わったら、二人きりでご飯でも──わはははは。




　　　　・・・




　翌日、俺は頑がん張ばった。最近の中で一番頑張った。誰だれが何と言おうと、俺は頑張ったんだ──しかし、全くはかどらなかった。

　なぜなら、サリーの父親が急に倒たおれたという情報が飛び込んできたからだ。当然、すぐにサリーを向かわせた。本当は行って診察してやりたかったが、ここにも重傷患者がいるのでそうもいかない。そういうわけで、午後からは助手のアリエと二人で治療を行っていた。オータムを呼び戻もどしたかったが、張り切って外出したとのことだったので、すでにどこにいるかわからなかった。

「なんで……なんで俺はあの時オータムに休んでいいって言ったんだぁ！」

　アリエは、持ち前のけなげな笑顔でうなだれる俺を慰なぐさめる。

「はいはい、ジーク先生。やりましょうよもう。ラーマさんそこに来てますよ」

　ほっ、本当だ！　最さい後こう尾びにいる。ああ、なんて可愛らしいんだ。

「よーしっ、気合入った。やってやる。やってやるぜ」




　　　　・・・




　気合だけだった。二時間経過したがどうにもならない。どうにも全然進まない。

「次の人！　入ってきて！　何？　歩けない！　ああああああもう」

　いつものペースならもう半数は終わっているのに、まだ三分の一の患者の治療もできていなかった。

　さすがにこのペースはマズイ……死人が出てしまう。

「先生！　本当にありがとうございました。何とお礼を言っていいやら──」

　ああもう深々とお辞儀とかっ！

「そんなのどうでもいいから！」




　その時、後ろからどつかれた。

「患かん者じやさんに向かってなんて口の利き方するのよ！」

　聞きなれたその悪あく魔まのような怒ど鳴なり声。

　まさか……そう思って後ろを振ふり返った。

「……オータムゥ！　来てくれたのか」

　──うっ……冷たい視線。もはや情けなさ過ぎて思わず目を逸そらした。

「なんなんですかあなたは……まあ、こうなるんじゃないかと思ってましたけど」

　ボソッと突つき刺さすように浴びせられた言葉。

「……うるさい！　うるさいうるさーい！　俺だって……俺だって恋こいぐらいしたいよ！　休みなしで患者の命を救ってるんだ！　好きな女とご飯に行きたいと思うのは罪ですか？　当然の権利だろ！」

　泣きながら訴うつたえた。

「……さすがに可哀かわい想そうになってきました」

　うんうん、アリエは優しいねぇ。

「むしろ哀あわれという言葉に近いんじゃない？」

　オータム……お前って奴やつは。

「……はぁ、わかりましたよ。ラーマさんの診察の時には、私たちは席を外しますよ。だからそれまではしっかり治療に励はげんでくださいよ！」

　──え！　本当に？

「わかった！　よーし！　やってやるぜ俺！　やってやるぜ！」




　それから凄い速さで診療をこなした。奇き跡せき的に重傷患者が少なかったのに加え、オータムの鬼き神じんのような働きによって、残る患者はラーマさんだけになっていた。

「もっと早くやる気だせば別に私休んでもよかったのに」

　ボソッと呟くオータムを無視して、ラーマさんが来るのを待っていると、サリーが息をきらしながら診療室に入ってきた。

「はぁ……はぁ……ただいま戻りました。父は全然軽傷でした。ほんとーにお騒さわがせしてどうも申し訳ありませんでしたぁ」

「そっかぁ……そりゃぁよかったじゃないか」

　心底ホッとした。これで、心置きなくラーマさんと楽しい時間を──

「ところで、ジーク先生、シグタル平地で合戦があり、一〇〇名の患者がこっちに向かっています。あと、一五分ほどでこっちに来ますよー」

　だからそんなニュースはいらんと言ってるだろーがっ！

「せっかくここまで頑張ったのに……」

　失望で肩かたから崩くずれ落ちた。

　──もう……立てない。ここからの展開は予想できた。どうせオータムは患者優先って言ってラーマさん帰らせちゃうんだ。




　絶望に暮れていた時、オータムに肩を摑つかまれて強引に立たされた。

「ジーク先生、一〇分だけ話せる時間作ってあげますから……顔を上げて治療してください」

「オータム……」

　お前はなんていいやつなんだ。

「……一〇分だけですよ！」

　オータムは不ふ機き嫌げんそうにそう言い捨てて後片付けをし出した。




　やがてラーマさんが入ってきた。

「ジーク先生。こんにちは」

「ラ……ラーマさん。その恰かつ好こう──」

　まず目を惹ひいたのが、その薄うすくぴっちりとした布。それが彼女の素晴らしいボディラインをひきたたせている。そして、すらりとした太ふと腿ももを惜おしげもなく披ひ露ろうするミニスカートは彼女の健康的な褐かつ色しよくの肌はだをこれでもかと言うほどひきたたせている。

「恰好？　えっ……っと。セーラス教の一いつ般ぱん的な夏服ですけど何か変でしたか？」

　キョトンとした表情を浮うかべながら不思議がっているラーマさん。

　──いえ、むしろ最高です！　最高でーす！

　そんな俺の気持ちを見み透すかしてか、鬼のような形相でオータムが睨にらんできた。

「ラーマさん！　果たしてシスターがそんな薄手の修道服でいいんでしょうかねぇ！」

　オータムが彼女に向けた顔は笑顔だったが、その声色は明らかに笑っていない。

「えっ？　ああ、いいんですよ。バーネストロの南は年中暑いので、みんなこの夏服を着ているんです」

　満面の笑みで、もちろん悪気なく答えるラーマさん。

「本当に神セーラスを信しん仰こうしているなら暑いのなんて、我が慢まんできるんじゃないかしら？」

　オータムの頭に怒いかりマークが一つ。

「暑いの我慢するのと、神セーラスの信仰は関係ありませんから」

　ニッコリとラーマさんは正論をオータムに浴びせる。もちろん、彼女に悪気など一切ない。

「ぐぎぎぎぎっ」

　歯を食いしばりながら地じ団だん駄だを踏ふむオータム。

「ふぅ……それにしても今日は本当に暑いですねぇ」

　そうぴっちりした布の胸元をパタパタと仰あおぐラーマさん。もはや、俺の視界は完全にそこしか目に入らない。

　──神セーラス、俺……あんた信じます！

　そんな風に神の存在を初めて認識しながらその胸に見とれていたが、やがて正気に戻った。

　い、いかん見とれている場合ではない。

　冗じよう談だんのわかる面白い男だというアピールして、未来の伴はん侶りよ候補ナンバーワンにならなければいけない。

「じゃあ、診しん察さつするんで服脱ぬいで」

　極力真ま面じ目めな顔でラーマさんに指示した。

　もちろん、顔の治療なので服など脱ぐ必要は一切ない。





『何言ってるんですかジーク先生、ふふふ面白いお方』

『いやぁ、これぐらいの余よ裕ゆうが医い療りよう魔ま術じゆつ師しには必要不可欠なんですよね』

『まあ、やっぱりジーク先生は素敵な方ですね、好き♥』






　なーんちゃっ──「あの……下着も脱いだ方がいいですか？」

　ええええええええええっ！

　目の前に合ったのは豊満な胸を露ろ出しゆつしているラーマさん。それを隠かくしているのは薄い桃もも色いろの可愛らしい下着のみ。

「いや！　噓うそ噓、冗談です。冗談ですからその胸しまってください！」

　必死にそう弁解しながら目を瞑つぶる。

「あっ、冗談だったんですね。すみません、すぐにしまいますね」

　事もなげにそう答える彼女。

　……少しもったいないなと薄眼を開ける。

　その豊満な胸が引っかかっているのか、まだラーマさんは服を着るのに手間取っていた。それにしても……まさか、こんなとてつもない凶きよう器きを仕込んでいたとは………ゴクリ。

　彼女の可愛らしい容姿に反し、見る者全てを釘くぎ付づけにさせるそのプロポーション。ふわりと香かおり立つ甘いバーベナの匂におい。

　冗談というのはもう少し後でも──うわっ！

　気配を感じて振り向くと、オータムが冷ややかな表情をしながら佇たたずんでいた。

　あっ……俺、死んだわ。

　そう感じ取った。




　診察という名目の雑談が終わり、ラーマさんは席を立ってお辞じ儀ぎした。

　──もう……帰ってしまうんだね。

　そう後ろ姿を感かん慨がい深げに見つめていると、ラーマさんが突とつ然ぜん振り返った。

「ジーク先生……また時間がある時にご飯でも食べに行きませんか？」

　ああ……人生ってなんて素晴らしいのだろう。




　　　　＊




【オータム＝アーセルダム】




　いつものようにジーク先生をどついてると、サリーが息をきらしながら診しん療りよう室へ入ってきた。どうせ嫌いやな報しらせなのだろう。

　何が楽しくてこの子はそんな報せばかり持ってくるのだろうか。

「ジーク先生！　アナン公国から使者の方が来ていますよ」

　アナン公国はバカラ帝てい国こく、バーネストロ共和国に次ぐ広大な領土を誇ほこる大国だ。大戦乱『ケシャ・マグル』によって、バカラ帝国とバーネストロ共和国が今なお戦火を拡大させている一方で、アナン公国は断固静観を貫つらぬいている。そんな行こう為いを成り立たせているのは女王であるテーゼ＝トワイライト。彼女は大陸一の魔ま術じゆつ師しで、バカラ帝国もバーネストロ共和国も彼女を恐おそれて手を出さない。また、偉い大だいな治世者としても有名で、いつかはアナン公国のような平和な国に住みたいと心から願っていた。

　しかし、今はそれどころではない。

「適当にあしらってくれよ！　こっちは死者出さないよう頑がん張ばってて忙いそがしいんだから！　シシャだけに……シシャだけに、だぞ！」

　ジーク先生のつまらないジョークに思わずため息が漏もれる。

　最近五分休きゆう憩けいで『治療中にウケる医療魔術師ジョーク集』を読んでいると思ったらこの人は。まさかこんな所で狙ねらっていたとは。

「……先生、本当にそういうくだらないこと言うのやめて貰もらえますか？　第一不謹きん慎しんだし。人格疑われますよ」

　サリーに本気のトーンで怒おこられていた──ザマーミロ。反省せい。

　いつも私が言っても、聞く耳持たないんだから。蹴けっても、殴なぐってもすぐに治しちゃうから全然懲こりないし。たまにはそうやって、他の子から怒られて反省なさい。

「話続けますよ。先生の戦場での医療活動が評価されたみたいで賞が授じゆ与よされるらしいです。そして来週、授与式があるので来てほしいんですって」

　そう嬉うれしそうに話すサリーだが、私は別に喜ぶことじゃないと思っている。

　むしろ、『やっと気づいたのか』とその使者に言ってやりたい気分だ。ジーク先生が何年間、何万人の患かん者じやを救ってきたことか。どれだけのものを犠ぎ牲せいにして……今いま更さらそんなことを表ひよう彰しようされたところで嬉しくもなんともない。そうですよね、ジーク先せ──

「そうか……丁重にもてなしといてくれる？」

　めっちゃまんざらでもない様子しとるー！

「……かっこよく『俺は賞なんかに興味ない』とか言ってくださいよ」

「いや……自分たちのやってることを世間から認められるのってやっぱり嬉しいだろ？」

　そうジーク先生が答えた時、私も少しだけ思い直した。

　大戦乱『ケシャ・マグル』が始まって、寝ねる間もないぐらい忙しくなって……いつのまにか世間という奴やつに懐かい疑ぎ的だったのかもしれない。

　評価されたんだから、素直にありがとうと笑顔を見せればいいじゃないか。

「……まあ、そうですね！　たまにはいいかもしれませんね」

　ずーっと旅行に行ってなかったし。

　アナン公国かぁ。王都レッセルバルムは『大陸一美しい都』と有名だし、地酒もおいしい。

　まあ、私にそんな時間あるわけないけど。

「オータム、俺のタキシードってどこにあったっけ？」

　そう言って嬉しそうにアナン公国観光雑誌のページをめくるジーク先生。

　ま、まさかこの男……行く気か？　このクソ忙しい時に。

「当然のことながら行くなら代理でサリーかアリエですよ」

　あなたが行ったら多くの患者さん死んじゃうし。それじゃあ言わずもがな本ほん末まつ転てん倒とうだ。表彰中にバッタバッタ死んでたら意味がない。

「……なんでなんだ？」

　ジーク先生が震ふるえる手でアナン公国観光雑誌を閉じた。

「なにがですか？」

「なんで授与式に助手が行って、診察所で俺が診察してるんだよ！　せっかくの俺の晴れ舞ぶ台たいなんだから行かせてくれてもいいだろ」

　無視。自分でもわかってるくせに、そんな駄だ々だこねられても知ーらない。

　さて、またシフト組みなおさなきゃなぁ。

　アリエとサリーにはまとまった休みをあげたいとずっと思ってたからこの機会にうんとリフレッシュしてもらいたいな。

「オータムさん行ってきてくださいよ」

　サリーが満面の笑みでそう言ってくれた。

　ジーク先生、あなたはどうして彼女のような気き遣づかいができないんですか。

「何言ってるの、二人には本当に感謝してるんだから。同時にという訳にはいかないところが本当に申し訳ないけど。うーんっと羽伸のばしてきて。残ってくれた子にもまとまった休みを何とか作るし」

『感謝』という言葉では恐らく足りない。でも、こんな月並みな言葉しか贈おくってやれない。

「いえ……やっぱりオータムさんですよ。今までろくに休みなんて取ったことないですよね？　私たちにばっかり休みを振ふって自分のことは本当に後回しなんだから。私たちだってオータムさんの喜ぶ顔をみたいんです」

　サリー……ダメ。今、気を抜ぬくと、私泣いちゃう。

「……いや、でもアリエにだって聞かないと」

「大だい丈じよう夫ぶです。アリエともこの前ずっとその話してたんです。こういうことがあったらオータムさんに行かせようって。だから早く支度してください」

　うっ……やーばーいー、思わず目頭が熱くなる。どーしよー。

「俺はっ！　俺だって一度たりとも休み取ったことないんだけど！　俺は？」

　ジーク先生……涙なみだ引っ込みました。

「まあまあ……先生がいないと患者たちが死んでしまいますから。オータムさんが代わりに行ってくれますから。お土産買ってきてくれますから」

「いらん！　俺は絶対にいらんぞ！」

　あっ、拗すねた。

「先生の大好きな『公国クッキー』も『公国チョコバニラモナカ』も買ってきてくれますから」

「喰くわんと言ったら俺は喰わん」

「まあまあ──」

　その後、サリーとアリエがジーク先生をなだめてくれたので、何とか出発することができた。




　五日後、アナン公国王都レッセルバルムに到とう着ちやくした。

　バカラ帝てい国こく帝都アルケディアが『大陸の贅ぜいを全て集めた都』と称しようされる一方、アナン公国王都レッセルバルムは『花の都』と評されている。

　街路の至る所に花が咲さき乱みだれており、まるでこの王都の賑にぎわいを祝福しているかのようだ。ノーザルとは違ちがい、洗練された美しい建築物が歴史の長さを物語り、煉れん瓦がを基調とした建物は全て橙だいだいの色に統一されている。

　これは、女王テーゼ＝トワイライトに敬意を表し主城であるレイトラステ城の煉瓦の色に合わせているそうだ。

　即そく位い前の彼女は戦が起こるたび、自ら戦線に立ち大陸最強の魔術師の称号を欲しいままにしてきた。その為ため、彼女が女王に即位してからはアナン公国は一度も戦乱に巻き込まれていないそうだ。




　しかし、本格的に旅行になってしまったな。ジーク先生に死ぬほどごねられながらも挫くじけず来られてよかった。正直、診しん療りよう所じよを離はなれるのは気が引けて心配でもあったが、こうなったら本格的に羽を伸ばすのみ。

「ようこそ、王都レッセルバルムへ」

　突とつ然ぜん、貴族の男が声をかけてきた。

『ようこそ』と言われて……何と返せばいいものだろうか。

　旅行なんて生まれて初めてだから、よくわからない。

「あの……初めまして。オータムって言います」

　とりあえず、深々とお辞儀をしてみた。

　男の人は驚おどろいた表情をしたが、やがて大声で笑い始めた。

　──えっ、私何か変なことした？

「はははは……ごめんごめん。そう丁てい寧ねいに自己紹しよう介かいされるとは思わなくてね。こちらこそ無礼でしたね。僕はゴードン。よかったらこの王都を案内するけど」

　うーん、確かに予想以上に広いし、どう観光したらいいのか正直わからないな。

「じゃあ、お願いしてもいいですか？」

「喜んで」

　そういってゴードンさんは紳しん士し的なお辞じ儀ぎを繰くり出す。

　うん、そんなに悪い人じゃなさそうだ。

「ありがとうございます。手配されてる宿に行きたいんですけど」

「かしこまりましたお姫ひめ様」

　そう言ってキザに私の持っていた鞄かばんを手に取った。

「ああ、ベッゼルガウロ大通りにあるんだ。これなら近いね」

　ゴードンさんは、さりげなく荷物を持ってくれて先導し始めた。

　はぁ、ジーク先生にもこれぐらいの甲か斐い性しようと気遣いがあればなぁ。




　歩きながらゴードンさんは王都レッセルバルムを案内してくれた。

　王都レッセルバルムの街並みは大陸で最も優美だと評されている。街道は見事に整備されており、綺き麗れいな煉瓦調の建物が立ち並ぶ。

　市場は人の活気にあふれていて、広場では大道芸人が道化の格好をしながら観客を盛り上げている。また、レシウスと呼ばれる花の栽さい培ばいも盛んで至る所にその甘い香かおりが香ってくる。

　そんな街並みを歩いていると、自然と楽しい気持ちになる。




　さんざん観光巡めぐりを行った後、宿に到着した。ゴードンさんは荷物を優しく渡わたしてくれて深々とお辞儀をする。

「じゃあ、僕はもう行くから。楽しかったよ」

「そんな、私こそ。本当にありがとうございました」

　こちらも負けじと深々とお辞儀した。

「……もう、会えないよね？」

「ええっと……そうですね。ただ、ノーザルの診療所に来てくれればいつでも私いるんで。もしこっちに観光に来た時は、訪ねてください。って言っても今は激しい戦の最中なんで当分は無理かなって思いますけど」

　そう言うと、ゴードンさんはギョッとしたように驚いた。

「君は……もしかして天才医療魔ま術じゆつ師しジーク殿どのの……」

「ええ、助手なんです。今日は代理で来たんです。何でも賞が貰えるみたいで」

「そうか……君があの噂うわさの……」

「噂の？　私、噂になってるんですか」

　そう尋たずねると、ゴードンさんは深々と頷うなずいた。

「天才医療魔術師ジークを知らない人は大陸では誰だれもいないが、その助手である君も同じく有名なんだ。名前までは知らなかったが大陸で一番怖こわいって」

　ジーク先生……後で絶対に殴なぐる。

「好きで怖くしてるんじゃありません。私だってもっと優しくできるものならしたいけど」

「もちろん戦場での医療活動は困難を極めると聞いた。それは無理もないことだってわかってる。単に僕が勘かん違ちがいしてたんだ。もっと……その……君のような綺麗な人を想像してなかったんだ」

　そんなセリフを吐はいたゴードンさんもどうにも照れたようで顔が真っ赤だ。挨あい拶さつもそこそこに慌あわてて去って行った。

　──綺麗な人だなんて……なんて正直な人。




　翌日、アナン公国の主城であるレイトラステ城で賞の授じゆ与よ式は開かれた。

　鮮あざやかな赤の絨じゆう毯たんが一いち縷るの皺しわもなく敷しかれ、その優ゆう雅がさを一層引き立たせている。装そう飾しよく等は古来より使用されていたものだろうが、全ての手入れが一分の隙すきもなく行きとどいており、傷などは一つとしてない。

　手入れするかしないかだけで、診療所で使っている旧ノアシュタイン城とここまで違うかと思わず乾かわいた笑みが漏もれてしまう。

　出席者たちは、各国の王族や有力な大臣、そしてその御ご子息や御息女たちばかり。要するに貴族たちで溢あふれていた。煌きらびやかなドレスや高価な宝石を纏まとう令れい嬢じようを眺ながめながら自分の格好をふと眺めると、場違い感が半はん端ぱじゃない。

　やっぱり、ドレス代をケチって安いのにするんじゃなかった。

　ドキドキしながら待っていると、後ろから肩かたをトントンと叩たたかれた。振り向くと、そこには知った顔があった。

「ゴードンさん、どうしたんですかこんな所で」

「私はこのアナン公国の騎き士し団長なんですよ」

　げっ、そんな偉えらい人だったんだ。ただのナンパな人じゃないんだ。

「よかったぁ、誰も知り合いがいなくて正直、いづらかったんです。ドレスだって他の人たちと違って安っぽいし」

「いえ……あなたがこの会場でとびきり美しいのは紛まぎれもない事実ですよ」

　──歯の浮うくようなセリフをさらりと言えるのは、やはり貴族だからだろうか。

　そんな風に思いながらゴードンさんと雑談していると、小こ柄がらで年配の男が笑いながら近づいてきた。

「ゴードン殿、そちらの美しい方はどなたですかな？」

　まあ、美しいだなんて……正直な人。

「ああ、こちらは本日の主役であるオータム＝アーセルダムさんですよ。オータムさん、こちらはアナン公国財務大臣であるパトリック卿きようだ」

「いや、しかしお美しい。さしずめあなたは戦場に咲く一輪の可か憐れんなバーベナですな」

「まあ！　私なんてそんな──」

　──ことありますけど。

「しかし、残念ですな。ジーク先生には是ぜ非ひともお会いして話を聞いてみたかった。実は私は一度彼が診療しているところを見たことがあるんです。衝しよう撃げき的でした。彼の技術は勿もち論ろん、その彼の献けん身しん的な医療活動は本当に素晴らしい。なぜ、彼はあそこまで献身的に人の命を救えるのか……是非聞いてみたかった」

　パトリック卿は陽気に笑いながら、ワインをおいしそうに飲み干した。

　──なぜ、彼はあそこまで献身的に人の命を救えるのか。

「……パトリック卿も、ジーク先生の境きよう遇ぐうにいればきっと同じことをなさいますわ」

　なんとか笑顔を取り繕つくろって、急いでお辞儀をしてその場を離れた。




「オータムさん、何か気に障ったのかい？」

　後からゴードンさんが追いかけて来て心配そうにこちらを見つめる。

「……ううん、凄すごくいい人だったわ」

　そう自分に言い聞かせるように答える。

　何も悪気があったわけじゃない。何度もそう言い聞かせる。

　──なぜ、彼はあそこまで献身的に人の命を救えるのか。

　しかし、パトリック卿から放たれた言葉が、妙みように胸に響ひびく。




　ならば、そこに死にかけている子どもがいればあなたは助けないのか。仮に自分しか助けられないとして、助けを求める手を払はらいのけることなど果たしてできると言うのか。助けられるのならば、助けるに決まっている。

　医とは呪のろいだ。力がなければあきらめることもできよう。しかし、救うことのできる力があるのなら、それをしないことは罪となる。

　ジーク先生はその呪いの力を最も強く持っている。人々は彼に『もっと助けろ！』と叫さけび続けるだろう。彼が死ぬか、その能力が消えてなくなるまで、その声はやむことがない。

『助けろ助けろ』、そう言い続けているくせになんでそんなことが吐ける。お前らが強いた道を必死に歩んできただけなのに、今いま更さら、『なんでそこまでできる』なんてことが吐ける。




「オータムさん？」

　よほど怖い顔をしていたのか、ゴードンさんが心配そうな顔をして声を掛かけてくれた。いけないいけない、せっかくの休みなのに、思わず暗くなっちゃった。

「なんて能天気な人──そんな風に思ってるのかしら？」

　ワインを飲みながら隣となりの女性がいたずらっぽく笑いかけた。

　一目見てわかった。この人が……テーゼ＝トワイライト。このアナン公国の女王陛下であり大陸最強の魔術師と名高い人。透すき通とおるような白い肌はだ。整った輪りん郭かく。不死鳥フエニツクスの羽で織り込まれていると言われる伝説の法衣に全く見劣おとらぬ彼女の美び貌ぼう。『絶氷の美女』と呼ばれているだけのことはある。

　確かこの人、四〇歳超こえてたよね……若々しすぎて……美しすぎて逆に怖い。

「いえ……そんなことは──」

　魂たましいまで見透かされているようなその紅の瞳ひとみに鳥とり肌はだが止まらない。さすがに部下である大臣の悪口を言うなんてのは憚はばかられる。

「彼は平和を謳うたいながら、戦果のワインに酔よいしれる人よ。今回の授賞式を計画したのも彼。そんな能天気さと残ざん酷こくな無む邪じや気きさを併あわせ持つ彼の評価は高いわ」

　テーゼ女王はパトリック大臣を横目で見ながら答えた。

「……噂に違たがわず清せい濁だく併せ吞のむ女王様ですね。じゃあ、私が次に言いたいこと、わかりますか？」

「……何かしら？」

「大戦乱『ケシャ・マグル』を止めて頂けませんか？　こんな授与式開くよりも、私たちずっと嬉うれしいんですけど」

　そう言うと、テーゼ女王は私の目をジッと見つめていたがやがて女神のような美しい微笑ほほえみを浮かべた。

「残念ながら、私は神じゃなくアナン公国女王なの。国民を守るので精いっぱいだわ」

　確かにそんなことで、戦争が終わるのならばこんな簡単なことはない。

「……ですよね、言ってみただけです。言うだけならタダですもん」

　テーゼ女王は相変わらず美しい表情で笑っていたが、周りにいた取り巻きたちの表情はすっかり青ざめていた。どうやら、私との会話に聞き耳を立てていたらしい。

「面白い子ね……ただ、気をつけなさい。不用意な発言は命に関わるわ。世の中には、一言失言を犯しただけで命を落とす場合もあるから」

　そう言い残してテーゼ女王は壇だん上じように上がっていった。

　私の軽口が気に障ったのだろうか、去り際の表情は少し曇くもって見えた。そして、我ながらくだらない言動だったと反省している時、大神官の声が響き渡った。

「医療魔術師ジーク代理人オータム殿どの！」

　あっ、呼ばれた。

　急いで私も壇上に上がってテーゼ女王にお辞じ儀ぎをして、前に歩く。あー、だんだん緊きん張ちようしてきた。




　大神官が祝辞を述べ始めた。

「貴き殿でんは戦場での医療活動という……ここに表ひよう彰しようする」

　観衆から割れんばかりの拍はく手しゆが送られた。慌ててテーゼ女王に一礼し、振ふり返かえり観衆の前に立ち深々とお辞儀した。

「ありがとうございます。このような賞を頂いてジークも非常に喜んでいることと思います。ここでジークより手紙を預かっているのでこの場で読み上げたいと思います」

　そう言って預かっていた手紙を開いた。

　──やばーい、やっぱり練習しておけばよかった。

「本日はこのような賞を頂き、非常に光栄です。しかし、私は本来このような賞をもらえる人間ではないのです。私は戦場で患かん者じやが多く傷ついているにもかかわらず、何度も何度も逃にげようとしました。治ち療りようしても治療してもキリがなく、終わりのないこの地じ獄ごくに耐たえられなかったのです。しかし、私が今この賞をもらっているのは、ここにいる……オータムと……サリー、アリエという助手たちのおかげなのです。彼女たちはこの地獄にもめげることなく、ただひたすら患者のために……いつも笑顔で、時には私を元気づけてくれました。だから、私がこの賞をもらって嬉しいのは……この助手の三人が表彰されているようで嬉しいのです。本日は本当にありがとうございました」

　何を……書いているんだあの人は。涙なみだをこらえるのに精いっぱい、声が震ふるえちゃったじゃないか。

　観衆から改めて万ばん雷らいの拍手が送られた。泣いてる姿は見せたくない。極力下を向いてゴードンの元へ戻もどった。

「いいスピーチだったよ……オータムさん、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　優しいゴードンさんの声が更さらに涙るい腺せんを緩ゆるませたが何とか堪たえた。

「……ふぅー、じゃあこれで私失礼しますね。早く戻ってジーク先生を助けなきゃ。私は医い療りよう魔ま術じゆつ師しジーク＝フリードの助手なんだから」

　深々とお辞儀をして走る。

　一刻も早く戻りたくなった。

「あっ、オータムさん、この後に一いつ緒しよに食事にでも──」

「行きませーん！　さよならー」

　もう走る。嬉しくて走る。




　　　　・・・




　三日後、診しん療りよう所じよに帰ってきた。

　ボロボロの絨じゆう毯たん、壁かべに描えがかれている子どもの落書き、まるで廃はい墟きよのような佇たたずまい。

　そう、ここが私の居場所なんだ。

　息を切らしながら走ってジーク先生のいる診療室へ駆かけ込こんだ。

「おかえり、随ずい分ぶん早かったな。で、公国クッキーは──っておいどうした！」

　帰って来るや否やジーク先生に抱だきついてやった。

「えっ……どうしたお前バカこんなところで──何かあったか」

　サリーもアリエもその光景に開いた口が塞ふさがらないみたいだ。

　──でも関係ない。

「ありがとうございます。あんな風に思ってくれているなんて……嬉しかった」




　少し経たって、サリーとアリエに手紙を見せた。するとすぐさま二人ともジーク先生に抱きついた。私もその後ろから抱きつく。

「いや、おいお前らまで……患者さんたち見てるし！　ってか危き篤とく状態の人もいるし……こんなバカお前ら」

　ジーク先生顔が真っ赤だ。

　でも、関係ない──だって抱きしめたいんだもん。

「あの……い、息がっ！」

　患者さん苦しんでる。

　でも、関係ない──いや、それは関係あるか。

「だ、大丈夫ですか！　ジーク先生、治療再開治療再開」

　また私の戦いが始まった。




　　　　・・・




　後で、ジーク先生がしきりに授じゆ与よ式のことを聞いてきた。

「いや、どうだったあの手紙？　助手想おもいの先生ーって感じ出てただろ？　どうやったらかっこよくなるか必死で文章考えたんだから。みんなどんな感じで聞いてた？　うっとりしてた？　尊敬のまなざしが俺に──」

　その後、ジーク先生をボコボコにしたのは言うまでもない。




　　　　＊




　雪がさめざめと降って来た夕方、いつものように忙いそがしさに心を奪うばわれながら働いていた。

　そんな時にふと、この診療所に唯ゆい一いつ掛かかっている肖しよう像ぞう画がが目に入り、今日が大切な日だったことを思い出した。彼女の……シノ＝サクマのはじける笑顔が描かれている肖像画を眺ながめながら、思わずため息が漏もれる。
















　──ごめんね、駄だ目めだね私は。

　私はあなたみたくなんでもできる子じゃないから……そんなことを言うと、今も苦笑いして彼女が私の頭を撫なでてくれるような気がする。

　──オーちゃんの悪い癖くせ。すぐに自分を責めようとする。

　彼女ならそんなことを言っただろうか、そんな都合のいいことを思い浮うかべながら思わず顔がほころぶ。




　もう、兵士は助けない。

　そうジーク先生が宣言したのは、大戦乱『ケシャ・マグル』が始まってから一年後だった。

　小さい頃ころからの親友であり、共に働いていたシノがバカラ帝てい国こく兵に殺された日だ。私がわんわん泣いていた時、ジーク先生がそう言って頭を撫でて抱きしめてくれたのを覚えている。

　その時のジーク先生の表情は今でも忘れられない。

　突とつ如じよとして、ジーク先生は親友であり伝説の戦士でもあるグリスさんと共に、二人でバカラ帝国とバーネストロ共和国に乗り込んだ。

　ゴブリン族最強の戦士であるグリスさん。教科書にも載のっている『オデッサの戦い』は史上最強のゴブリンと謳われたガーファーが単たん騎きで幾いく万の人間を殺さつ戮りくしたことで有名だが、その孫に当たる彼はその強きよう[image: 靭]じんな肉体を濃こく受け継ついでいる。

　私もその現場を見たわけではないが、グリスさんの異常な強さにジーク先生の天才的な治ち癒ゆ呪じゆ文もんを加えるのだから、立ち向かった者はさぞや戦せん慄りつしたであろう。実際に、衛兵を悉ことごとく蹴け散ちらして両国王に刃やいばを立てたと言うのだから非常におっかない話だ。

　バカラ帝国兵もバーネストロ共和国兵も平等に助けない。ジーク先生は両国首脳にそれを認めさせた。『この条約を吞んだ方につく』そうジーク先生が言ったら、二つ返事で了りよう承しようした。まざまざとグリスさんの異常な強さ、ジーク先生の医療魔術を見せつけ、どちらかについたら即そく戦せん況きようが傾かたむくことも両国は理解していた。

　しかし、戦っている者たちは違う。命の危機に瀕ひんした時、救える者がいたら事情など関係なく必ず助けを求める。

　今の私を見たら、シノはどんな風に感じるだろうか。




　そんな風に思いながら彼女の肖像画を眺めていると、ものものしい音と共にバカラ帝国兵が数名入室してきた。

　はぁ……またか。

「おい！　こいつらを早く治してやってくれ！」

　兵士長らしき人が重傷の部下を二人連れてきた。

　そして、見た瞬しゆん間かんわかった。すぐに処置をしなければ、間ま違ちがいなく死ぬ。

「ウチは『兵士お断り』なんです。やめてから来てくださいね！」

　さて、治療再開。

「なんだと！　いいから早く治せ！」

　兵士長は声を荒あららげて言った。

　まあ、こうなることは知ってたけど。

「ジーク先生！　兵士がここに来てます。治療を希望してますけど──」

「帰ってもらえっていつも言ってるだろ！」

「今のやり取り聞いてたでしょ！　帰らないから言ってるんでしょうが！」

　ジーク先生はすぐやってきて言った。

「今、手が離はなせないからお前に頼たのんでるんじゃないか！」

「思いっきり離してるでしょうが！　ついでに説得してくださいよ」

　そんなに簡単に帰ってくれないことなんて一番よく知ってるはずでしょ。

「ああもう！　わかったよ。お前らが治ると仕事減らないんだよ。ここにいるみんな困ってるし。だから治さない。以上。帰れ」

「な、何だとこの野や郎ろう！　お前……それでも医療魔術師か？」

「患者さえいなくなればすぐにでもやめてやるわ。というか、やめさせてくれるんだったら瞬間やめたるわっ！」

　さすがに二日寝ねてないと発言も殺気立ってる。

「つべこべ言わずに治せ！　さもないと痛い目にあうぞ！」

　兵士長は呪文を唱え始めた。ジーク先生はため息をつき、指を動かした。すると、兵士長の腕うでがポロッと落ちた。血は出ていない。

　──うわぁ、おっそろしい呪文。

「うおぉぉ！　な、なんだ！　何をした」

「俺は『奇き跡せきの医療魔術師』と呼ばれている。医療魔術は攻こう撃げき用のそれより高度なんだからな。お前ごときに倒たおされる俺じゃあないわ！　わははは軍隊連れてこいや」

　だいぶストレスがたまって、この人たちに憂うさ晴ばらしをしてるな。

　強力な魔術師ならいざ知らず、兵卒程度だったら戦いの苦手なジーク先生でも楽勝だろう。

　すぐさま治ち療りように戻ろうとするジーク先生に兵士長は土下座して言った。

「頼む！　俺はいい……負傷しているあいつらだけでも治療してやってくれ。頼む！　あいつらには帰りを待っている家族がいるんだ！」

　それを聞いた途と端たん、ジーク先生の顔色が変わった。

「……お前らが傷つけたものに家族はいなかったというのか？　戦争に巻き込んだものに大切な人はいなかったと？　お前らのくだらない戦争のせいで……お前らは……」

　ジーク先生がそう呟つぶやきながらシノの肖像画の方を向いた。




　一三歳のシノが降り頻しきる雪の中で絶命していた光景は今でも忘れられない。妹がバーネストロ兵に襲おそわれたという報を聞き、なりふり構わず飛び出したことに私たちが気付いた頃、すでに彼女は殺されていた。

　二時間後に発見された彼女にジーク先生は何度も治癒呪文を掛かけ続けた。

「大だい丈じよう夫ぶだ……俺は奇跡の医療魔術師だ……なあ、シノ。俺が今まで大丈夫と言って助けられなかった患かん者じやがいるかよ。だから、頑がん張ばれ。お前みたいないい子は世界で一番幸せにならなきゃ駄目なんだ……大丈夫……大丈夫だ。なあ、俺に任せておけよ。大丈夫……大丈夫だから……」

　そう話しかけながらも絶命していった彼女に何度も何度も……

　既すでに冷たくなっている身体からだを見て、グリスさんが無理やり止めた時にしていた彼の表情を私は忘れることができない。

「ねえ、あなたは奇跡の医い療りよう魔ま術じゆつ師しなんでしょ？　なら、私の娘むすめを救ってよ。ねえ！」

　そうシノのお母さんにすがりつかれたジーク先生の表情を私は忘れられない。




「頼む！　この通りだ」

　何度も何度も土下座する兵士長。

　この人たちにも家族がいて、彼らが死んだ時その家族は同じように悲しむのだろう。

　──でも、だからって。心の中で別の私も呟く。

　ジーク先生はシノの肖像画を見ながら呟く。

「……世界一幸せになっていい子だった。彼女は貴様らのようなどうしようもない命を……そんなどうしようもない命でも尊べるような子だった。貴様らの命が一億個あっても釣つり合わないような子だ。そんな貴様らの命を優先し、彼女を殺したのは……俺だ。死ね！　お前らみたいなやつらはみんな死ね！」

「あんた人の命を差別するのか？」

「する！　ここでは、俺がルールだ。治すか治さないかも俺が決める！」

　かつて、理想に燃え『救える命は全部救う』と高らかに叫さけびながら必死に治療をしていた彼はもういない。

　しかし頃ころ合あいか。その数名の兵士も限界が近くなってきた。

「兵士をやめなさい。金輪際武器を取らないと誓ちかうなら、治してもいいですよ」

「……兵士をやめるなんて言ったら、国に反逆者扱あつかいで家族もろとも死し刑けいになる……それはできない」

「選びなさい。家族とともに国を捨て、北へ逃にげるか……それとも今ここで死ぬか！」

　毎回こんなやり取りをする。

　──簡単には治さない。簡単には治せないよ。

「……わかった。あいつらにも事情を説明して説得する」

「約束ですよ！　ジーク先生。治してやってください」

　ここまで来たらジーク先生も折れてくれる。

「……しょうがねえな！　面めん倒どうくさいなあ！」

　大たい抵てい、こんなやり取りで兵士を治すのが日課だった。




　　　　・・・




　数ヵ月後、先日、ジーク先生が治療した兵士たちが、『戦わない』と私たちに誓った兵士たちが診しん療りよう所じよに来た。今度は逆に兵士長を連れて。

「……頼む！　約束を破って今いま更さらこんなところに来れた義理じゃないのはわかっている。だが……だが、このままじゃ……このままじゃ兵士長が死んじまう！」

　ジーク先生がそう言った兵士の胸ぐらを摑つかんで叫んだ。

「今度は何人殺したんだ？　帰れ！」

「誓う！　今度こそ国から逃げるって誓う！　国を出て追われるのが怖こわかったんだ！　頼む！　今度こそ約束を守るから！」

「お前たちの約束に何の意味がある！　この世には救えないバカどももいる。お前たちみたいなのだよ！」

「う、うわあああああああ！」

　兵士は泣き叫び、ジーク先生に襲いかかってきた。ジーク先生は呪文で、兵士を吹ふき飛ばし気絶させた。

「なんで……こいつらは」

　ジーク先生が壁かべに拳こぶしを大きくぶつけた。

「……さあ、治療しましょうか。この兵士長はあと、数分で命が危ない」

　そしてまたここに戻もどってくる。そして、また治療して。

　永遠に抜ぬけ出せない負の連れん鎖さ。

　命が差し迫せまった時、人はどれだけでも自分勝手になれる。

　救ったさ。救ったろう？

　心身ともに疲つかれ果て眠ねむっているジーク先生はよくそう悪夢に魘うなされている。命を救えなかった家族にすがりつかれる夢でも見ているのだろうか。

　他の誰だれよりも命を救っているはずのジーク先生が、他の誰よりも人の命を救えず、やり場のない家族の哀かなしみを浴びているという事実。

　起きている時には決して吐はかないそんな言葉（愚ぐ痴ちや悪態は死ぬほど吐くが）は、恐おそらくジーク先生の本音なんだと思う。




　シノ……あなたの大好きだったジーク先生をどうか守ってやって欲しい。

　ごめんね、死んでまであなたに頼たよる駄だ目めな私だけど。

　いつまでもあなたを救えなかったことを悔くやみ続けるこの人を。

　それでも、どんな助けを求める手でも最後には握にぎってしまうお人ひと好よしなこの人を。

　あなたの為ためにここで今なおこの地で頑張っているこの人を。もう少し傍そばで守ってやって欲しい。




「オータム……こいつらはまた戦場に出て……いつかまたお前の大切な人まで殺すかもしれないんだぞ？　俺はそんな奴やつらを、見捨てきれないんだ……」

　──でも……それでも私はそんな先生の非情になりきれないところ……私、好きです。そんなジーク先生を、私、尊敬してるんです。

　その後、ジーク先生は黙だまってその兵士たちの治療を行い、彼らは今度こそはと約束を交わし、外へ出て行った。




　診療後、ジークがシノの肖しよう像ぞう画がの前にいた。

「なあ、シノ。ごめんな、俺お前に中々会いに行けなくって。駄目だな、俺は。お前には死んでも無理させちゃうけど……あいつを守ってくれな」

　そんな風に呟くジーク先生の眼は温かかった。








第二章　弟よ……もう、離さない






【オータム＝アーセルダム】




　目が回るほど忙いそがしいという表現が四八時間前だったとすれば、一五六時間後の今は死ぬほど忙しい。

　ジーク先生の体力も正直限界に近い。セザール地方で三○○○人の患者がこの診療所に向かっていると聞いた時、ジーク先生はその場に倒れ込んだが、私も片かた膝ひざくらいはついた。

　いつも平然としているサリーも引きつっていた。一〇〇〇人ぐらい治療した頃ころ、アリエの体調が悪くなり離り脱だつ。一五○○人ぐらい治した頃、サリーがぶっ倒れて離脱。点てん滴てきを打ちながらアリエが復活。一八〇〇人に到とう達たつした時、私がジーク先生に隠かくれて一時間休きゆう憩けい。サリーがこっそり復活。やっと二三○○人まで来た。

　恐ろしいのはジーク先生の体力。何だかんだ言ってこの人は治療をやめない。手を動かすことをやめない。うざいほどごねるがやめない。やっぱり凄すごいなこの先生は。

「おお！　孫のひどい火傷やけどが跡あと形かたもなく……先生なんとお礼を言っていいやら」

　孫を治療された老人が深々とお辞じ儀ぎをした。

「さっさと帰れ！　亡命して二度と戻ってくんな、次！」

　──前言撤てつ回かい。見直して損した。

「先生！　いくらなんでもひどすぎませんか？　せっかくお礼を言ってくれているのに」

　そう言うと、尋じん常じようじゃなく乾かわいた目つきで睨にらまれた。

　──な、何よなんか文句あるわけ。

「その理由を教えてやろうか？　それは、俺が二〇〇時間不ふ眠みん不ふ休きゆうだからだよ！　三○○○人は無理だって！　三○○○人は無理だって！　三○○○人は無理だって！　このままじゃ本当にどうにかなっちまうよ！　次の患者連れてこいよ！」

　それについてはいささか悪いとは思っています。でも、受入要よう請せいを拒きよ否ひするなんてことできないし……しかし、いくらジーク先生といえど、三○○○人は一人でこなせるような数ではない。そんなことは十分わかってた。助手は三人でローテーションしているが、すでに二人ともほぼグロッキー状態だ。ジーク先生の顔も殴なぐりまくってもはや原型をとどめていない。

「次って言ってんだろうが！　患者連れてこいよ！」

　──なんだその口のきき方は！　とは言えなくなってきたなぁ。さすがに今それを言うと殴られても文句は言えない。




　その時、サリーが息をきらして入ってきた。彼女は大たい抵てい嫌いやなニュースしか運んでこない。というか、まだこれ以上嫌なニュースがあるのか。

「帰れ！　もう聞きたくない。俺はもう受けんぞ。これ以上の患かん者じやは受けん」

　耳を塞ふさいで背を向け始めた。

「あの、ロ──「わああああああああああ！」

　ジーク先生が大声を出しながら、目を瞑つぶって耳を塞いで更さらに大声をあげた。

　──ああ、もう駄目かもわからんね。

「違ちがうんです。この人が助けに来てくれたんです」

　そうサリーが笑顔を向けた先に一人の男が立っていた。

　聖都パレスの医い療りよう法衣を来た長身の男。

「えっと……失礼ですが医療魔術師のか……」

　そう言いかけた瞬しゆん間かん、驚おどろき過ぎて言葉が止まった。

　入ってきたのは……ロス＝フリードだった。身長も大きくなり虫眼鏡のようなメガネもなくかなりの変へん貌ぼうを遂とげていたが、そのグレーに輝かがやく瞳ひとみと青色の整った髪かみはかつての面おも影かげを色いろ濃こく残していた。

　な、なんであんたがここに。

「兄さん、あとは僕がやるから。安心して休んでくれていいよ」

　そう言いながら、ジーク先生の肩かたを叩たたくロス。

　しかし、大声をあげながら耳を塞いで目を瞑っているので気付かない。

　──ふぅ、仕方ない。

「こういう時はこ・う・す・る・の・よ！」

　そう言いながらみぞおちを本気で蹴けりあげた。

「ぐっぐぐぐぐぐ……蹴ったなぁ！　二三○○人治療したこの俺を」

「聞きなさいって。ロスがいるんだから」

　みぞおちを押さえながらジーク先生がロスを確認した。

「ロッロロロロス!?　お前なのか？　本当にお前なんだな！」

「ただいま。今まで一人にさせて本当にごめんよ」

　これ以上ないくらい熱い抱ほう擁ようをジーク先生がロスに繰くり出した。そして、即そく座ざにそのまま倒たおれこみ、爆ばく睡すいした。

　とりあえず、ジーク先生は放置。

「ロス……」

　この診療所を出て行ったのは五年前。ちょうど争乱が激化する一ヵ月前だった。

　それまで、戻ってこれなかったとは言わせない。普ふ通つうの人だって一年に二回は里帰りをするものだ。でも、ロスは一度たりとも帰ってこなかった。

「オータム……ただいま」

　そう笑顔で吐くロスに思わず怒いかりが込み上げてきた。

　大戦乱『ケシャ・マグル』が激化し、この地の医療魔ま術じゆつ師しはどんどん逃にげて行った。

　溢あふれる患者に追われるジーク先生がどんどん疲ひ弊へいしていく状じよう況きようは、正直見ていられなかった。

　何回も手紙を書こうとした。『帰ってきて』って手紙を。でも、ジーク先生が絶対に呼よび戻すなって言ってたから……勉強の邪じや魔ましちゃいけないって。だから、ずっと待ってた。ひたすら。でも、帰ってこなかった。五年も。

「『今更どの面下げて帰ってきた！』って言いたいとこだけど……今の状況じゃ受けいれざるをえないわね」

　今の状況では私の感情など二の次だ。ジーク先生に匹ひつ敵てきする実力を持つロスの戦力を考えれば、そう言うしかない。助手のサリーもロスの帰き還かんを素直に喜んだ。
















　それからの治療は圧巻だった。ジーク先生と変わらぬスピードで治療していく。まったく変わらない手際で、魔法力で治療するロス。間ま違ちがいなく同レベルの魔力、医療技術を持っている。




　やがてジーク先生が起きてきた。長年の酷こく使しで、長時間眠れない体になっているらしい。

「まだまだ寝ねてていいのに。しばらくは僕に任せて自由にするといいよ！」

　いや、できれば手伝っていただけると私たちも早く終われるんですけど。

「ロスぅ！　お前はなんていい弟なんだ」

　ジーク先生はロスに猛もう烈れつなハグをして、外へ出ていった。

「兄さんはどこへ行ったんだろ？　てっきり寝ると思ったんだけど」

「多分、恋こい人びとのところにでも行ってるんでしょ」

　いや、絶対ラーマさんのところだな。一回食事に行ったっきりだったからなぁ。もう愛想つかされていてもおかしくはないが。

「恋人？　今、兄さんには恋人がいるの？」

「だから、そう言ってるでしょ！」

「じゃあ、オータムは？」

「……仕事しろよ！　バカロス」

「ふーん！　そっか……」

　サリー、アリエがカーテン越ごしで聞き耳をたてていた。

　──気配でわかるんだよ君たちは。

「えぇっ！　何、この三角関係！」

　アリエが興奮気味に呟つぶやく。彼女は助手の中では一番後こう輩はいに当たる。

「まあ、オータムさんにも色々あるからねぇ」

　サリーがしみじみと答えた。

「あのぅ……」

　患者さんがほそーい声で言う。

「ちょっと待っててくださいね今、いいところだから……でロスさんはオータムさんのことを？　あっ！　もしかしてロスさんが突とつ然ぜん出ていったのってそれが原因じゃ」

　二人して話に夢中になっていると、「た、たふけへぇー」とベッドの患者が死にそうな声で彼女たちに声を掛かけていた。

　見かねて、カーテンを開けて二人の頭をコツンと叩く。

「い・い・か・げ・ん・に・し・な・さ・い。早く連れていかないとこの患者さんの呼吸が止まるでしょ」

　──はぁ、助かったけど憂ゆう鬱うつが一つ増えたなぁ。




　　　　＊




　ロスが診しん療りよう所じよに帰ってきて一週間が経たった。緊きん急きゆう時以外はロスとジーク先生が一二時間ずつ交代勤務で当たることにした。ジーク先生はこの破格の待たい遇ぐうに涙なみだがでるほど感動していた。むしろ逆に効率が上がったことで助手の私たちがついて行けなくなってきた。

　くっそぉ。悔くやしいけど見事だ。

　──げっ、助手のアリエの目がすでにハート。

「さすがロス先生ですね。ジーク先生と仕事を半分に分けられる人なんて本当に信じられないです」

　ちょっと、私と話す時より声高くない？

「いや、僕ぐらいの医療魔術師は世界中にはごろごろいるよ」

　こいつ……ムカつく。

「意味のわかんない謙けん遜そんしないで。あなたほどの医師がごろごろいたら世界中に死者は一人もいないわよ」

　嫌いや味みを言ったつもりだがロスはケロッとしてる。

　そういえば、こういう皮肉が通じない奴やつなのよねー。

「ありがとう、オータム……でも、今なら僕と兄さんなら、どっちが医療魔術師として上なんだろうね？」

「……どっちが上なら満足なのよ？」

　駄だ目めだ。どうしても棘とげのある言葉を吐はいてしまうのは、まだ許していないのだろうか。会話すればするほど険悪になってしまう。その雰ふん囲い気きを察したのか、再びアリエが会話に割って入ってきた。

「ロス先生はこの診療所を出て何をしていたんですか？」

「ああ、一二歳の時にここを出て、聖都パレスの医療魔術研究所で働いてたんだよ」

「えっ！　医療魔術の最高施し設せつじゃないですか！　凄い凄い！　オータムさんはこのこと知ってたんですか？」

　仕方なく頷うなずいた。しょうがないでしょ。嫌でも目に入って来るのよ。どこの医療魔術の雑誌にも載のってるから。

「なんで教えてくれなかったんですか？」

　色々あるのよ。色々と。

「まあまあ……いいじゃない」

　おっ、ナイスだサリー。この件に関してはこれ以上突つっ込こまれたくない。




　やがて、ジーク先生の体力が回復し診療室に入ってきた。長らく睡すい眠みんを必要以上取ったことがないため、どんなに疲つかれていても三時間後には目覚めてしまうらしい。大たい抵ていは二度寝してるが、今日は珍めずらしく起きてきた。ジーク先生はまっすぐにロスの元へ直行して熱い抱擁をする。

「兄さんもう一週間ハグされっぱなしだよ！　もういいよ！」

　しかし、ジーク先生は離はなさない。金輪際逃がさないと言わんばかりに。いい加減離せとロスは手をほどこうとするが一向に離さない。

　あんたら、妙みような噂うわさ流れてますからね。

「……僕と兄さんの技術はどっちが上かな？」

　とうとうロスがその質問をジーク先生にぶつけた。正直、いつ言うのだろうかと思っていた。要するにロスは自分の力が兄を超こえたかを確認するために帰って来たのだ。

　ジーク先生とロス。同等の才を持つ者の優ゆう劣れつがはっきり分かれるのは経験だった。ロスの腕うでが上達すればその分ジーク先生の腕も上達する。決して埋うまらない壁かべがそこにはあった。昔、ロスが呟いたことがあった。『いつまで兄さんの背中を見ていればいいのだろう』って。

　さて、ジーク先生はどんな反応を──

「そんなのお前に決まってるじゃないか」

　手放しで褒ほめ称たたえるジーク先生。

　──ほんとーに何も考えてないんですねあなたは。

「兄さん、僕は本気で聞いてるんだよ？」

　怒おこってる。きっとロスはひたすらジーク先生を追い抜ぬくために努力してきたんだろう。そして、やっと先生を超えたという自信を胸に帰ってきたんだろう。

「お前だよお前！　言うことなし。本当にお前。さすがは俺の弟だ。自じ慢まんだよ自慢。俺は今お前を担ぎ上げて全力で走りたいよ。これが俺の弟だってな！」

　聞いていた全員にとめどない悪寒が走った。冗じよう談だんじゃないとロスに急いで振ふり払はらわれ事なきを得たが。

　ジーク先生が無む邪じや気きにロスを歯し牙がにもかけないという残ざん酷こくな事実に思わず頭を抱かかえるロス。

「そんなことよりお前に見せたいものがあるんだ！」

「そ、そんなことって……兄さん！」

　必死に話を戻もどそうとするロスを無視して、ジーク先生は何やら落書きを見せて来た。時間があったのでみんなで見てみたが──うーん……下手過ぎて何なのかまったくわからん。

「これ……何かわかる？」

　アリエに聞いたが、しばらく考えた末に何かを閃ひらめいた。

「蟻ありの巣じゃないですか？　ほらっ、これが蟻」

　これ……蟻？　うーん、ただの棒にしか見えないが。

　その時、ロスが小憎にくらしい顔でジーク先生を睨にらんだ。

「違ちがう……さすがは兄さん、これはロールシャッハテスト。性格によって絵の見え方が違う。まさか、おとといバーネストロで発表された内容で僕を試すとは……」

　──噓うそぉ！　ジーク先生がそんなに勉強熱心なはずはないんだけどなぁ。そう思いながら、ジーク先生の方を見た。

　めちゃくちゃ汗あせかいてる！　絶対に違う。違うよロス。

「ま、まあそうなんだけど……ほらっ、病院にも見えるだろこの建物。俺たちの病院を設立しないか？」

　病院……この絵って病院だったのか。絵心ないにも程があるだろ。

「……病院」

　ロスが思し慮りよ深そうに呟いた。

「ずっと考えてたんだ。弟子を大勢採用して、ベッド、薬、設備を完備させて」

　そう言いながら、ジーク先生は絵を指さす。

　──ええっと……どれがどれなんだい？

「お金はどうするのさ」

　ロスが当然な意見を言った。

「ふふふ……ロス＝フリード君。ちょっと来てくれるかな？」

　そう言ってジーク先生はロスの前を先導して歩き出す。

「なんだろう？」

　そう私に問いかけるロスに思わず大きなため息が漏もれる。

「……見ればわかるわ」

　間違いなくアレを見せる気だ。




　到とう着ちやくしたのは城の地下室だった。ジーク先生がその扉とびらを誇ほこらしげに開けると、飛び込んできたのは莫ばく大だいな金きん塊かいだった。

「金は死ぬほどある！　何年間も使う暇ひまさえなくって気が付いたらこんなに貯たまっていたよ！　わははは！」

　そう言いながらジーク先生は自慢げに金塊に頰ほおずりする。金持ちからはガンガン金をぶんどって、貧びん乏ぼう人からも可能な限り徴ちよう収しゆうしてたので今では使い切れないほど、腐くさるほど金がある。

「こんなに……」

　ロスは目が出そうなほど驚おどろいていた。

　当然だ。安い城ならば軽く買えてしまうほどの額だ。私はもっと安い治ち療りよう費でいいんじゃないかと提案したことがあったが、『命の値段がそんな安いもんじゃいけない』そう言ってジーク先生は頑がんとして値段を下げなかった。

　元々、ジーク先生に物ぶつ欲よくは少ない。だが、ジーク先生はそれに関しては一いつ貫かんしてこだわっていた。

　簡単に治せてしまうと、人は簡単に他人を傷つける。そして、その行こう為いによって結果的に命を落とす者が増えてしまう。それだけは断じて許せないと先生はかつて言っていた。

「お金はあっても、医療魔ま術じゆつ師しはどうするんだ？」

　ロスはいちいちもっともなことを言う。

　いくら金があったところで、腕のいい医療魔術師は中々いない。要するに需じゆ要ようと供給が成り立ってないのだ。元々、医療魔術は習得が困難とされている。攻こう撃げき魔法とは違い、医療用の魔法は一○倍の魔力を消費するからだ。人を一人治すには一○人の魔術師と戦えるだけの魔力を持っていなければいけないので割に合わない。加えて、特とく殊しゆな術式を使用するのでなりたい者はいてもなれる者は少ない。

　更さらに大戦で難民が続出し、両軍とも腕のいい医療魔術師を半強制的に働かせているらしい。

「かき集められるだけかき集める。それでも駄目だったらゼロから育てるしかないだろうな」

　ジーク先生がまっすぐロスを見た。

「ゼロからって……そんな時間どこにあるんだよ？」

「時間ならあるよ……俺とお前で一人一八時間ずつ働けばいいだろ？　そうすれば、一日六時間は育成に費やせる」

「……なんでまたこんな計画を？」

「俺たちがいなくなった時、誰だれが患かん者じやを助けられるんだ？　最初は辛つらいかもしれないけど、この計画が成功したらもっと多くの患者が助けられるんだ！」

「兄さん……」

　ロスは何かを言い掛かけたがそのまま沈ちん黙もくした。

「考えておいてくれ。じゃあ」

　そう言い残してジーク先生はそのまま外へ出ていった。

　──なんて立派な振る舞まい。らしくない！




　　　　・・・




　後日、ジーク先生に聞いてみた。

「あの……前のロスとの偉えらそうな話……噓ですよね？」

「えっ！　いや、噓なもんかい。そういう気持ちも、もちろんあるよ」

「他にどんな気持ちがあるんですか？」

「いや、やっぱり一〇年後、二〇年後考えたらね！　休み欲しいし……もし結けつ婚こんでもしようものなら新婚旅行だって行きたいし、子作りだって……ねぇ！　目指せ完全週休二日制」

「はぁ……」

　ため息しかでなかった。




　そんな中、ジーク先生がシノの肖しよう像ぞう画がに触ふれ少し顔を歪ゆがませた。

「それに……もう誰も死なせたくないって気持ちも……少しだけある」

　そう寂さみしげに笑った。

　──誰も死なせたくない。

　それはかつてのシノの口くち癖ぐせだった。

「……先生、大陸一の病院建てましょう！　こーんなでっかい奴やつ」

　そう言って私は腕を目いっぱい拡ひろげた。

　誰もが大陸一だと認めるような病院を。どれだけ多くの患者が来ようとも、どんな難病の患者が来ようとも、絶対に治してやれる病院を。

　シノに哀かなしい墓標は似合わない。

　彼女に似合うのは、ただ一つ。自分が働いていたのはこんな素晴らしい場所だったのだと誇れるような病院だ。

「……そうだな、どーんと建てちまうか。景気よくどーんと。滅め茶ちや苦く茶ちや大きいやつ」

　やっとジーク先生も笑顔になった。

「そうですよ。こんな時にケチってもしょうがないし。どーんといきましょう。どーんと」

　そう笑うと、ジーク先生もまた嬉うれしそうに笑った。

「だな！　でな、一応見取り図も考えてあってな。ええっと……俺とラーマさんの部屋はねぇ」

　そう言って何やら机に置いてある書類をまさぐり始めた。

　ドッカーン！　ガラガラガラドーン！




「な、何すんだ─。いきなり予告もなく後ろから蹴けっ飛とばすとは何事だ─」

「あらー、ごめんなさーい。急に背中がムカついたもんですから」

「な、な、な……」




　とにかく、私たちの目標は大陸一の病院を作ることに決まった。




　　　　＊




　一ヵ月後、優ゆう秀しゆうな医療魔術師を採用すべく、面接を行うことになった。

　面接官は私とジーク先生。ロスとアリエ、サリーは治療に当たって貰もらった。

　一人目の面接者。チャ＝ハマラーン、二○歳。医療魔術師の家系では有名なデスラーン家の血筋を継ついでいるらしい。魔力の強い者のほとんどは元を辿たどれば強力な魔術師の家系なので、密ひそかに期待していた。

「チャ＝ハマラーンさん！　入って来てください！」

　入ってきたのは四○代ぐらいの女性。

　アレ、確か若い男だったはずじゃ……と思ったら、女性の後ろに隠かくれながら若い男が入ってきた。

「いや一人だけなんですけど──」

「私は付つき添そいです。採用して頂きたいのはこの息子のチャなんです。この子はやればできる子なんです。ほら、チャちゃんからもご挨あい拶さつして！」

　母親に促うながされ、後ろの男がモジモジしながら一礼した。

　そうか外れであったか。そして、マザコンであったか。

「ジーク先生……親同どう伴はんはどうかと思いますよ。だってあの人もういい大人じゃないですか！」

　そうジーク先生に耳打ちしたが、なんか……キラキラした瞳ひとみでチャを見つめている。何やら嫌いやな予感。

「いや、やればできるっていうお母さんの言葉を……俺、信じようかと思うんだけど」

　何言ってんのージーク先生ー!?

「だから……た、ただのマザコンじゃないんですか？」

　必死に止めた。親同伴で面接に来るなんて医療魔術師と言うより社会人としてどうなのかと。いや、私自身親はいないからよくわからないんだけども。

「採用」

　ジーク先生は衝しよう撃げき的一言を添そえ書類に合格印を押した──いや、押しちゃった。

「ありがとうございます。ありがとうございます。この子はやればできる子なんです。ほらっ！　チャちゃんからもお礼言いなさい」

　チャの母親は涙なみだを流して何度も頭を下げた。

　当の本人はビクビクしながら母親の後ろに隠れている。絶対にこの子の採用は失敗な気がする。いや失敗だな。




　チャと彼の母親が去り、次の人を呼んだ。すると、負のオーラに満ちた少女が入ってきた。名前はサシャ＝コーラン。アナン公国有数の名門サウダズン学院卒か。まあ、少し覇は気きがないと言うか暗いと言うか……でも、とにかく親同伴じゃないだけいいか。

「初めまして……私、サーシャと申します」

　彼女は礼れい儀ぎ正ただしく挨拶をした。

　──うん、好印象。

「でも……名前ってサシャじゃなかった？　履り歴れき書にはそう書いて──」

「あっ、ごめんなさい。それ、秘密でした。ウフフ……」

　……何が？

「特技は？」

　ジーク先生が質問したら、サシャは唇くちびるを歪ませながら微笑ほほえんだ。

「黒くろ魔ま術じゆつです……特に呪まじないの呪じゆ文もんでは負けたことがありません……サーシャは……あっ、いけない、サシャは敵が多いんです。フフフフ」

　──うん、印象最悪。

「はは、ははは……」

　ジーク先生がひきつった笑顔で何とか取り繕つくろっていた。

「ジーク先生、ジャンルが違ちがいませんか？　黒魔術ってどっちかというと戦う方だと……いやその前にこの子危なくないですか──」

　そうジーク先生に耳打ちしたが、何やら悩なやんでいる。

　おい、悩む余地、ある？　間違いなく不合格でしょ。

「いや……こういうのが伸のびるんだよ！」

　ジーク先生……あなたどういう眼力してるんですか！

「いやいやいや……負のオーラに満ちてますし、その前にこの短い会話で危ない一面が垣かい間ま見えるなんてどうかと思いますけど！」

「採用！」

　ジーク先生はまたしても書類に合格印を押した。

　いや、あなたがいいならいいんですけどこの子、絶対に危ないですよ。

「ありがとうございます。あぁよかった……サーシャはあなたを呪のろわずにすみました……フフフフ」

　怖こわすぎる言葉を残し、少女は部屋を出た。

　まともな医い療りよう魔術師候補はもう世の中にはいないのだろうか。今のところ、外れしかいない。




　しかし私の不安に反して、次の人からはまともな医療魔術師候補で心の底からホッとした。

　うーん、しかしジーク先生は次から次へと合格を出していく。この人は不合格を出す気があるのだろうか……いや、最初の二人が合格だったのだから、その後の人はもちろん合格なんだけども。




　とうとう最後の面接者になった。ジャシャーン＝セルアル。

　うわっ、セルアル家。遠とお縁えんで最強魔術師の家系であるトワイライト家の血筋を継ぐ超ちよう名家だ。そして、あの史上最高の医療魔術師と謳うたわれたライダールが創設した超名門クリュウ学院を首席で卒業。その後、大陸の紛ふん争そう地域を国境を越こえて治療して回る『国境なき医療魔術師団』に四○年所属、母国のアナン公国に帰国した後は、転々と被ひ災さい地や紛争地を個人で回っていたそうだ。

　なんと言う素晴らしい経歴──そしてなんて噓うそくさい話。

　そして……いかにも魔法が使えなさそうな老人が入ってきた。

　──はい、噓。

「えっと……じゃあ自己紹しよう介かいからどうぞ！」

「……え？」

　耳に手を添えて聞き返すジャシャーン──って耳遠いんかい！

「自・己・紹・介！」

　言ってみろ。なんで経歴に大ウソを書いたのか説明してみろ。

「ジャ……ジャシャーンと申すものじゃ！　医療魔術師歴……いくつじゃったっけ？」

　物忘れ早すぎでしょ。もはやただのおじいちゃんじゃん！

「ジーク先生……この人不採用でしょ！　さすがにこの人は不採用ですよね？」

　もはや耳打ちする必要もない。だってあのおじいちゃん耳遠いんだもん。

「いや……この人には何かある」

　いったいこの人のどの場面のどこを見てそう思ったのか、ジーク先生、その理由を私に小一時間掛かけて説明してください。

「いやいやいや……この人には治療がいるくらいでしょ！」

「採用です！」

　ジーク先生が大声で叫さけんで書類に合格印を押した。

　もう、私、帰ろうかな。

「わしに全て任せときなさい……若いもんにはまだまだ負けんぞ！」

　ジャシャーンがヨボヨボ歩きで帰った後、速そつ攻こうでジーク先生を睨にらみつけた。

「ジーク先生……全員採用してどうするんですか！」

「だって誰だれが凄すごいかわかんないだろ！」

　平然と言ってのけるジーク先生。

　──だいたいわかるでしょ。どう見ても不適合な三人いたでしょ。

「多少は選びましょうよ！　じゃなきゃ最初から全員採用でよかったんじゃないですか？」

「採用面接……やってみたかったんだよね」

　ジーク先生がにこやかに答えた。

「……おまえいい加減にしろよこら」

　取りあえず全力でジーク先生を殴なぐった。




　　　　＊




　兎とにも角にもジーク先生が全員残らず採用してしまったので、急ピッチで診しん療りよう所じよの改築が進められた。

　労働力は患かん者じや。「働かなければ治さない」そう言うと全員快くボランティアを買って出てくれた。やはり、慈じ善ぜん行こう為いって素晴らしい。幸い金も唸うなるほどあったので、なんと三日掛からずに、医療魔術師候補生たちの研修室が完成した。

　研修室は旧ノアシュタイン城の庭園に位置する。もう景観も何もあったもんじゃないが、ここ以外は患者でごった返してるので仕方がない。

　香かおってくる新しい木材の匂におい。半ば強引に納品させた最新医療器具の数々。大陸中の珍めずらしい魔ま草そうに魔薬も取り揃そろえ、設備だけなら一流の医療魔術機関にもひけを取らないだろう。

　研修室に待ち構えているのは医療魔術師候補生三〇人。今日は最初の授業だ。

　ドアを開けると、医療魔術師候補生たちが一いつ斉せいにこちらの方を見てきた。ジーク先生はこの光景に感動しその目が潤うるんでいたが、なんとかこらえたようで教きよう壇だんに立つ。

「えっと……今日は切り傷を治す魔法をやります。できない人！」

　誰も手を挙げなかった。一応、最低限の治ち癒ゆ呪じゆ文もんは使えるのかとホッとした。

「じゃあ切り傷がある患者を連れてきて貰うから、治してください」

　治すのは軽傷患者五〇人。この程度の治癒呪文なら私や、サリー、アリエが治してしまうし、更さらに忙いそがしい時はぶっ飛ばして追い帰すのだが、敢あえて今回は残しておいた。

「じゃあ、一人目よろしく！」

　ジーク先生はそう言って最初の患者をマザコンのチャの前に立たせた。

「よ……よろしくお願いします」

　自信がなさそうにお辞じ儀ぎをしてチャは魔法を掛けた。すると、切り傷はみるみるうちに治っていった。

　なんだ、やればできるんじゃん。

「見直しましたよチャさん！　やればできるんですね！」

　しかし、なんだかジーク先生の様子がおかしい。

「オータム……違うんだ。これを言ってしまうとチャを採用した俺の責任にもなって怒おこられるかもしれない。このまま黙だまっていようか少し迷ったが、指導者としての倫りん理り観が少し勝り打ち明けることにした」

　……ご説明ありがとうございます。

「じゃあ、試しに言ってみてください」

　多分怒ると思うけど。

「お母さん……そこにいるのはわかってるんですよ！　代わりに呪文かけちゃ駄だ目めでしょ！」

　そう言ってジーク先生が誰もいない端はしに向かって叫ぶと、チャの母親が姿を現した。彼女は恥はずかしそうにお辞儀をした。

「申し訳ありません……ついついチャちゃんが心配で」

　チャが親おや離ばなれできていないと言うよりは、母親が異常なほどの過保護なようだ。と言うより姿を消す呪文はかなり高度な呪文だ。完全に母親の魔術師としての実力が凄すさまじい……この人、医療魔術師になってくんないかなと、少し思う。

　それからなぜかチャではなく、母親に説教する羽目になった。彼女は肩かたを落としながら教室を出て行った。

　次に、おじいちゃん魔術師のジャシャーンさんが治療を開始した……

「じゃあ、治療開始して」

「……ふぁ？」

「ち・りょ・う！　傷を・な・お・す！」

　最も早はや魔法云うん々ぬんじゃないでしょうこのおじいちゃんは。

「フム……じゃあ久方ぶりに治療するとするかの……ホーレ！」

　そう言ってジャシャーンさんが患者の傷口に手を添そえた。

　……ん？　何やってんの？

「あの……どうしたんですか？　早く魔法を──」

「……何じゃったっけ？」

　どうやら魔法を忘れたらしい。

　ジーク先生……後で私はあなたを殴ります。




　お次は黒魔術が得意なサシャが治療を開始した。毒も使い方によれば薬にもなると言うが、それは黒魔術と治癒呪文にも言える。一見相反するように思えるが実は感覚としてはかなり似ているものがある。実は少し期待しながらサシャの様子を見守っていた。患者に呪文を唱えるサシャ。

　……傷口広がっとる！

「な、なんで傷口を広げるのよ！」

　慌あわててサシャを止めて治癒呪文を掛けたが、彼女は邪じや悪あくなる笑みを向けてきた。

「この人可愛いから少し意地悪したくなっちゃいました……フフフフ」

　ただの性悪黒魔術師であったか。

「やっぱ……この三人は駄目かな？」

　思わずそう呟つぶやくジーク先生。

「だから言ったじゃないですか！　責任とって立派な医療魔術師に育ててくださいよ！」

「うーむ……無理かもしれないなこれは」

　と呟きやがったので、デコボコの刑けいに処した。

　その後、一部の例外（この三人）を除き、他の教え子たちは軽傷を治す呪文はクリアできたので、ホッと胸を撫なで下ろした。




　　　　＊




【サリー＝ミリアム】




「オータムさん、お休み」

「うん、お休みサリー」

　そう言いながらオータムさんが眠ねむそうに部屋に入って行った。私も自分の部屋に入って椅い子すに座った。お気に入りの万年筆を片手に、宝箱入れから日記帳を取り出す。

　──さぁて、日記書かなきゃ。

　この診療所に入ってからというもの激務で忙しい毎日。日記だけは書き続けて今日で五年だ。私の趣しゆ味みはジーク先生とオータムさんの行動を観察すること。二人は面白い。そして申し訳ないけど凄くおかしい。最近ではロス先生も入って来てのトライアングルフォーメーションも興味あるが、今はもっぱら医い療りよう魔術師候補生の観察をしている。




　　　　＊




　医療魔術師候補を採用して二ヵ月が経たった。候補者たちは、まだ一人もやめる人がいなかった。理由は給料が凄くいいこと、週休二日制（残業なし）、優ゆう秀しゆうな教師（ロス先生、ジーク先生）がいることだった。

　しかし、悩なやみの種はやはりあるようだ。それは、二ヵ月経ったにもかかわらず、期待していたほど医療魔術師候補は成長していないからだ（特にチャ、ジャシャーン、サシャ）。

　その日、ジーク先生と私で候補者たちの授業を行った。チャ、サシャ、ジャシャーンの三人には未いまだ軽傷患者の治療を続けさせていた。

「じゃあ、今日も君たち三人には軽傷患かん者じやを診みてもらいます」

　ジーク先生がそう言って三〇人ほどの患者を連れて来ると、チャの母親は当然のようにその場にいて、ジーク先生を睨みつけた。

「チャにはそろそろ重傷患者を任せてもいいと思います」

　大きく深くため息をつくジーク先生。

「……重傷患者を任せたらあなたが全部治してしまうじゃないですか」

　そんな言葉は全く無視し、チャの母親は滅め茶ちや苦く茶ちや激げき怒どしていた。

「他の子たちは重傷患者を任せられているのに……差別だわ！」

「差別……ですよね……やっぱり……」

　黒魔術師のサシャが便乗した。

「そうじゃ！　差別じゃ迫はく害がいじゃ……わしはまだまだ若いもんには負けんぞ！」

　ジャシャーンも便乗した。

　ふと隣となりのジーク先生を見ると震ふるえる左手を必死に抑おさえ込んでいた。

　どうやら殴り倒たおしたい衝しよう動どうを必死に抑えこんでいるらしい。

「チャのお母さん、いいかげんに帰りなさい！　息子のためになりません！　サシャ……可愛い患者を呪のろう癖くせをやめなさい！　重傷患者はそんなおふざけ一つで命取りになるぞ！　ジャシャーンは……魔法をまず学びなさい！」

　ジーク先生はそう叱しかったが、彼らはまだふてくされていた。チャの母親も結局帰らなかった。

「……そんなだからジーク先生人気ないのよ」




　突とつ然ぜん、サシャがボソッと呟いた。

　──それは、言っちゃ駄だ目めでしょ。

　ジーク先生もロス先生も同様に天才だが、明らかにタイプが違ちがう。ジーク先生は感覚派でロス先生は理論派だ。ひたすら実じつ践せんで技を磨みがいてきたジーク先生にとって教え子に教えるのは想像以上に難しいようだ。

　ジーク先生にとって患者を治す方法を教えることは、手足をどうやって動かすのかを教えるようなものだ。だから、教え子にどうやって治しているか尋たずねられても上手うまく言葉では伝えられず、ただ治療して見せるだけの場面も多かった。

　一方、ロス先生は聖都パレスの医療魔術研究所に所属していただけあって、医療魔術の解かい析せきを深く行っていた。だから理解も深く、所長もやっていただけあって教えるのが凄すごく上手だ。なので、どちらが教えるのが上手か比べれば明らかであり、人気があるのは誰だれがどう見てもロス先生の方だ。

　──ジーク先生に聞こえてませんように。

　そう願いながら恐おそる恐るジーク先生の方を見たが……ばっちり聞いていた。

「……とにかく三人とも治療を始めなさい。ちょっと俺は外に出てくるから」

　そう言い残し、ジーク先生は外へ出ていった。

　事件の匂においがした。何やら面白いことが起きそうな予感が。どこへ行くのだろうと思い、後をつけると、ジーク先生が外れの部屋に入っていった。

　恐る恐る部屋の壁かべに聞き耳をたてる。

「うぉぉ！　わぁぁぁ！　くっそぉ！　なんてむかつくやつなんだ！　殴なぐり倒したい殴り倒したい殴り倒したい！　実力もねぇくせに！　〇×▽●◎×……」

　ジーク先生から放たれる罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐。面白かったのでしばらく聞いていたがあまりの罵詈雑言だったので書くのは控ひかえる。

　三〇分後、ジーク先生は教室に戻もどってきたが、叫びすぎて声が少し枯かれていた。よく我が慢まんしていて面白いと思った。




　　　　＊




　──ふう、今日の日記終わり。








第三章　恋こいの病は治せない






【ジーク＝フリード】




　俺は今日という日を一生忘れないだろう。

　いつもの日常、そしていつも通り診しん療りように明け暮れている。でも……今日だけは違うんだ。

「ジーク先生、どうしたんですか？　なんかブツブツ呟いてますけど。と言うか目の前の患かん者じやに集中してくださいよ」

　オータムがいつも通り毒を吐はく。優しい時ってホントないなお前は。

「いや、声に出ちゃってたかー、実は今日の午後休きゆう暇かだろー？　デートなんだぁ。ふふ、うふふふふ」

　わかるかなー、この気持ちわかるかなー。

「……そんなことか、いいから仕事してくださいよ！　まだ午後までは時間があるんだから」

　心底不ふ機き嫌げんそうにカルテを書き殴るオータム。




　そんな時、ロスが診療室に入ってきた。

「兄さん、今日デートだよね？　ここは、もう俺やるから行ってきなよ」

　ロス……君は何ていい弟なんだ。

「駄目よロス。この人はあんまり甘やかすと仕事しないんだから」

　──オータム、テメエ！　どこに感情置いてきやがった。

「まあまあ。せっかくの休みなんだし。どんな人なの？　今度僕にも紹しよう介かいしてよ」

「そうだな、誰かさんと違って優しいな。いや、天使と言ってもいい。優しさは胸に比例するのかなー、はっはっはっ」




　……誰も笑ってなかった。

　ア、アレ。面白くなかったかな……伝わらなかったのか、ギャグが高度過ぎて。

「あれだぞ、この診療所の中で最も胸がないのは誰か？　オータムだろ。そう、胸がないからオータムは優しさがないのか。優しさがないから胸がないのか、学術的にはどちらが正しいかわからないが、とにかくかわいそうなぐらい、胸がない！　そんなオータムと優しさ溢あふれて胸も溢れてるラーマさんを対比させているという冗じよう談だんだぞ？」

　冗談を解さない人たちにわざわざ、解説を加えた。

「──ろすっ」

　オータムが声が聞こえぬほど小さな声量で呟つぶやく。

「んんっ？　なんて言ったんだ。笑いたかったら笑っても──」

「コロスコロスコロスコロスッ───！」

　ぐわああああああああ────！

「オータムさん！　落ち着いてください！」

　そう言って助手たちが必死に止めた時には、すでにボコボコにされていた。

「離はなしてー！　あんたたちなんかに……胸の大きなあんたたちなんかに私の苦しみはわからないのよー！　私はこいつを殺すー！　撲ぼく殺さつするのー！」

　はわわっ……どうやら逆げき鱗りんに触ふれてしまったらしい。

「うぐぐぐっ……わ、わかった！　ある、お前には胸がある。大きくてうらやましい。これでいいだろう？」

「──ろすっ」

　またしてもオータムが声が聞こえぬほど小さな声量で呟く。

「はぁ……はぁ……やっと落ち着いてくれたか。そう、単なる冗談で──」

「コロスコロスコロスコロスッ───！」

　ぐわああああああああ────以下省略の展開だったぁ！

「オ、オータム落ち着いて！　兄さん！　早く逃にげてー、殺されちゃうよ」

　ロスも加わりオータムを必死に止める。

「すまん、ロス。じゃあ、行ってくる！」

　逃げるようにここを立ち去る──と言うより逃げた。




　　　　・・・




　二時間後、ノーザルの都市ベネズエに出てきた。

『ノーザルを統べる国、この大陸を統べる』と謳うたわれるほど、この国は資源が豊かだ。海産物、黄金、魔ま鉱こう石せき、魔草、あらゆるものが揃そろっている。だからこそ、隣りん国ごくバカラ帝てい国こくとバーネストロ共和国の対立に晒さらされている現在でも中立国家としてなお健在で、各国から人々が集まってくる。上品とは決して言えないが、様々な人種が行き交い活気のある声が至る所で飛び交っている。

　特に煌きらびやかな街並みが一面に拡ひろがる首都べネズエは、大陸有数の発展を誇ほこっている。並ぶ建物の屋根は各々彩いろどり豊かで数々の珍ちん品ぴんが売っている出店が割かつ拠きよしている。

　要するにデートスポットとしては、ココは絶好の場所なのだ。

「はぁ……はぁ……ごめんなさい、待ちましたか？」

　ラーマさんが息をきらしながら走ってきた。

「全然待ってない、全然全然全然全然！」

　大きく大きく首を振ふった。

　触さわればサラサラとしていそうな長めの赤み掛がかった茶ちや髪ぱつのストレート、その清せい楚そな顔立ちは通行人が思わず振り返るほど初々しい可愛らしさを醸かもし出していた。

　加えて大きな緑の瞳ひとみが彼女の柔にゆう和わな表情を一層引き立たせている。

　また、白と水色を基調にした修道服が褐かつ色しよくの肌をしている彼女を優しく包み込んでいる。まさしく、彼女のためにその修道服があるかのように。

「よかったぁ、少し仕度に手間取っちゃって」

　そ、それは男がデートで言ってほしいナンバーワンのセリフじゃないか。

　この世に舞まい降おりた天使は……君だったんだね。

「じゃあ、行こうか。えっと今日はリアッセル大通りに行って超ちよう高級レストラン『チャリオット』に行って、夜はイルミネーションが有名な……」

「あの……ごめんなさい。私、行きたいところがあるんですけど」

　そう言われた途と端たん、足がガクガク震ふるえだした。

　よ、予定にない行動……怖こわい。

　全て前日にデートコースを調べ上げて、事前にこの道を予習していた。歩く距きよ離り、時間、全てを計算して計画を立てていた。なぜなら、首都べネズエに来るのなんて四年振ぶりなのだから。服だって、服屋の患者から持ってこさせて用意したものだし、そのほかの情報だって情報屋サリーから必死で集めたものだ。

　全ては、この日大人の振る舞いをするために……ぐぐっ……だが、ここでラーマさんの要望に応こたえずに俺の計画を推し進めるのは危険極まる。自己中心野や郎ろうと思われたら、もう終わりなのだから。

「え、ええっと。どこだい？」

　笑え、ジーク。なんでも受け入れるような余よ裕ゆうの笑顔を彼女に見せ、大人の俺を見せるんだ。笑え、ジーク。

「北部のレスリー孤こ児じ院いんです。ジッロッサ大通りを左に抜ぬけて、まっすぐ行ったところで、すぐに着きますよー。じゃあ、行きましょっか」

　そう言って、ラーマさんが笑いかけて歩き出す。

　慌あわてて一いつ緒しよに歩き出すが、すでに額には汗あせがびっしょり噴ふき出てきた。

　北部のレスリー孤児院……どこだぁ？　ジッロッサ大通り……どこだぁ？

　少し歩くと、最初の関門が。曲り道……どっちだ……どっちだ？

　こっちで！

「あの……ジーク先生、逆ですけど……」

「……なーんちゃって！」

　と言いながら速やかにターンを決めた。

「フフフ、相変わらず面白い人ですね」

　そう言いながら弾はじけるような笑顔を浮うかべるラーマさん。

　フーッ、危なかった。

　またしても歩いていると、もう一つ関門が。二分の一……二分の一だ……

　こっちで！

　と思ったらまたしても逆の方向にラーマさんが！

「なーんちゃ──」

「あっ、そうでしたそっちでした」

　ええええええええええっ！

「後ろ歩き！　後ろ歩きー！　あははははっ」

「フフフ、本当に面白い人ですね」

　ごまかしたー！　お茶目な性格でよかったぁー！




　レスリー孤児院に到とう着ちやくした。

　ボロボロの建物の中に子どもたちが密集していて、とてもではないがいい環かん境きようとは言えなかった。ブランコ、滑すべり台だいなどの遊具は、いつ壊こわれてもおかしくないほど使い古されていたが、子どもたちはそんなことは一向に気にせず遊んでいた。

　どうやら、ラーマさんはよく来ているようで、孤児院に入るや否や、すぐに子どもたちが来てもみくちゃにされていた。

「こらーっ、もう。いたずらっ子たちなんだから」

　そう言いながらも愛情たっぷりに子どもたちを可愛がるラーマさんに思わず見とれた。

　天使だ。まさしく、この大陸に舞い降りた地上の天使だ。

「ラーマお姉ちゃーん！」

　そう言って子どもの一人が彼女の豊満な胸に飛び込む。

「もう、カールは甘あまえん坊ぼうなんだから」

　笑顔でその子どもの頰ほおを撫なでながら答えるラーマさん。

　な、なんて羨うらやまし──いや微笑ほほえましい光景なんだろう。

「ラーマお姉ちゃんラーマお姉ちゃんラーマお姉ちゃん！」

　子どもは顔を何度も何度も彼女の胸に押し付けながら叫さけぶ。

「どーしたのカール？　今日はいつにも増して甘えん坊さんねぇ」

　少し困ったようにはにかむラーマさん。

　──俺は子どもになりたい。

　心の底からそう思った時、カールという少年がこちらの方を向いて邪じや悪あくな笑みを浮かべた。

　ま、まさかこのガキ……わざと……




　すぐさまカールというガキを強制的に抱だき上げて彼女から引き剝はがした。

「何すんだこのヤロー！　離せ」

「はははカール君。俺とブランコでもして遊ぼうじゃないか」

「うるさい嫌いやに決まってるだろう！　死ねー、死ねー」

　な……なんという可愛げのないガキなんだ。
















「まあ、ブランコですか。私もやろうかしら」

　ラーマさんがそう言って天使のような微笑みを浮かべた。

「じゃあ……俺、まだブランコ乗れないからラーマお姉ちゃんの上ね」

　そう言ってカールというクソなガキは邪悪な笑みをまたしても俺に向ける。

　こいつは確実に一人でブランコに乗れる。そう確信した瞬しゆん間かんだった。




　ブランコが一人乗りだったので、まずはラーマさんがブランコの座席に乗り込み鎖くさりを両手で摑つかむ。そして、ラーマさんの胸の谷間に後頭部をうずめながらカールが柔やわらかそうな太ももに腰こし掛かけた。

　なんと羨まし──いや、邪悪なガキなんだ。この世にこんなすれたガキがいたのか。もはやこの大陸の未来は闇やみしかない。心の底からそう思った。




　やがて、ラーマさんがブランコを漕こぎ始める。

　ったくなんでブランコが一つしかないんだ。普ふ通つう二つあるだろう。隣となり同どう士しに乗って『あははは、あははははー』なんて、定番だろう……ん？

　その時、驚きよう愕がくの事実に気づいた。

　スカートの中が……見えている。

　元々ラーマさんが来ている修道服の夏服はかなり短い。そして、少し内うち股またを開いてブランコを漕ぐラーマさんのスカートの中からちらりと見える桃もも色いろの三角地帯が……

　なんという幸運──じゃなくて不ふ可か抗こう力りよく。そして、今いま更さら無理やり視線を外すのも逆に不自然になってしまうではないかー（棒読み）。

「どうですかー、ジーク先生。私、ブランコ得意なんですよー」

「う、うん。上手だなー、上手うまいなー、いや、全く全く。思わず見入っちゃうなー」

　そう言って彼女のブランコの技術を勉強する。




　一〇分後、ラーマさんの漕ぐスピードが落ち始め、やがて止まった。

　幸せな……いや、非常に勉強になった時間であった。

「じゃあ、次はジーク先生の番ですね」

　天使のような微笑みを見せてブランコを降りるラーマさん。




　あっ、やばい……今、俺のアレがエライことになっている。

「い、いやぁ俺はいいよ」

　極力冷静に微笑みながら答える。

　ブランコになど乗ってしまったら……俺の……アレが……ひゃああああっ！

　それだけは絶対に避さけなければならない。

　フラれる通とおり越こしてもはや捕つかまってしまう。

「あー、ジーク先生。もしかしてブランコ乗れないんですかぁ？」

「えっ、ああまあ……ね。お恥はずかしながら」

　本当にこんなクズで申し訳ないが、俺のアレが一向に収まりがつかない。そして、必死になればなるほど強固になっていく。

「じゃあ、私が上に乗ったげますよ。で、私が一緒に漕いであげますから」

　いかーん！　それはメチャクチャ嬉うれしいんだけどー死ぬほどまずいー！

　こ、このままでは捕まる通り越して死し刑けいになってしまう。

「お姉ちゃーん、こんな奴やつ放っておいて次は滑り台行こうよ」

　カ、カール君ー！　でかした君はなんていい奴なんだ。

「カール、自分だけが楽しむだけじゃ駄だ目めよ」

　そう言ってカールを窘たしなめるラーマさん。

「いや、いやいやいや。やはり子どもはもっと遊ばなきゃ駄目だよ。ぜひ遊んできなさい今すぐに遊んできなさい」

　とにかく、この場を離はなれては頂けないだろうか。その間、元の状態に戻もどさないと──

「いいえ！　遊ぶことも大事なことなんでしょうけどもっと大事なのは小さいうちから他者を慈いつくしみ、譲ゆずり合うことです」

　頑がんとして譲らないラーマさんに、一向に治らない俺のアレ。

　このままでは……犯罪者になってしまう。

「あったたた……身体からだが痛い、急に身体が！」

　そう言って脇わき腹ばらを押さえながらうずくまる。

「またまたぁ。ジーク先生は冗じよう談だんがお好きなんだから。あなた医い療りよう魔ま術じゆつ師しじゃないですかぁ」

　しまったぁ───俺、医療魔術師だったぁ────

　ラーマさんがニコニコしながら駆かけ寄よって俺にピッタリと張り付く。

「さあ、立ってくださいよ。一緒にブランコに乗れば怖くないですって」

　すでに立っているのは別のモノで怖いのは今後の俺の未来ですー！




　　　　＊





　同どう僚りようの助手　Ｏ氏の証言



「ほんっと情けないですよ。最低な男だと昔から思ってたけどほんっとにさいってぇ！」





　同じく同僚の助手　Ｓ氏の証言



「これまでの医療活動の貢こう献けん度どと情状酌しやく量りようの余地？　関係ないと思います（キッパリ）」





　見習い医療魔術師　Ｓ氏の証言



「前々から変だって思ってたんです。いつも奇き声せいあげながら叫びだすし、サーシャのこともすっごいやらしい目で見てたし。でも、サーシャの美び貌ぼうに目がくらむのは仕方がないと思ってたんですけど、逆にサーシャが惑まどわせちゃったみたいなところもあるかも……サーシャが全然ジーク先生を相手にしなかったから……なんかごめんなさい。フフフフ」




　　　　＊




　仮に裁判になったら地じ獄ごくのような絵しか思い浮かばない。たとえ、二○年間無敗を誇ほこる最高の魔術弁護人シエッタ先生でも絶対に弁護しきれないだろう。

　──絶対に……絶対にこの砕くだけた腰こしをまっすぐにする訳にはいかんのじゃー！

「ってどれだけブランコ怖こわいんですかジーク先生！　立ってくださぁい！」

　あきれ顔のラーマさんはより力を入れて密着し、俺を立たせようとする。

　大きな胸の柔らかな感かん触しよくが俺の背中に伝わってきて、フローラルの甘い香かおりと相まってすでに別のモノは直立不動だった。

　絶対に阻そ止ししようとする俺の抵てい抗こうに反し、彼女の力は意外にも強く、だんだん腰をまっすぐにされていく。

　いかん……このままでは……犯罪者に……

　その時、孤こ児じ院いんの中から大きな悲鳴が聞こえた。

「あー！　なにか異変だぁ。すぐに助けに行かなくては。君たちはここで待っているといい」

　そう叫んで一目散に逃とう走そうした。

　孤児院の中に入ると、子どもがお腹を抱かかえてうずくまっていた。

「ガゾぉ、ガゾッ！　返事してよ！」

　そう言いながら修道女の一人が必死に子どもを揺ゆらす。

「俺は医療魔術師だ、ちょっと見せて」

　すぐに、子どものお腹をさする……うん、食中毒か。

「これぐらいならすぐに直るな」

　そう言って治ち癒ゆ呪じゆ文もんを掛かけてさすった。

「痛い痛い痛……っれ？　痛く……ない」

　子どもは目をぱちくりさせながら、お腹をさする。

「なんか変なもん喰くったんじゃないのか？」

　そう言いながら、子どもを抱き上げた。

「すごーい！　お兄ちゃん、すごーい！」

　無む邪じや気きにそう笑う子どもの笑顔が眩まぶしくて思わずこちらも笑顔になってしまう。

「ジーク先生……本当にありがとうございます」

　駆けつけたラーマさんがそう言って深々と頭を下げた。

「いや……」

　むしろ我が人生の恩人はその子の方です……なんてことは口が裂さけても言えない。

「今日は、一人会わせてあげたい子がいるんです」

　そう言って、彼女は一人の男の子を連れて来た。

「その子は？」

「テスラ、挨あい拶さつしなさい」

　そう呼ばれた男の子は少し彼女の陰かげに隠かくれていたが、やがて意を決したように出てきた。

「あの……僕も……医療魔術師になりたいんです。あの……僕もなれますか？」

　その子は俺にそう言った。

「……」




『医療魔術師になりたい』……か。俺もかつてはそう言った。

　全てを守りたいと思ったから……この手で全てを守りたいと思った。

　この手で守れるものなんて、幾いくばくもないこともわからずに。

「ジーク先生？」

　ラーマさんが沈ちん黙もくした俺を心配そうに覗のぞきこんだ。

「あっ、ああ。ごめん、なれる！　絶対になれるよ」

　そう言ってテスラの頭をグリグリ撫なでた。

　嬉しそうに頭を預けながら、少しだけ誇らしげに背筋を伸のばすテスラ。

「なあ、なんで医療魔術師になりたいんだ？」

「……母さんのことを守れなかったから」

　テスラは哀かなしそうに下を向いた。

「そうか……」

　珍めずらしい話じゃない。孤児院なんて、そんな話ばかりだ。

　少しいたたまれなくなり外へ出た。




　　　　＊




　幼い頃ころから、医療魔術師の母さんに漠ばく然ぜんとした憧あこがれを抱いだいていた。

「俺……母さんみたいな医療魔術師になりたい」

　テスラのように悲ひ壮そうな決意ではなく、俺は母さんにただ褒ほめられたくてそう言った。

「……」

　母さんがその時、少し哀しそうな顔をして沈黙したのを覚えている。

　不満だった。その時、手放しで俺を抱だきしめてくれると思ったから。それからすぐに、母さんは俺のことを笑顔で抱きしめてくれたけど。

「うん、きっとなれる。ジーク、あなたならきっとなれる」

　そう言ってくれたけど。




　念願だった医療魔術師になれて、大陸一の若手医療魔術師ともてはやされて。

　この掌てのひらで全て受け止めようと思っていた命はほとんど外にこぼれて行った。

　初めはがむしゃらに患かん者じやと向き合っていた。医療魔術の道を究めるために、ただがむしゃらに頑がん張ばっていけば全てを救えるような気がした。

　しかし、現実には全てを受け止める程の器は到とう底ていなく、残されたのは挫ざ折せつと死体の山。高らかに掲かかげた夢は無残に砕かれ、かつて愛した仲間すらも救えなかった。それでも、嵐あらしのように過ぎ去る毎日に身を投じ日々これでいいのかと迷い続ける毎日。

　今なら、母さんの哀しい表情の意味がわかる気がする。

　救えなかった命は数多く、己の無力を感じそれでも屍しかばねの上を歩いていくような道を息子に歩ませようとしている。

　もちろん、己の仕事は誇りに思っている。でも……それでも星の数ほどの哀しみを、後こう悔かいと幾千の憎ぞう悪おを浴びながら歩んでいくこの運命を、母さんは哀しんだのだ。




　　　　＊




「ジーク先生、どうかしましたか？」

　心配そうにラーマさんが外に出てきた。

「……ん？　なんでもない。テスラはいい医療魔術師になる。才能あるよ」

　さっき頭を撫でた時、強力な魔ま力りよくを感じた。

「そうですか……、今日はすみませんでした。テスラもそうだけど、ジーク先生にも元気になって欲しかったんです。あなたの仕事はこんなにも素晴らしい仕事なんだからって」

「……ラーマさん」

「はい」

「ありがとう」

　そう言った。




　日も暮れた頃、ラーマさんを修道院まで送り届けた。

　帰り道を歩いていると草むらの陰から月明かりに輝かがやく銀ぎん髪ぱつが見えた。この見慣れた銀髪は……

「何やってんだ、オータム？」

　そう尋たずねると、ビクッ！　と一いつ瞬しゆん頭を震ふるわせ、スーッと頭を引っ込めようとした。

「いや、見えてるから」

「……あはは。いやぁ、月が見えたので綺き麗れいかなぁと思って」

　何を焦あせっているのだろうか。

「まあいいや。オータム、この後に時間ある？」

「はい。なんですか？　お月見でもしますか、月も綺麗ですし──」

「この後、ちょっと食事に付き合って欲しいんだけど」

　どうやら予想外の言動だったようで、オータムはなお一層動どう揺ようする。

「えっ！　もっ、もちろんいいですけど」

「ほんとに？　よかった。今度のラーマさんとのデートの下見がしたかったんだよね！」

「……この男にデリカシーについて小一時間説教したい」

「ん？　何か言ったか？」

「な・ん・で・も・あ・り・ま・せ・ん！」

　そう言うと不ふ機き嫌げんそうにオータムは背中を向けた。




　一時間後、高級レストラン『チャリオット』に入った。

　その建物のお洒落しやれな店内に思わず後ずさりしてしまうが、勇気を出して歩を進める。ボーイが華か麗れいな足取りでリードし、優ゆう雅がに椅い子すをひく。

　座り心地のよい椅子に、なんだかソワソワするのは慣れていないからだろうか。とりあえずテーブルに座り、メニューを見た。

　ええっ、水高っ！　難しすぎて何の料理がいいかわからない。

　二人してあたふたしながらも何とかオーダーをすますと、高級そうな料理が運ばれてきた。

「ふーん……なかなかよさそうな雰ふん囲い気きですね。料理もおいしいし」

　オータムもオロオロしていたが、ボーイも去ったのでやっと料理を味わう余よ裕ゆうが出てきたらしい。

「ラーマさんと食事するの初めてじゃないんでしょ？　今いま更さら下見なんかしなくてもいいんじゃないですか？　だいたいデートに下見って。時間もないのにそんなに見え張って……」

　オータムがワインを飲みながらブツブツ呟つぶやく。

「いや、そろそろ告白かなと思って」

「告白って……あ、あー……告白ですか。そうですよね……でもちょっと早くないですか？　まだ数回しか会ってないんでしょ」

　オータムは少しうつむいて陰のある笑みを浮うかべた。

「まあ……今日の感じでわかったよ……ほらっ、お互たがいのフィーリングってのかな。ばっちりなんだこれが」

「……おめでとうございます」

　そう言いながら二杯はい目のワインを一気飲みするオータム。

　心なしか少し笑顔が引きつっているように見えるのは気のせいだろうか。

「いやぁ……まだオッケーもらえたわけじゃないけどな」

「でも、ずっと順調に付き合ってるんでしょ!?　知らないけど大だい丈じよう夫ぶなんじゃないですか。知らないけど。ってか、そんな話私にしないでくださいよ！」

　そうぶつぶつ言いながらワインのグラスを回し続けるオータム。

「……悪かったな！　俺はお前と違ちがって恋れん愛あい経験が少ないんだよ。その……女の子がこの店をどう思うかって知りたかったの」

「お、お、お前と違ってって言いました今!?　何言ってるんですか！　私だって皆かい無むですよ。だいたい、あなたとずっと働いていて、ろくに休みなんかもらえなかったじゃないですか！」

「……そうだったっけ？」

　そう言うと、オータムが大きなため息をこぼした。

「確かにシフトを組むのは私の仕事で、休みがないのは私の勝手ですけどそうですよ。だってそうじゃないですか。だってジーク先生が休みないのに私だけガンガン休んでたら嫌いやでしょ。だから……あなたのせいなんです」

　そういってオータムはそっぽを向く。

「そうかぁ。オータムには苦労かけたな……」

「かけたなって……ジーク先生、今も全然かけられています。絶賛迷めい惑わく掛かけられ中です」

　これでもかと言うほどワインを飲み干すオータム。

「……あのさ、オータムはこの仕事から逃にげ出したいって思ったことはない？」

「そんなのないに決まってるじゃないですか！　私が逃げ出したら誰だれがジーク先生のお守りをするんですか」

「……俺はたまに思ってるよ」

「知ってますよ。と言うかいつも叫さけんでるでしょ。今いま更さら突とつ然ぜんどうしたんですか？」

「うん……いつもはその時、その時で思ってるだけなんだ……でも、毎日毎日無数の患者たちばっかり救っていって、気が付いたら時間があっという間に過ぎて……本当に嫌になる時がある」

「……はい」

「オータムは本当に凄すごいよな。……それだけ」

　そう言いながら一気にワインを飲み干した。

　酔よっているからだろうか……普ふ段だんはこんなこと吐はかないはずなのに。

「ジーク先生、私だって、患者さんたちだけのために頑張ってるんじゃないです。自分のためなんです。私、先生の逃とう亡ぼうを阻そ止しするじゃないですか……それは、ジーク先生が私の尊敬する人だから。だから……逃げてほしくないんです。勝手ですよね。勝手ですよ私は」

　そう言ってまたしてもワインを飲み干すオータム。

「お互いワイン飲み過ぎだな」

　って言っても、俺は一いつ杯ぱいでオータムは八杯目くらいだけど。




　　　　・・・




「おい、オータム。お前大丈夫か？」

　ワイン……三五杯目だけど。

「大丈夫れす……あははは……ひっく」

　全然大丈夫じゃない。すでに身体からだが斜ななめになって目がとろんとしている。

　誰だこいつにこんな大量のワイン飲ませた奴やつは……って俺か。

「おい、帰るぞ。もう閉店だよ」

　そう言ってオータムの腕うでを引っ張って立たせようとするが一向に力を入れようとしない。

「まら、飲めます。わたし、お酒つよいんれすから」

　ブンブンと頭を振ふるオータム。もはや呂ろ律れつが全然回ってない。

「明らかに飲みすぎだ！　明日も仕事だろう？」

　少し厳しい口調で言って起き上がらせようとすると、

「……全然もんらいありません、わらしお酒つよいんれすから」

　あかん……完全なる酔っ払ぱらい。何回も同じことを口にする、理り屈くつ通じない状態だ。

「ほらっ、おんぶしてやるから」

　そう言って再びオータムに背中を向けた途と端たん、『あー、ジーク先生だぁ！　がしぃ』と嬉うれしそうに背中に抱だきついてきた。胸がない分ピタッとくっついてくる感かん触しよくを背中に感じて、思わず胸が高鳴る。

「しゅっぱーつ進行ぉー、ハイヨー」

「バカお前暴れんなよ落ちるから」

　そう言ってバタバタするオータムの足をギュッと握にぎる。長身の割に全然軽いのは恐おそらく胸まで栄養が通ってないからだろうか……なんてことを口に出すとまたしてもオータムにどつかれそうだ。

「エへへ、ジークせんせーぇ」

　オータムの頰ほおが俺の頰にぴったりとくっつく。アルコールで体温が上じよう昇しようしてるのか、温かいオータムの頰に高鳴る胸が一向に鳴り止まない。

「ってかお前なんだってそんなに飲んでんだよ！」

「……わたしだってたまには飲みたい時もあるんですーっ」

　そっぽ向いてブー垂れるオータム。

　そりゃあまあそーだけど。

　確かに、いつも気を張って頑がん張ばってくれているんだから仕事の時以外で何したって構いやしないのだ……でも。

「なあ、約束しろよ。危ないから他の奴らの前で絶対に酔っぱらっちゃ駄だ目めだぞ」

「えー、なんでー？」

「なんでも」

「えー、なんでー。なんでー」

「暴れんなっつーの。いいから約束、絶対な……」

「はーい！　わかりましたー」

　──こいつのこんなとこ見るのは、俺だけでいい。

「なにか言ったぁ？」

「な、何でもない。いいから約束」

「じゃあ、ゆーびきーりしましょ」

「ゆびきりー？」

「うん……ゆーびきーりげーんまん、噓うそついたらこーろす」

　めちゃめちゃ怖こわいゆびきりになってますけどー!?



















【オータム＝アーセルダム】




　珍めずらしく、その日はロスが遅ち刻こくしていて私が不本意にも迎むかえに行った。

　ロスも私と同様、旧ノアシュタイン城の空き部屋に下宿している。医い療りよう魔ま術じゆつ師し候補生を大量に雇やとって下宿させてもなお部屋が余っているほど広い城だ。さすがはかつての名城といったところだろうか。

　しかし、まったくなんで私がこんなことを……

「ロスー、いるのー？」

　そう言いながらドアを開けると、ロスが壁かべに耳を当てていた。

「悪あく趣しゆ味み、盗ぬすみ聞ぎきなんて感心しないわね」

　自分がおととい、ジーク先生とラーマさんのところに行っていたことはこの際棚たな上あげにする。

「まただ。また兄さんが隣となりの部屋でブツブツ言ってる………オータム、聞いてよ。なんか、兄さんおかしいんだよ」

　ロスが深刻そうな顔で訴うつたえるので、私も壁に耳を当てて聞いてみた。

「ラーマさん！　僕と付き合ってください！　いや『僕』はないな……ラーマ！　俺と付き合ってください……敬語じゃないほうがいいか。俺と付き合おうか！　付き合おうぜ！　うーん……なんか違うんだよなぁ」

　……はぁ。しょうもなー。

「ごく普ふ通つうのジーク先生の行動じゃない。全くもって正常」

「ええっ！　でも、今日だけじゃないんだよ。時々、いやほぼ毎日隣から訳のわからないつぶやきが聞こえてくるんだよ」

　相変わらず、ロスは真面目そうにジーク先生を心配する。

「まったく問題ないよ、あの人いつもあんな感じよ」

　と言うより、これ以上ないくらいジーク先生だ。

「……五年が経過し、兄さんは変わった。元々無口で真面目で恰かつ好こ良よい人だった。今は少し変な人だ」

　ロスは少し幻げん滅めつしたようだった。

「イマイチ……もっとこうビシッと決まるのがいいんだけど」

　そんなロスの嘆なげきにかかわらず、ジーク先生は未いまだ独り言を言い続けている。

　はぁ……しょうがないなぁ。

「ジーク先生！　何を独り言呟つぶやいてるんですか！　気味悪いですよ」

　部屋のドアを開けて、大声で怒ど鳴なる。

「告白のセリフを今考えてるんだよ。何がいいと思う？」

　この……バカジーク先生。

「いい言葉がありますよ。ちょっと近くに寄ってください」

　少し間が空き、沈ちん黙もくが続いた。

「こ・の・ど・ん・か・ん──────」

　ジーク先生の耳元で叫んだ。

「ぐわああああああああっ！　こ、こ、鼓こ膜まくがぁ！」

「ふんっ！　死ねっ」

　そう言ってジーク先生の部屋を後にした。隣でロスが引きつった笑いを見せる。

「ははっ……オータムも大分変わったよね。で、どうしたの？」

「ジーク先生に聞けば!?」

「……兄さん、もがいててそれどころじゃないみたいだけど」

　確かに、まだベッドでごろごろしている。

「ジーク先生は、あの人……ラーマさんに告白する気なのよ」

　なんとかそれだけ振り絞しぼって言った。ロスには私の気持ちがわかっているのだろう。敢あえて私の表情は見なかった。

「そう、オータムはそれでいいのかい？」

　ロスは優しく私に問いかける。

「いいも何も……私には止める権利なんてないでしょ」

　そう、私にはそんな資格はない。ジーク先生が他の人を好きになる。それを止める権利なんて……ない──ってそもそも私はジーク先生のことなんてなんとも思ってないんだから。

　あんなに人間性破は綻たんしてて、デリカシーの欠片かけらすらなくて、鈍どん感かんで……

「……オータムがいいなら、僕はそれでいいけど。でも、もっと素直になってもいいんじゃないかな」

　素直に……自分の素直な気持ちなんてよくわからない。

「ったたたたた、やっと聞こえるようになった」

　そう言いながら鈍感な当の本人がこちらへ来た。

「兄さん、その告白するのはラーマさんで本当にいいのかい？」

　ロスがジーク先生に質問した。

「ほかに誰だれがいる？」

「ふーん……」

　何よ、ロス。なんでこっち見てるのよ。

「よし！　わかった。僕も応おう援えんするよ」

「ほ、本当に？」

「ああ！　できることがあったら何でも言ってよ……と言っても人の恋れん愛あいを応援するほど経験がある訳でもないんだけどね」

　だから……なんでいちいちこっち見るのよ！

「じゃあロスに早速お願いが一つあるんだ。七日後の午前休みを終日にしてほしいんだけど……」

「なんだ、そんなことか……全然問題ないよ。仕事のことは気にしないで十分準備して、告白に全力を尽つくしてよ」

「ロ、ロス！　お前はなんていい弟なんだ！」

「ちょ……やめっ……抱だきしめるのやめてぇ！」

　もう、あんたたちが付き合っちゃえばいいんじゃないの。




　ジーク先生がスキップしながら去って行ったのをよそにロスの方を向いた。

「何を企たくらんでるの？」

「別に何も……ただ、兄さんの幸せを祈いのっているだけさ。今まで兄さんにはずっと頑張って貰もらってたから、恩返しがしたいって思うのは自然なことだろ？」

　ロスは相変わらず爽さわやかな微笑ほほえみを浮うかべる。

「……あんたって本当に何考えてるかよくわからないよね」

「うーん、本当にそう思ってるんだけどな。でさ、オータムはさ……兄さんがラーマさんと付き合ったら、どうするの？」

「……それ、あなたに関係あるの？」

　本当は笑っていない満面の笑みを浮かべた。

「怖っ！　そんな怖い顔しないでよ」

　ロスはそう言いながら、逃にげるように去って行った。

　ジーク先生とラーマさんが付き合ったらか……どうしよっかなぁ。




　その二日後、急きゆう患かんが運ばれてきた。

「おい助けてくれ！　隊長がドラゴンのブレスをまともに浴びたんだ」

　そう言って運ばれてきた患者はすでに虫の息だった。

「サリー！　早くジーク先生とロス先生呼んできて」

　すぐにサリーにそう指示して、患者の様子を見ると全身が凍とう傷しようだったため、すぐに凍傷の応急処置を始めた。

　応急処置は医療魔術の初歩の初歩だ。怪け我がの進行を遅おくらせると共に、低体温症しようも止める。

「頼たのみます！　僕をかばって隊長は……」

　そう言いながら若い隊員は何度も何度もお辞じ儀ぎをする。

　その制服はアナン公国騎き士し団の紋もん章しようつきだった。ノーザル北部デルゼ山ふもとに現れたドラゴン討とう伐ばつ部隊だろう。突とつ然ぜんのドラゴン襲しゆう来らいの報に近きん隣りん諸国が震ふるえあがる中、アナン公国女王テーゼ様のみこの地に討伐隊を派は遣けんしたらしい。

「全力を尽くしますから、ちょっと外へ出ていてください」

　そうとしか言えない。現時点で、助かる確率はかなり低い。

　そんな中、ジーク先生が急いで入ってきた。

「げっ、こりゃ……酷ひどいな。と言うか、よく生きてるな」

　そう言いながらもすぐに凍傷治ち癒ゆ呪じゆ文もんを始める。

「兄さん、一回試してみたい魔法があるんだけどいいかな？」

　ロスが遅れて到とう着ちやくして患者を見ながら提案する。

「好きにやっていい。俺は凍傷治癒から始めてるが……生きられるかどうかは五分五分と言ったところだ」

　汗あせをかきながらそう申告するジーク先生に対し、ロスは患者の周りに文字を書きだす。

「……それは？」

「ルーン文字。精せい霊れいの力を借りて治癒効果を高める効果がある結界を作る」

「知らない術式だ。二人で治癒呪文かけた方がよくないか？」

「呪文の二人掛がけは非効率だ。呪文が重なったら効果はないし、混ざって効かなくなることもある。知らない？　勉強しなよ。兄さんが知らないことなんて患者は知らない。医療魔術業界は凄すさまじい速度で進化してるよ。多くの患者を抱かかえている兄さんが知らないなんて許されることじゃないね」

　ロスはハッキリとそう口にした。必死に術式を書きながらも口調が厳しいのは、命の攻こう防ぼうだからなのだろう。それに、ジーク先生には常に目標でいてほしいという想おもいもあるのかもしれない。

　それと同時に患者の周りにルーン文字の術式が完成した。

　患者の周りを呪法の光が包んで見る見る凍傷を回復していく。

「こりゃあ……凄すごい」

　ジーク先生が唸るように口にした。

「兄さんの魔ま力りよくがそれだけ凄いってことさ。普通はここまでの効果は示さない」

　ロスはあくまで謙けん虚きよに、しかし少し誇らしげに答えた。

「お前……凄いな。こんな術式ハッキリ言って知らなかったし、使おうとも思わなかった。俺も、もっと勉強した方がいいのかな……少し風に当たってくる」

　そうため息をついて、ジーク先生は診しん療りよう室を退出した。

「……凄いのは兄さんの方さ。もちろん、オータムたちもね。こんな設備でこの膨ぼう大だいな患者数を救うなんて異常だよ。誰も真似まねできない。でも、こんなこといつまでも続けてられない。今日、もう一人聖都パレスの医療魔術研究所から有望な医療魔術師が来ることになってるんだけど……」

　そうロスが言うと、診療室にサリーが入ってきた。

「ロス先生、ザックスって人が会いたいって言って来ましたけど？」

「よし、やっと来たか。すぐにこっちに来させて」

　そうロスはサリーに指示した。

　やって来たのは、ボサボサの長ちよう髪はつに丸くて大きなメガネをかけた男だった。

「ザックス＝リバー。医療魔術研究所で働いていた時の部下であり優ゆう秀しゆうな医療魔術師だ。ザックス、よく来てくれた。実は──」

「ロス所長！　研究所に戻もどってきてくださいお願いします！」

　ザックスと呼ばれた男は猛もう然ぜんと顔をロスのギリギリまで近づけて来た。

「……すまないが、僕は研究所に戻る気はないよ」

「なんでですか？」

　そう理由を聞かれてロスは私の顔をちらっと見たが、すぐにザックスさんの方を振ふり返かえった。今の仕草に、何か意味があるのだろうか。

「ここが僕の帰るところだからさ」

「じゃあ帰りません！　私はここから一歩も動きませんよ！」

　ザックスさんは怒いかりながら寝ね転ころんだ。

　何なんだこの人は。

「ねえ、ロス。この人ってどういう人なの？」

　寝転んでいるザックスさんに聞こえないように尋たずねた。

「ザックスはとにかく、自分の腕うでを磨みがくことに執しゆう念ねんを燃やしている。一いつ緒しよに働いていた時は、とにかく何をするにもついて来て観察された。それだけ僕の医療技術を盗ぬすもうと必死になっていたと言うことだが、あまりにも観察されるので最後の方はザックスを避さけながら働いていた」

　まあ、要するにロスに執着してるってわけだ。

「ロス所長はここよりもっとふさわしい場所があります。研究所のみんながあなたの帰りを待っています。帰ってきてください」

「あの、ザックス──」

　ロスがため息をついて話しかけようとすると、騒さわぎを聞きつけてジーク先生が戻って、

「貴様ー！　ロスを連れて行きたいんだったら俺を殺してから連れていけ！」

　怒りながら叫さけんだ。

　どうも事情半分で『連れ戻しに来た』という所だけ伝わったらしい。

「おいおい、僕は行かないよ！　あ、そうだ！　ザックスがここで働いてくれるそうだよ！」

　ザックスさんはそんなことを言ってはいなかったが、ジーク先生はそれを聞くと、急に態度が変わり、彼の方を向いて尋ねた。

「……君どれくらい医療魔術できるの？」

「私は聖都パレスの研究所副所長ですよ！　医療魔術で私の右に出るものはロス先生だけです」

　聞いた途と端たん、ジーク先生は満面の笑みでがっちり握あく手しゆした。

「採用！　いやぁ……働いてくれるんだったら、最初からそういってくれよ！　さすが、ロス。頼たよりになる右腕を連れてきてくれるなんてお前は最高の弟だ！」

　そう言うとザックスさんはすぐに正座して恐きよう縮しゆくした。

「あなたが……ロス先生の兄であり、奇き跡せきの医療魔術師と名高いジーク先生ですか！　これは失礼しました！　あなたみたいな高名な方に会えるなんて本当に光栄です」

「いやまあ、それほどでもあるんだけどね。頑がん張ばって働いてくれよ！」

「はっ、はい」

　その日、ザックスさんの採用が決まった。




　早速、ジーク先生はザックス先生の実力を観察するためにピッタリと張り付く。触ふれるか触れないかぐらいピッタリ張り付く。

「あの……」

「なんだい？　緊きん張ちようすることはない。君の腕を見せてくれ」

「いや……それはいいんですど、ちょっと近すぎじゃないですか？」

　ザックス先生の言動も当然だった。その距きよ離り感かんはまさしく恋こい人びとのものだ。

　あんた……そんなことだからよからぬ噂うわさが流れるんですよ。

「あっ、ああごめんつい嬉うれしくて。さあ、やってくれ」




　ザックス先生の治療は見事だった。流れるような手さばきで患者を治療していく。判断力も申し分ないし、何より魔力が淀よどみなくスムーズに発揮されてる。ジーク先生やロスと比べるには相手が悪いが、医療魔術師候補生なんかとは天と地の差だ。

「素晴らしい腕だ……もう、離はなさない」

　そう言って、ジーク先生がザックス先生をガッシリ抱だきしめた時はさすがに鳥とり肌はだが止まらなかった。

　まぁ、即そく戦せん力りよくはジーク先生の休みに直結するのでその気持ちもわからないではないが。

「ふぅ、これで少し時間ができるはずだ……兄さんの告白が見れるくらいには」

　ロスがぽそっと呟つぶやいた。

　まさか……この男そのためにザックス先生を……

「さいってぇ、覗のぞきなんて不ぶ粋すいよ」

　この際、自分のことは棚たな上あげする。

「オータムは気にならないの？」

「ぜーんぜんっ！　ちっとも気になんない」

「……噓うそだ」

「何か言った!?」

　不ふ機き嫌げんそうにそう言うと、ロスはコソコソと逃げて行った。




　午前三時、仕事を終えて部屋に戻ろうとすると、ジーク先生の部屋からまたしても奇き妙みような声が聞こえてきた。

「これで、服は良し！　うはははは！　こんな服、一いつ般ぱん庶しよ民みんには絶対に買えまい。助手、教え子からもこれは絶賛だったからな！　店は高級レストラン『チャリオット』を予約した。告白の言葉も考えた……よーし！　やってやるぜ！　俺、やってやるぜ！」

　異様なハイテンション。興奮しすぎて、ベッドを何回も叩たたく音が聞こえてきた。

　なんなんだコイツは……自分でもよくわからないイライラした気持ちに包まれ、それを振り払はらうようにベッドにダイブした。

　バタバタバタ……

　このイライラの真因をあえて追求せず、ベッドを必死に泳いで気を紛まぎらわせようとするが中々難しい。

　明日……明日か。

　そんな風に途と方ほうに暮れていると、部屋にノック音が響ひびいた。

「オータムさん、入ってもいいですか？」

　と言いながら、サリーがいつものように許可もないまま部屋に入ってくる。

「どしたの？」

「それは、こっちのセリフです。鍵かぎ穴あなから覗いてましたよー。あんなに必死にバタ足してどこへ行くつもりだったんですか？」

　サリーがニヤニヤしながら聞いてきた。

「なっ！　人のプライベート覗き見するなんて趣しゆ味みが悪い！」

「そうですよねー、人のプライベート覗き見するなんて趣味が悪いですよね」

　サリーが意味深に答えた。

「あなた……何か知ってる？」

「いえ」という言葉と共に満面の笑みを返すサリー。

「……」

「……」

　この子、こーゆー時って本当に厄やつ介かい。

「ところで何しに来たの？」

「あっ、そうでした。明日休きゆう暇か取らせてもらう予定だったと思いますけど、代わってもらえません？　実は今月、別の日に取らせて欲しくて」

「そんなの……全然いいよ。ザックス先生も来たし、明日だって休んでもいいけど」

　ザックス先生の腕が申し分ないのは知っているが、付き合いが浅いのですぐにやめてしまうかもわからない。ここで、サリーやアリエに休みを多く取らせてあげたいと密ひそかに算段していた。

「何を言ってるんですか。オータムさんが明日行くところなんて一つしかないじゃないですか。レストラン『チャリオット』しかないですよ」

　そう言ってサリーはグイグイ私に顔を近づける。

「な、なに言ってんのよ、嫌いやよそんな覗きみたいな真似」

「……素直じゃないなぁ。あっ、そうだ。はい、これ」

　そう言ってサリーは私に一枚の紙をくれた。

「な、何、これ？」

「こんなこともあろうかと思って予約しときました。キャンセル利きませんから絶対に行ってくださいね！」

「ちょ……まっ……行かないっていってるじゃ──」

　話し終わる前に逃にげて行ったサリー。

　もう、何なのよあの子は。行くわけないじゃない。そんな覗きみたいな真似まね。ロスじゃないんだから。




　　　　・・・




　レストラン『チャリオット』に到とう着ちやく……いや、違ちがうのよ。せっかく予約してキャンセルはきかないっていうし、ちょうど無性にお腹が減ってて前に行ったときにすごくおいしい料理だったもんだから……はぁ。

　店をこっそり覗いてみた。ジーク先生とラーマさんはまだいないようだ……いかんいかん。これではサリーの思う壺つぼだ。さっさと退散して──

「オータム様……ですよね」

　気がつくと店員さんがすぐ近くにいて声をかけてきた。つい、先日深酒してベロベロに酔よっぱらった私を処理した出来事は店員さんたちの記き憶おくに新しかったに違いない。

「えっ、いやあのその……はい」

「ようこそ、どうぞこちらへ」

　もはやこの段階に至っては逃げ帰るわけにも行かない。店員さんに誘ゆう導どうされて予約されていた席に座る。




「結局君も来たんじゃないか、オータム」

　店のドアを開けて、私を見たロスは開口一番そう口走って一いつ緒しよの席に座った。

「一緒にしないでくれる？　私はたまたま休みが取れて、たまたま予約した店がこの店だっただけなんだから。なんで私がこんな覗きみたいな真似しなくちゃいけないの？」

　悔くやしいので強がっては見たものの、どう考えても信しん憑ぴよう性せいは全くない。

「素直になれよ、オータムだって気になるだろう？」

「……」

「だから結局ここに来たんだろ。気になるから。興味本位の僕どころじゃない。助手の仕事も手につかないくらい」

　それは……

「あっ、来た来た」

　ロスが目め配くばせをした先を見ると、ジーク先生とラーマさんが店に入ってきてるところだった。

　ジーク先生はいつもの飄ひよう々ひようとした様子でもなく、殺気立つ様子もなく、ただいつになく緊張した様子で歩いていた。バレるかどうか少し心配だったが、こちらに気づく余よ裕ゆうもない様だ。ラーマさんは相変わらず可愛い。今日はいつもの修道服とは違って、フワフワの可愛い服を着ている。

　私があんな服着たら、絶対に似合わないんだろうなと少し僻ひがむ自分を感じますます気持ちが重くなった。やはり、来なければよかっただろうか。

　少し離れた所から見守ろうと思ったが、予想外に予約のあった席が近く、慌あわててメニューで顔を隠かくした。

「ジーク先生、何食べます？」

　ラーマさんがメニューをジーク先生に手て渡わたす。

「えーっと、カーロラブレウレのコッパギサラダ。八方モウマギーの白包み。シャベルシャルガンの石畳だたみ焼き。ロッサリーノマリアードローストミート。デザートには──」

　そう畳み掛かけるように読み上げるジーク先生。部屋で何度も聞いたセリフはこれだったのかと思わずため息が出る。

　本当にバカなんだから。

「こんな高級そうなお店なんて緊張しちゃうな。ジーク先生は慣れてらっしゃって。凄すごいですね」

「そ、そう？　いやそれ程でもないんだけどね。ほんの一週間に三回ぐらいで。わは、わはは、わはははっ……」

　そうワザとらしく笑うジーク先生に「噓つけ」と出されたワインを飲み干す。

　料理が出てきて、二人は食べ始めた。

「おいしいですね」とラーマさんが言った。「そうだね」ジーク先生が答えた。




　……それから三〇分たったが、全然会話が盛り上がってない。

　相も変わらずジーク先生のトークは空回り。天使のような微笑を浮うかべるが明らかにジーク先生の話についていけていないラーマさん。

「いつもこんな感じなのかな？　ジーク先生、噓ばっかり」

　そう言うと、ロスが苦笑いを浮かべた。

「女性に男の無意味な強がりを理解しろと言うのは難しいかもしれないな。でも、兄さんも流れが悪いのを感じて、告白しようか迷っているみたいだよ」

　まあ、確かにこんな雰ふん囲い気きの中、告白なんかしようとする女心わからないバカは──

「ラーマ……」

　急にジーク先生の表情が真顔になった。

　──まさか……する気か……この状じよう況きようで……

「はい？」

　明らかに準備ができていないラーマさん。少し目がトロンとしているのは、おそらく話が退たい屈くつだったに違いない。

　祈いのるようにジーク先生を見つめるロス。

　このタイミングではない……明らかにこのタイミングでは……

「俺と……俺と付き合ってくれないか？」

　──したぁ！

「ごめんなさい」

　──断られたぁ！　しかも即そく答とうー！

「……そっか。うん……わかった」

　はにかんだように微笑ほほえむジーク先生……なんて哀かなしい微笑みだろうか。

「実は今度、アナン公国リアルイン修道院に研修に行くんです。今はそれに集中したくて」

　申し訳なさそうに頭を下げるラーマさん。

「いや、いやいやいや全然気にしないでいいんだよ！」




　……嫌な沈ちん黙もくがしばし。と言っても気にしているのはジーク先生だけのようだが。

　なお、哀しい笑顔を浮かべ続けるジーク先生。至福の表情でデザートを頰ほお張ばるラーマさん。憐あわれみのまなざしを一心に向けるロス。

　哀しみと至福と憐れん憫びんが入り交じっている特異な空間だった。

「あっ……そろそろご飯も食べたし……でようか？」

「はい！　料理おいしかったです！」

　そう言って屈くつ託たくのない微笑みを浮かべるラーマさん。ここまで天然だと逆に残ざん酷こくだ。

　ジーク先生とラーマさんが出て行った。

　しかし……なんてこったい。全然聞いていた話と違う。ほぼ間ま違ちがいなく、成功するはずじゃ……開いた口が塞ふさがらない。




　翌日、ジーク先生の目は真っ赤に腫はれていた。しかし、それを隠すかのようにいつものように仕事を頑がん張ばっていた。

「ザックス、こういう炎えん症しようのひどい患かん者じやはシダラキ草を使うといいぞ。単に医い療りよう呪じゆ文もんを唱えるだけじゃなく、魔ま草そうと組み合わせることによってより効果的な治療になる」

　そう言って、ジーク先生は患者の炎症部にシダラキ草を添そえもう片方の手で治ち癒ゆ呪文を唱えた。

「……本当だ。私がかけた治療呪文とは効果がかなり違う。しかし、最新の学会の論文ではシダラキ草は医療魔術には適さないと発表されましたが」

「要するに、毒にも薬にもなるってことさ。治癒呪文の魔力配合が難しいんだって言ったらわかるか？」

「は、はい。なんとなくですが」

　ザックス先生がそう呟つぶやくとジーク先生はニヤリと笑った。

「その感覚がわかる医療魔術師は少ないよ。シダラキ草は使い方次第で毒にもなる劇薬だ。だから、その論文を発表した医療魔術師の言うことは間違ってない。だが、本当にそう思っているとしたら、そいつの腕うではヘボだろうな」

「……その方は聖都パレスの医療魔術研究所元所長であり『レジェッダ』でもあるアスカ＝ラドウェルですが」

　医療魔術師界でも、階級がある。これは、大陸にある全すべての国に共通する階級で医療魔術協会指定の試験を突とつ破ぱしなければ上がることはない。

　最上級が『レジェッダ』、これは医療魔術師兼けん魔草師であるマギ＝ワイズバーグや医療魔術協会会長ジマスカ＝セツアル、また聖都パレスの医療魔術研究所元所長であるアスカ＝ラドウェルの三人が就任している。

「だからロスが医療魔術研究所所長に抜ばつ擢てきされたのさ。ヘボだったから。仮にマギ＝ワイズバーグ先生だったら全く別の結論を出すはずさ」

　ジーク先生はハッキリそう言い切った。

　会ったことはないが、話には聞いたことがある。マギ＝ワイズバーグはジーク先生の師し匠しようだったらしい。ジーク先生が特に魔草と掛け合わせる治療呪文を得意としているのは、その影えい響きようも少なくないのだろう。

「兄さん、それは違うよ。アスカ所長は昨年身体からだを悪くされて仕方なく僕みたいな若じやく輩はい者を指名したんだ。恩師を悪く言うのはやめてもらえないか？」

　傍そばで見ていたロスが横よこ槍やりを入れた。

「恩師だからなんだ？　腕のない医療魔術師なんて、それだけで駄だ目めだろう。腕が未熟なのは仕方ないが、実力のあるフリをする医療魔術師は許せないね。命を任せる患者の身になってみろよ」

　珍めずらしく熱くなって反論するジーク先生。

「兄さん……」

　ロスは怪け訝げんな様子を見せた。

「なんだ？　とにかく、俺は間違ったことは言っちゃ──」

「……辛つらいだろうけど頑張って」

　肩かたをポンポンと叩たたいてロスは去って行った。




　……ロス、慰なぐさめるの下手すぎるー！

　せっかくジーク先生忘れようと頑張ってるのに、あんな言葉浴びせて……気がきかないのはジーク先生と全くよく似ている。

「な、な、何を言ってるんだよ。なあ、オータム。俺は毎日毎日頑張ってるよな!?」

　必死に取り繕つくろった様子で私に強がるジーク先生。

　いい気味だけど少しかわいそう。

「そうですね……」

　何とかそれだけ吐はいた。




　その時、サリーがニコニコした様子で入ってきた。

「ジーク先生……がんばっ！」

　そう言って、ポンポン肩を叩く。

　あなたもかサリー！

　いや、この子がこんな面白い出来事の情報を入手していないわけがないか。

　愉ゆ快かい犯はん的な慰めなだけに、ロスなんかより性質たちが悪い。

「……あっ、もしかして君たちは昨日のことを言ってるな？　違ちがうよ、俺は別にフラれたわけじゃなくて、まだお互たがいに会ったばかりだから友達としてのお付き合いというだけであって。そして、ちょうど彼女がアナン公国の修道院に留学してしまうから、それもあって今のままの状態がいいねってことでお互いの合意のもとで出た結論であって──」

　支し離り滅めつ裂れつな言い訳メチャクチャしだしたー！　しかもちょっと噓うそ入ってるー！

　サリーはその様子をニヤニヤしながら眺ながめている。

「そうですか、まあ彼女の家って超ちよう裕ゆう福ふくな家庭で色々厳しいらしいし留学の話も本当にあったから仕方ないんじゃないですか？」

　この子……全部知ってる。全部知った上でジーク先生をおちょくっている。

　恐おそろしい子っ！

「それはそうと、オータムさんについて来てもらいたいんですけど」

　そう言って私の手を無理矢理引いたので、サリーと共に診しん療りよう室を出た。

「な、なんなのよいったい？」

「ニュースなんです！　大大大ニュースなんです、ついて来てください」

　サリーは目を輝かがやかせながら、急ぎ足で歩き始めたので渋しぶ々しぶ私もついて行く。




　ここは……この前の患者の入院室だ。

　確か、ドラゴンのブレスで凍とう傷しようになりジーク先生とロスがなんとか治療したんだった。

　サリーの指示を不ふ審しんに思いながらドアを開けると、若い男性がデスピアの花束を差し出しながら跪ひざまずいていた。

「オータムさん……僕と付き合ってください」

　余りに突とつ然ぜんの出来事に一いつ瞬しゆん思考が飛んだ。

　目の前にいるこの男は何を言っているのだろう。

　いつもとは見慣れぬ恰かつ好こうをした男の人が来ていきなりの告白。どこぞの貴族か大商人の息子か、しかしこんなどこぞの金持ちに告白される覚えはない。

「困ります。今診療中なので」

　そう言いながら極力平静を装って答えたが、顔が火照っていくのを感じた。別になんとも思ってなくてもこんな形で告白されるのは気き恥はずかしさと共に少し嬉うれしい気分も否定できない。

「じゃあ、仕事が終わるまで待ってますので！」

　極力その男性の顔を見ずに扉とびらを閉めた。

「恰かつ好こよさ気な人でしたね」

　サリーがグイグイ来た。相変わらず噂うわさ好きな子だ。

　どうせ、こうなる事がわかっていてワザワザ私と引き合わせたのだろう。もしかしたら、事前に軽い打ち合わせでもしていたのかもしれない。

「そ、そう？　そんなに恰好良かったかな」

　と言いつつ、必死にさっきの光景を思い浮うかべた。

　──そんなに恰好いい人だったかな……というかどこかで見たような……

「クゥフフフ。面白そうな展開」

「何よそれ？」

　どうでもいいけどその不気味な笑い方、やめてよ。




　サリーの不気味な予想は的中した。この後、奇き妙みような告白ラッシュが続いた。

　まず、患者のおじいさんが急に私に向かって叫さけんできた。

「オータムさんや……ワシらを置いて行かんでくれ！」

「な、何を言ってるんですか？」

　置いて行くのは順番からしてあんたでしょ。そこにババアが待ってるでしょ。

「あの男がまっすぐで情熱的な告白をしたと聞いたぞ！　その話でワシの気持ちに火がついてしまったようじゃ！　バアさんもきっと、オータムさんなら許してくれるじゃろう」

　どうせ、サリーがあることないことみんなに言いふらしているのであろう。

　思わずため息が出た──男ってホントバカ。

「……わかりました」

「えっ、本当に!?　ワシにも第二の青春が？　バアさん許して」

「一生火が灯ともらぬよう死ぬほど痛い注射打ったげますからこっちいらっしゃい」

　そう言うと、老人は若い頃ころを彷ほう彿ふつさせるような足取りで走って逃にげていった。




　午後、患者の若い男性も迫せまって来た。

「こ、今度俺と食事でも……」

　純じゆん粋すいそうないい人だ。

　──よしっ、カルテと患者の照合作業……宿なし文なし甲か斐い性なし。

「……嫌いやです」

「い、嫌ってそんなストレートな」

「なんなら嫌な理由言いましょうか？　あなた借金してますよね。詳しよう細さいの金額ここに書いてあるんですけど何なら今ここで読み上げてもいいんですよ？」

「そ、そんなの愛があれば？」

　──どこにあるそんなもん。

　返事の代わりに踵かかと落としをお見み舞まいしてやった。




　終しまいには患かん者じやの子どももごねた。

「僕がオータムのお婿むこさんになるんだい！」

　ませた子どもだ。親の顔が見たい。

　ちなみに年収と身分も見ておきたい。一応ね──ど平民……うん、却きやつ下か。

「ありがとう！　でもね私、あなたが大人になるまで待てないわ。そんなに若くないもの……ごめんなさい」

　子どもよ、本当の現実を知るのはもう少し先になるけど頑がん張ばるんだよ。




　その後も六人の男性に告白された。何なんだ一体。

「オータムさん、お疲つかれ様でしたー」

　そう言いながらこちらにすり寄ってくるサリーを小こ突づく。

「コンッ！　悪い子。噂好き謀ぼう略りやく好きもほどほどにしないとね。おかげで大変だったんだから」

「へへへ、ごめんなさーい。でも、告白ラッシュが続いたでしょ？　アレはオータムさんを取られたくないっていう患者さんたちのラブコールですよ。慕したわれてますねー、羨うらやましいなぁー」

　はいはい。この子の悪あく癖へきにも困ったものだ。

　仕事を終え、帰ろうとすると先ほどの豪ごう華かな服を着た男性がまた診療所に入ってきた。顔をマジマジと見たが……うん、悪くない。と言うより、いい。

　少なくとも告白してきた患者バカ共よりは、いい。

「オータムさん！　僕と……僕と付き合ってください」

　手には変わらずデスピアの花束をが持っている。

「あなたのおかげで大変だったんですから！」

　そんな苦情も何のその。男は全く揺ゆるがない。

「あなたと出会って……天使が舞まい降おりたかと思いました」

　──なんて恥ずかしい男。

　公衆の面前とは言わないまでも、入院患者や他の医療魔ま術じゆつ師したちがいる前でよくそんなキザなセリフが言えたものだ。その男が発言したのに、なぜか私の方が真っ赤になってしまう。

　しかし……よく見ると見覚えがある顔だ。

　もしかして──

「……あなた、ゴードンさんですか？」

「思い出して貰もらえましたか？」

「思い出しました！　元気でしたか？」

　ゴードンさんはアナン公国の騎き士し団長だ。以前、ジーク先生の戦場での医療活動が評価され、アナン公国に訪問した時にお世話になった人だ。

　──結けつ婚こんしたら騎士団長夫人か。

　そんな考えがよぎったが慌あわてて雑念を取り去った。

「はい、おかげ様で！」

　あー、確かこんな人だったな。苦労一つ知らなさそうな邪じや気きのない笑顔。要するにボンボンのお坊ぼつちゃま君だ。

　でも……この人は勇ゆう敢かんにドラゴン討とう伐ばつに向かったんだよね。そして、自分の身も顧かえりみず、隊員をかばって。立派な人だし、性格がいいのはこの前の授賞式でわかってる。

　こんな素晴らしい人が……

「なんで私なんかに……」

　告白なんかされる筋合いなど、これっぽっちも思い浮かばない。

「……あなたのことが好きなんです。人を好きになるのに理由は必要ですか？」

　駄だ目めだ、住む世界が違う。頭の中がお花畑なのだろうか。

「今好きじゃなくてもいいんです。ただ、もっと僕のことを知ってもらいたいのです。最初は友達としてでもいいんです！」

　しつこく食い下がってくるゴードンさん。

　どうしよう、断る理由が見つからない。顔もいいし、家いえ柄がらも凄すごくいい。性格もまあ、頭にお花が咲いてるが、誰だれかさんみたいにひねくれた所もないし、いい。

「でも……」

　思わずそう口にしていて驚おどろいた、私から出て来る言葉が『でも』だったからだ。

　──結局、私はどうしたいのだろう。

「お願いします！」

　そんなこと考えている間も、ゴードンさんは深々と頭を下げ続けた。

「……わかりました！　わかりましたから……頭あげてください。その……ご飯なら、今度一いつ緒しよにお願いできたら」

　なんとかそう吐はいた。思わず顔が真っ赤にほてる。

「本当ですか！　よろしくお願いします」

　私の手をギュッと握にぎりしめて、満面の笑みを浮かべるゴードンさん。

　嬉しそうに、診療所を去って行った。




【ジーク＝フリード】




　オータムとゴードンという人が付き合っているという噂が出てきて一週間が経過した。

「ねえ、どー思います？　そのことについて」

　そうしていつものように噂発信の張本人だと思われるサリーが俺に感想を聞いてくる。

「そのゴードンって人はどんな人なんだ？」

「エリート中のエリート中ですよ。二五歳の若さにしてアナン公国の騎士団長ですからねぇ。あれだけ若いと団内からも外部からも足の引っ張り合いがあるもんですけど、家柄、人望、実力の三さん拍びよう子し揃そろってる上にあのテーゼ女王の信任も厚いみたいなのでそれもないし。それに、ルックスもこの上なく良くて社交界では各国の大臣や有力商人の令れい嬢じようがこぞって求きゆう婚こんしていると聞きましたけど」

　ふーん、まあ話を聞く限り、悪い男じゃなさそうだ。

「片や、一いつ介かいの医療魔術師で見習いと同階級の『ビジター』。平民育ちで人望はイマイチ、実力は飛び抜ぬけていますけどその分性格が超ちよう悪い。比ひ較かくしちゃうとエゲツないですね」

　サリーは俺を見て、大きくため息をつく。

　なんて失礼な助手なんだろうか。

「サリー、君は大事なことを忘れているぞ。この甘いマスクの色男を捕つかまえて。ルックスも加えればいい勝負だろうが」

「……はぁ、かわいそうなオータムさん」

　それどーゆー意味ー!?

「ところで、来週の火曜日オータムさんとゴードンさんデートなんですよ。どんな様子か一緒に覗のぞきに行きません？」

　サリーは当然のように提案した。

　恐おそらく、その日に俺が休みなのも知っている……恐ろしい子っ！

「いや、別に他人の恋こい路じを邪じや魔まする気はないよ。俺もせっかくの休日にそんなことするほど暇ひまじゃないし」

「またまたぁ、ラーマさんにフラれてどうせやることないじゃないですかぁ」

　そう言ってグサグサ人の心にナイフを刺さしてくるサリー。

「い、色々あるんだよ！　他にも色々……ほらっ、アレだ……なんだ……その……あー忙いそがしい」

「……清すが々すがしいくらい噓うそが下手ですね」

　サリーが呆あきれ顔でこっちを見る。




　その時、にわかに外が騒さわがしくなった。

「ジ、ジーク先生！　ゴブリンが……ゴブリンの大群がこっちへ向かってきます」

　ザックスが診しん療りよう室に慌てて入って来た。

　ノーザルでは、ゴブリンと人間との関係は良好ではない。

　三○年前、史上最強のゴブリンと謳うたわれたガーファーがこの地域で数万もの人間を葬ほうむったとされている。結局、ガーファーが討たれゴブリンとの関係は断絶したまま現在に至る。

　この診療所との関係を知らないザックスならば死の危険を感じ狼ろう狽ばいするのもわからなくはない。

「ああ、今行くからあんまり騒がないようにな。サリー、用意しといて」

「はーい」

　俺たちの落ち着きように、ザックスは目を丸くした。




　外へ出ると、ゴブリンの大群の中から一際異い彩さいを放ったゴブリンが出てきた。

　次期ゼノ族族長のグリス。ゴブリンと人間の大きさはほとんど変わらないのだが、その身体からだは他のゴブリンより一際大きく、鋼のような筋肉がそれを覆おおっていた。

「よお、今度はどこで暴れてきたんだ？」

　そうグリスに尋たずねると、相変わらず無愛想な様子で答える。

「バカラ帝てい国こく西部のトカサ地区で第二八隊隊長とやり合った。当然、ボコボコにしてやったが」

　相変わらず恐ろしいことをさらっと言う奴やつだ。

「ほらっ、サッサと怪け我が人連れてこいよ。中だと患かん者じやが怖こわがるからお前ら外な」

　さて、治療開始だ。

「ジ、ジーク先生！　なんでゴブリンと……」

　ザックスが驚きよう愕がくした様子で狼狽うろたえている。

「ああ、グリスは人間の血が四分の一入ってるんだ。普ふ通つうにしゃべれるよ」

「そ、そういう問題じゃなくて……なんで大量のゴブリンを受け入れてるんですか」

「この診療所とゴブリンは協定を結んでるんだよ。グリスはゴブリン七大種族の君主ザオリスの息子だ。俺たちが差し出すのは医療、ゴブリンたちに頼たのんでいるのは有事の際の防衛。まあ、抑よく止し力りよくだな簡単に言うと」

　中立国家ノーザルの中で、武力なしで生きていくことなどできない。しかし、バカラ帝国やバーネストロ共和国に与くみすると、どちらかの国には確実に恨うらみを買うことになるし、奴らと組むなんざ死んでもごめんだ。それに、三大大国の最後の一国であるアナン公国は、抑止力とするには場所が離はなれすぎている。

「それでも……人間じゃなくてゴブリンと手を組むなんて」

　ザックスは納得できない様子で呟つぶやく。

「元々ゴブリンは温和で一本気な種族だ。下手な人間より、全然信用できる。それに、グリスとの付き合いも長いしな……不本意ながら」

「黙だまれ、こっちの方が不本意だ。たわけが」

　小憎にくたらしく言い返してくるグリスになんの不快感もおぼえないのはやはり腐くされ縁えんだからなのだろう。




　俺がこの地へ転校し、グリスと同じ学園の生徒になったのは九歳の夏だった。学園ではグリスの他にゴブリンはおらず、更さらに身体が一回り大きいのもあってかクラスの中でも異質な存在だった。

　かたや俺も転校してきたおかげで、中々クラスに溶とけ込こめずにいたので必然的に行事や格かく闘とう実技など組まされることが多かった。

　元々ゴブリンの多い地域で育っていたためか、グリスのいかつい顔にもすぐに慣れたし不思議と馬が合った。

　いつもはいがみ合ってばかりだが、互たがいが危険になると助け合う。そんな奇き妙みような関係は互いが別の道を歩んでも変わらなかった。

　その後、グリスはノーザル防衛団の一員になった。かつての領主であるシーザス侯こうが設立した大陸屈くつ指しの防衛団で、その中でも部隊長を務めていた。




　シノが殺され頭に血が上ってバカラ帝国とバーネストロ共和国に乗り込んだ時も、黙って駆かけつけて加勢してくれたのがグリスだった。

　たった二人で大国の主城へ乗り込む者がいるなど、想像もしていなかったのだろう。幸運にも警備は薄うすく無事敵てき陣じんを突とつ破ぱし、両国王にこの地を干かん渉しようさせないという約束をさせることができた。

　今、考えるとよくぞ生きて帰ってこれたと思う。

　その後の事後処理を主に魔ま術じゆつ弁護人であるシエッタ先生とやってくれ、この診療所の不ふ可か侵しん条約、反逆罪に問わないことなどを両国に正式に認めさせた。

　その時だけじゃない。このゴブリンには感謝するべきことは星のようにあるのだが、そんなことは恥はずかしいので口に出すことは多分ないのだろう。




　診療所の外に即そく席せきのテントを構え、治療を開始した時、旧ノアシュタイン城からオータムが出てきて、嬉うれしそうにグリスに飛びついた。

「グリスさん！　お久しぶりです」

「オータム、相変わらず元気だな」

　そう言ってグリスはオータムの頭を優しく撫なでた。

　グリスはオータムの格闘の師し匠しようだ。付き合いも俺と同じくらい長くて、グリスのことを兄のように慕したっている……俺はクズ扱あつかいなのに。

　オータムは顔をあげて傷ついたゴブリンたちを見回す。

「あらぁ……また盛大に患者を連れてきましたねぇ」

「バカラ帝てい国こく騎き士し団の部隊長が功を早りやがったのだ。隊を率いて子どもと女が多い集落を襲おそってきたんだ。幸い死人は出なかったが」

　そうグリスが言うと、オータムは申し訳なさそうに下を向いた。

「安心しろ、襲ってきた人間も殺してはいない」

　慰なぐさめようとしたのか、オータムの頭を軽く撫でて答えた。

「……ごめんなさい」

　オータムは力なくそう答えた。

　人が作った物語や童話にゴブリンは獰どう猛もうで残ざん酷こくだと書かれている。しかし、実際にはゴブリンが人を襲うケースはほとんどない。人間にとって緑色の体が異質であるため、恐きよう怖ふに駆られた人がゴブリンの集落を襲う。そして、同どう胞ほうを殺されたゴブリンが怒いかり狂くるい人に襲いかかる。止まらぬ復ふく讐しゆうの連れん鎖さ、それが物語、童話に書かれているのだ。
















「お前が悪いわけじゃない。人間にも色々いる。もちろん、ゴブリンにもな。それに、殺さないのは情けをかけたわけじゃない。殺しの連鎖は一度続くと逃のがれられない。ただ、それだけだ」

　グリスはそう言ってニコリと笑った。

　種族が違ちがうからだろうか、大きく感じることはないがもしグリスが人間だったらその男っぷりに嫉しつ妬としているかもしれない。

「相変わらずグリスさんは素晴らしいですね……誰だれかさんと違って」

　そう言ってオータムがこっちを見つめる。

　何が言いたいんだお前は。

「じゃあ、もう行かないと。久しぶりに会えて嬉しかったぞ、オータム。ジーク、しっかり治しとけよテメー」

　魔術弁護人のシエッタ先生の依い頼らいで、グリスは人間とゴブリンの仲裁役となり大陸を東とう奔ほん西せい走そうしている。

「へん！　ドジって野たれ死ぬんじゃねーぞ──っだっ！」

　そういうと、横からオータムにどつかれた。

「ったく……相変わらずだなお前たちは。じゃあな」

　グリスは呆れているのか笑っているのかよくわからない顔をして去って行った。




　グリスが去っていく後ろ姿を見送りながらオータムは深いため息をついた。

「あー、相変わらずグリスさんは素敵だなー。誰かさんと違って」

　ふ、普通二回も言うか!?

「そんなこと言ってお前、聞いたぞ。今度、デートらしいじゃないか」

　反はん撃げきにからかってやろうとすると、オータムの顔が真っ赤になった。

「な、な、なんでジーク先生がそのこと知ってるんですか!?」

「診療所中の噂うわさじゃないか。って言いふらすのは一人しかいないと思うけど」

「……サリー、あのバカ」

「まあ、楽しんで来ればいいんじゃないの。お前にだってプライベートの時間も必要だと思うしさ。で、俺の休みももっと増やして──」

「……ジーク先生。私が他の人とデートしても……平気ですか？」

　ぽそっと呟いたオータムに思わず言葉を詰つまらせた。

「えっと……」

　なんだか、オータムの顔を見つめれば見つめるほどに、言葉がうまく出てこない。

「……なーんちゃって。ええ、楽しみますよ。余計なご心配をありがとうございます」

　すぐにオータムはいつもの表情に戻もどってゴブリンたちの治療に向かった。




　その日の夜、オータムの放った言葉が頭から離れなくなりベッドの上で眠ねむれずにいた。

『私が他の人とデートしても……平気ですか？』……か。

　くそっ、どんな奴なんだろう。

　治療に必死で顔とか観察する機会なかったな。確か、アナン公国の騎士団長って言ってたな……二五歳……金持ち……顔もいいらしいな……

　あー眠れんくそっ！　あいつのことなんて俺には関係ないはずなのに！




　　　　・・・




　翌日。ノーザルの都市ベネズエの中央広場の噴ふん水すい前の近くにある建物の陰かげ。

　隣となりにいるサリーのニヤニヤ顔が妙みように目障りだ。

「いや、違うよ。オータムが気になるとかそういうんじゃなくてたまたま約束がなくなって暇ひまになってちょうどべネズエに行く用事があってどんな男かなと思って」

「はいはい、ちょっと落ち着いてくださいよ」

　そう答えながらもいじわるそうな顔で俺を眺ながめるサリー。




　約束の時刻の三○分前に、一際豪ごう華かな服を纏まとった男が中央広場の噴水前に現れた。

「あっ、アレですよ。ゴードンさん。ねっ、かっこいいでしょ？」

　そうサリーが自信満々に言うが、俺はそうは思わない。

　ちょっと鼻が高くて、ちょっと目鼻が整っていて……ちょ……くっそー。

　やがて、オータムが小走りでやって来た。

　遠目で見て、一いつ瞬しゆん息が止まった。

　蒼あおに染まった薄うす手でのドレスでオータムの銀ぎん髪ぱつが一層映えている。長身でスレンダーな体形が逆に清せい楚そさを引き立たせている。月の光があいつの銀髪とドレスを照らし、思わず絵画に描えがかれている女神を眺めているような気持ちになった。

　普ふ段だん見慣れないその格好で歩いているオータムを通行人が全員振ふり向いていた。

　そして、息をきらしながら微笑ほほえみを見せるオータムに、思わず胸が高鳴る。

　アレ……こんなにオータムって可愛かったっけ。

「何を見とれてるんですか？」

　サリーがニヤニヤしながら俺の顔を覗のぞき込む。

「み、見とれてなんかない！」

　そう必死に否定しつつもオータムとゴードンの一挙一動から目が離はなせない。

　恐おそらく、オータムを遠くから見たのは初めてじゃないだろうか。笑いながらゴードンと話している様子に胸がざわめく。

「……何考えてます？」

　サリーがこちらを興味深げに覗き込む。

　どんだけ覗き込むんだお前は。

「……別に。なんか楽しそうでいいんじゃないか？」

　精せい一いつ杯ぱいの強がりは、即そく座ざにサリーに鼻で笑われる結果に終わった。

　そんなこちらのやり取りをよそに、オータムとゴードンは楽しそうに歩き出す。

「端はたから見れば、これだけお似合いのカップルもそういないですよねー」

「そ、そうか？　なんかバランスとれてなくない？　ほらっ、身長だってゴードン低めだし」

「まあ、ジーク先生よりは背は低いですけど、あれぐらいなら全然許容範はん囲いですよ。無む駄だに背が高くてウドの大木っぽい人よりはよっぽどマシだと思いますけど」

　なぜ俺を見る、サリー。




　オータムとゴードンの二人はやがてレストラン『チャリオット』に入って行った。

「……想い出のお店ですね」

　サリー、ちょっと何を言ってるかわからないですけど。

　こういう尾び行こうが慣れているのか、サリーは店員を呼んで誰にも気づかれないようにオータムとゴードンから少し離れた席に座った。

「でも、ここじゃあ声聞こえないな」

　何やら楽しそうに話をしているのは聞こえるが、内容までは聞き取れない。

「安心してください……はぁ！」

　そう言ってサリーは俺の耳に手を当てた。

　すると、段々周りの人の声が大きくなってきた。

「これは……」

「私が開発した魔ま法ほう『リアリー』です。聴ちよう力りよくを一時的に高める効果があって便利なんですよ」

　事もなげに答えるサリーだが、実はとんでもないことをやっている。

　通常、オリジナル魔法の開発は国家単位の研究機関が幾いく年とせの歳月と莫ばく大だいな資金を要して行うものだ。個人で魔法を編み出すなんてことはよほどの魔力と情熱、センスを必要とする。

　なんで……この子はその才能をこんなことにしか活いかさないんだろうか。

「でも、こんな盗ぬすみ聞きみたいな真似まね──」

「しっ！　黙だまって。聞こえないでしょ」

　そう言ってサリーは俺の口を指でふさぐ。

　慌あわてて振りほどこうとしたが、ゴードンの笑い声でついその手が止まった。

「なんだ、オータムさんこの店来たことあるんだ」

「えっ、ええ。まあ、某ぼう衝しよう撃げき的場面に出くわしまして……ブフッ」

　オータムはなぜか噴ふき出した。

　何かこの店に面白い思い出があるのだろうか。

「何かあったの？」

　ゴードンも同じ風に思ったらしく、楽しそうに微笑んでいるオータムを見つめながら尋たずねた。

「……いえ、こっちの話です。ゴードンさんはいつまでこのノーザルに滞たい在ざいしているんですか？」

「君が望むなら一生ここにいても」

　こんなキザなセリフを自然に言ってのけるのは普段からモテている証しよう拠こなのだろう。

「……ははっ」

　なんだかよくわからないような苦笑いを浮うかべるオータム。あいつの周りにはこんなキャラクターの男はいないので慣れていないのだろう。

「冗じよう談だんはさておき、次の任務があってね。明日には一度アナン公国に戻らなきゃいけない」

「……そうですか」

　そう言ってカフェオレを口にするオータムの表情は読み取れない。

「オータムさん……アナン公国に来ませんか？」

　そうゴードンがオータムを見つめて言った。

「はい、また遊びに行かせて頂きますね」

「そうじゃなくて……あの診しん療りよう所じよをやめて、アナン公国で暮らしませんか？」

　なっ……

　すぐに立ち上がろうとしたが、全力でサリーに押さえつけられた。

「シーッ！　ジーク先生、大人しくしてください」

　そう全力で睨にらまれた。




　一方、オータムは戸と惑まどった様子を見せる。

「何を言ってるんですか？　そんなことできる訳──」

「なぜですか？」

「……なぜって」

「あなたは忙いそがしすぎる。少しこの診療所から距きよ離りを置いて自分のやりたいことについて考えた方がいい」

　ゴードンはコーヒーを飲みながら言う。

「私、やりたいことはやってます。これが、私のやりたいことなんです」

　オータムの表情に迷いは感じられなかった。

「本当に？　立派な仕事だと思う。意義のある仕事だとも。でも、それが君の生しよう涯がいの仕事だって断言できる？」

　真しん剣けんに問いかけるゴードンを見つめるオータムの表情に少々の揺ゆらぎを感じたのは俺だけだろうか。

「それは……」

　思わず言葉を詰つまらせるオータム。

「誤解しないで欲しいんだけど、君の生き方を否定する気はないんだ。ただ、一度立ち止まって考えてみて欲しい。そして、願わくばその傍そばに僕がいられればと思ってる」

　爽さわやかな笑みを浮かべてゴードンはコーヒーに口をつけた。

「……」

　オータムはその質問には答えなかった。

　その表情からは何を考えているか全く読み取れない。




「どーします？　オータムさんやめちゃうかもしれませんよ」

「あいつがいないと……わかるだろ？」

　サリーだって一いつ緒しよの想いのはずだ。いなきゃ駄だ目めな理由は山ほどある。オータムがいないとシフトが回らないし、誰だれがこの診療所を仕切っていくというのだ。

「……もし、ジーク先生が私と同じ気持ちならオータムさんを止める権利はありませんね」

　サリーはそう俺を断じた。

「なんで!?　あいつがいないと……」

「もちろん、オータムさんがいなくなるのは寂さびしいし困りますよ。でも、今までずっと頑がん張ばってきてくれてたじゃないですか。もし、他にやりたいことがあるのなら気持ちよく送りだしてあげようってのが思いやりじゃないですか」

　サリーは真っ向から正論を浴びせてきた。

　もちろんそれに反論する余地など存在しない。

　あいつと働き始めてから、休きゆう暇かなんて指で数えられるほどしか与あたえてやれてない。毎日毎日夜遅おそくまで働き詰めで、自分の労働環かん境きようには文句一つ言うことはなかった。

　そんなあいつに対して俺が止める権利なんてないのはわかってる。でも……

　サリーは俺の顔を覗き込んで大きくため息をついた。

「……ほんっとジーク先生って鈍にぶいですよね」

「えっ……何が？」

「自分で考えてください！」

　珍めずらしく声を荒あららげるサリー。

「な、何で怒おこってるの？」

　いつも飄ひよう々ひようとしているだけに、その怒いかりの表情に恐きよう怖ふをおぼえる。

「あまりにもジーク先生が子どもだからです！　オータムさんもですけど」

「サリー……君、一五歳だよね!?」

　子ども……そう言われた。俺より四歳も下の女の子に。

「私はそういったものはわきまえてるつもりです。オータムさんとジーク先生は子どもです。少なくとも恋れん愛あいでは少女レベルです」

「うっ……」

「二人とも仕事ばかりで、まともな恋愛なんて一つもしてこなかったんでしょ？」

「失礼な……ラーマさんと……」

「食事行っただけでしょうが！　あんなもんじゃないんです！　恋愛ってのは！」

「あぁ！　い、言いやがった」

「言いましたとも！　オータムさんがかわいそうですよ！」

「か、かわいそう……何が？」

「そんなこと自分で考えなさい！　いいですか、あなたは自分の気持ちにもっと素直に向き合ってみたらどうなんです？」

「……」

「オータムさんはずっとあなたのことを考えています。それは……仕事上だけかもしれないですけど、あなたのことをずーっと！」

「……」

「ジーク先生、あなたもオータムさんのことをもっともっと考えてあげてください。それでもオータムさんがあなたを想っている一パーセントにも満たないんですから……」

「……」

　ふと、顔をあげるとすでにオータムとゴードンは会計を済ませて外へ出ていた。

　もっと、オータムのことを考えろ……か。




【サリー＝ミリアム】




「アリエ、お休み」

「はい、お休みサリーさん」

　そう言いながらアリエが部屋に入って行った。私も自分の部屋に入って椅い子すに座った。お気に入りの万年筆を片手に、日記帳を開いた。

　──さぁて、日記書かなきゃ。




　　　　＊




　今日は陽気が気持ち良かった。こんな日は決まってジーク先生が逃にげ出す算段を立て、オータムさんが断固阻そ止しするというのが恒こう例れいの行事だ。

「サリー、見張っといて。あいつ絶対に逃げ出そうとしてるから。こんな日が一番怪あやしいから」

「はいっ！　私、今日は窓が怪しいと思うんですよね」

　そうジーク先生の逃とう亡ぼう阻止計画をオータムさんと話していると、

「オータム、あのさぁ──」

　とジーク先生がやって来た。

「駄目ですよ患かん者じやが待ってるんですから」

　オータムさん、先生まだ何も言ってないのに。

「何言ってんの？　明日ってどうする？」

　あらっ、明日？　脳内の辞書を目いっぱい回転させた──確か、明日って新助手の面接日だったっけ……

「えっ！　もしかして覚えててくれたんですか？」

　オータムさんは嬉うれしそうに答えた。

　どうやら新助手面接のことではないみたいだ。

「え、うん。一応ね。シフトもあるからアリエとザックス、あとオータムでやろうと思ってるんだけど」

　──ガーン！　なんか知らないけど私、外されてる。

「いや、本当にありがたいですけど、集まって貰もらうほどのことでは……」

　なぜか照れているオータムさん。

「じゃあ、俺とオータムだけでいいか？」

「ええっ！　は、はい！　わかりました」

「時間は……一九時くらいでいいかな？」

　オータムさんは本当に嬉しそうに答えた。

「……わかりました。楽しみにしていますので」

「えっ？　ああ、楽しみだよな」

　会話が終わると、オータムさんが嬉しそうに部屋を出ていった。

　──あれっ、オータムさん、ジーク先生を見張るんじゃないんですか。




　　　　・・・




　昼休きゆう憩けい中もオータムさんのニコニコは続いていた。

「オータムさん、何かいいことあったんですか？」

　情報屋としては知らぬ行事などあってはならないところだ。

「えっ！　いやその、あはは。ジーク先生が忘れないでくれてたのが嬉しくて」

「明日のことですか？　その日って何の日でしたっけ？」

　この喜びよう。絶対に新助手の面接じゃない。

「いや……完全にプライベートなことなんだけど、明日は私がこの診しん療りよう所じよに勤めてちょうど七年目なのよね」

　これで合点がいった。私が知らなかったわけだ。私は五年前、アリエは四年前にこの診療所に来たから。でも、今までそんなことやってなかったのに。

　七年目……まあ、節目か。そう独りで納得する。

「でも、そんな日を覚えてるなんて、ジーク先生やりますね」

　──らしくない。と言うより、そんなに気が回るジーク先生なんて、ちょっと信じられない。

　これは、前に厳しく鈍どん感かんを指し摘てきした甲か斐いがあったか。

「……まあ、なんにしても嬉しいですよね」

「うん！」

　オータムさんは無む邪じや気きな声でうなずいた。こんなに嬉しそうな顔のオータムさんは久しぶりに見た。なんだかこっちまで嬉しくなってきた。




　その後、ジーク先生にちょっかい掛かけてやった。

「ジーク先生！　オータムさんの記念日を覚えてるなんて、ジーク先生も中々やりますね」

「記念日？　何の？　誕生日なら覚えてるけど」

「えっ！　だって明日ってオータムさんがこの診療所で働き始めてちょうど七年目の日でしょ？」

「……何それ？　新助手の面接日じゃ」

「はああああっ！　私、言いましたよね!?　鈍感なおせって。オータムさんのこともっと考えろって。何やってたんですか？　これまで何をしてたか私に順を追って説明してください！」

「い、いやだから色々労働環境の改善を……再来月にサプライズで三連休をロスと計画してて──」

　あかん……完全に履はき違ちがえている。

　やっぱりこの先生にそんなデリカシーや配はい慮りよを求めても無意味なのだ。オータムさんがガッカリしないように一から順に説明した。

「そうかぁ。だからオータムと話した時、嬉しそうにしてたのか……」

　淡たん々たんと言ってのけるジーク先生。

「なんでそんなに冷静なんですか？　このままじゃオータムさんガッカリするじゃないですか！」

「しょうがないじゃん、勘かん違ちがいなんだから！　正直に話せばわかってくれるだろ」

　ジーク先生はそう言って部屋を出て行った。

　まあ確かに今回の件はオータムさんの勝手な勘違いだ。結局、誤解だと説明するしかないかなと思いつつジーク先生の後を尾び行こうした。




　オータムさんの部屋に入ると、顔面蒼そう白はくなジーク先生がそこにいた。オータムさん本人は不在だったが、いかにも高級そうなドレスが綺き麗れいにハンガーに掛けられていた。

　──買ったんだ……新調しちゃったんだオータムさん。

「どうしよう……めちゃめちゃ気合入ってる」

　ジーク先生が震ふるえながら、呟つぶやいた。

　これは、大変なことになってしまった。

「どうするんですか？　どうするんですか!?　どうするんですか！　オータムさんめちゃくちゃガッカリするじゃないですか！」

「でも……だいたいそんな日覚えてるわけないじゃん！」

　──最低です、先生。

「どうしよ！　非常に困った。プレゼント探す時間なんかないよ」

　確かに今から店に行って戻もどってくる時間はない。

「とりあえずロス先生に相談しては？」

「……そうだな」




　その後、ジーク先生の勤務が終わり、ロス先生が交代勤務で診療室に入って来たので相談することにした。

「ロス、あの……オータムのことなんだけど」

「ああ、さっき話したよ。新助手の面接のことでしょ？」

「ええっ!?　オータムって何か言ってた？」

「いや……『兄さんに新助手の面接の時間を聞いたけど、一九時からなら俺も参加できるから行くよ』って言ったら何か考え出して……」

「それで？」

「いや……『わかった』って笑顔で言ってたけど」

　その笑顔は恐おそらく作られた笑顔だ。どうしよう。完全にガッカリしてる。

「何かあったの？」

　ロス先生が全く状況をわかってない顔で尋たずねてきた。

「いや……実は明日はオータムがこの診療所に勤めて七年目なんだよ」

「うん。知ってるよ」

「えっ！　お前知ってたの？」

「だって一年目は祝ってたでしょ？　今回も驚おどろかせてやろうと思って内ない緒しよで数人の弟子たちに密ひそかに準備させてるよ」

「ロス！　なんで俺にも言ってくれないんだ？」

「いや……特に理由はないけど……兄さんは多た忙ぼうだし助手には口が軽い子が一人いるしね」

　ロス先生が私をちらっと見たので、ニッコリと笑顔で返した。




　結局、私が謝罪文を手伝ってジーク先生に謝罪させる作戦にした。

　明らかに足の進まないジーク先生を、無理やりオータムさんの部屋に連れて行った。それでも中々ノックしないので、代わりにノックしてドアを開けて蹴け飛とばして強引に入れた。

　開いたままのドアからこっそり覗のぞくとオータムさんはベッドの毛布にくるまっていた。

「オータム……あのさ……」

「なんで返事がないのに入ってくるんですか？　出てってください！」

「明日のことなんだけど……」

「新助手の面接が一九時からあるんでしょ？　ちゃんと覚えてますよ！」

「いや、記念日のことなんだけど」

「……誰だれから聞いたんですか？」

「サリーから」

　ジーク先生は弱弱しそうな声で言った。オータムさんの目にはちょっと泣いた跡あとがあったような気がした。

「ごめん」

　ジーク先生が素直に謝ると、オータムさんは両手を重ねて豪ごう快かいに身体からだを捩ねじり、思いっきりみぞおちに両手をぶち込んだ。

「あごは！」

　ジーク先生からそんなうめき声がとびだし、みぞおちを抱かかえてうずくまった。オータムさんはうずくまっているジーク先生を見下ろして言った。

「これで許してあげます」

「ちゃんとパーティーは開くから……」

　ジーク先生は苦しみ、のた打ち回りながらも言った。

「私は、パーティーをして欲しいから怒おこってるんじゃないんです！」

「じゃあ……なんで……」

「もういい！　出てってください」

　オータムさんはそっぽを向いた。オータムさんの肩かたは震えているように見えた。

　──あっ、ジーク先生が後ろを向いて座っているオータムさんの肩を抱だいた。

「ばっ、なななにするんですか？」

　慌あわてふためくオータムさん。

「お前には本当に感謝してる。俺が今ここにいられるのはお前のおかげだよ」

　オータムさんは何も答えない。

「ただ、こういう記念日とかには無む頓とん着ちやくで……本当にごめん」

　しばらく沈ちん黙もくが続いた。

「ジーク先生……あの、もう少しこうしてもらっていても……いい……ですか？」




　──なんか、見ているこっちが真っ赤になる。

「あっ、サリー何してるの？」

　後ろからロス先生の声がした。間の悪いロス先生の声が。二人はその声にびっくりして即そく座ざに離はなれた。




　結局、ロス先生は昼ごろにサプライズパーティーを開いて、オータムさんはとても喜んだ。一九時には新助手の面接があり、二人を採用した。ジーク先生とオータムさんはお互たがいを少し意識していたのか口数が妙みように少なかった。




　　　　＊




　よし、今日の日記終わり！








第四章　そうだ、魔ま草そう師しになろう






【オータム＝アーセルダム】




　その日もジーク先生は診しん療りよう所じよで、何やら悩なやんだふりをしていた。

「うーん……」

　はぁ、思わずため息が漏もれる。

　この男はいつも休日のことしか考えてないな。

「どうしたんですか、ジーク先生？　休みならあげませんよ」

「違うって。最近、魔草の質が落ちてる気がしてな。ほらっ、これ」

　アレ……いつもとは違う展開に拍ひよう子し抜ぬけ。

　そして、ジーク先生から手て渡わたされたベスパ草を眺ながめた。

　ベスパ草は傷に効くと言われる魔草であり、医療魔術には重宝されている。更さらに顔を近づけてよく観察して見るが、特に異常はないように思える。

「うーん……見た目ではどこも変わってないみたいですけどね」

「……なーんか違ちがうんだよな。あっ、ロス。ちょっとこれ見てくれ」

　ちょうど廊ろう下かを歩いていたロスを呼び止めた。

「兄さん、どうしたの？　何、ベスパ草……だけど、ひどい品質だなこれは」

　やはりロスも即そく断だんした。

「なっ、なんでわかるの？」

　ある程度魔草についても勉強したつもりだが、特に問題なく育っているし、青々しい感じでいかにも効きそうだけど。

「ベスパ草に限らず医療魔術用に使用される植物にはみんな魔力が宿ってるんだ。ほら、魔草って一いつ般ぱん的には医療魔術に使用するから魔草って名前だと思ってる人が多いんだけど、古来からの意味は魔力が伴ともなっているから、魔草。そういう意味なんだ」

　ロスが得意満面な表情で説明しだす。

「……そんな話、聞いたことないし本にも載のってないけど」

「まあ、僕らには魔草の師し匠しようがいて、その人の知識だけどね。でも、実際に効果は実感してるよ。それだけ重要な要素でもあるからね」

「でも……いつもの業者から仕入れてるのに」

「恐らく魔草を採る人が変わったね。魔力に鋭えい敏びんな手を持ってたら、見分けられるもんなんだ。無意識にその業者の担当は魔力量の多い魔草を選別してたんだろ」

「……なに、私の手が鈍どん感かんだって言いたいの？」

　ロスに、本当は全然笑っていない満面の笑みを向ける。

「い、いやそんなことは……」

　慌てて否定を始めるロス。

　言ったも同然じゃない。

「まあまあ、オータムが悪いんじゃない。俺たちが凄すごすぎるだけだよ」

　ジーク先生、ぶん殴なぐりますよ。

「とはいえ困ったなあ。俺たちは治療しなきゃいけないから魔草の選別まではできないしなぁ。いい魔草師が雇やとえたら一番いいんだけど、中々いないんだよな」

　魔草師とは文字通り、魔草に詳くわしくて薬などを処方するのを業とする者だ。もともと専属の魔草師は膨ぼう大だいな知識と経験が必要な職業だが、ジーク先生やロスの話だと魔力が宿っているかどうか、判別できるほどの鋭敏な手が必要とのことだった。

　その時、私の頭の中にパッと名案が浮うかんだ。

「ジーク先生、私がなります。私が勉強して魔草師になっていい魔草を入荷します。もともと手配は私の仕事でしたし」

　そうよ、私が魔草師になれば、何の問題もない。

「えええええええっ！」

　ジーク先生とロスが揃そろって声を出す。

「なんですか、私にはやれないと思ってるんですか？」

　少しぐらい魔力が強いからって見下してんじゃないわよこの性悪兄弟。私だって頑がん張ばればやれるんだから。

「いや、そうじゃないけどオータムだって俺たち並みに必要な戦力なんだけど──」

「そこは何とかやってくださいよ」

「えええええええっ！　なに平然と言ってんのー」

　取り乱すジーク先生。

「うるさいなぁ、元々先生一人、助手三人でやってたじゃないですか。今はロスもザックス先生もいるし、見習い医療魔術師も見習い助手も結構いるじゃないですか。サリーとアリエがローテ組んで、あんたらがしっかりすれば絶対やれますって私いなくても」

　さっきのジーク先生とロスの態度で一大決心をした。私だって絶対にできるようになる。もともと自分の力量のなさにはほとほと嫌いや気けが差していたところだ。どうせなら超ちよう一いち流りゆうの魔草師になって腰こし抜ぬかすほどこの二人を驚おどろかせてみせる。

「か、患かん者じやはどーすんだー！」

　怒ど鳴なるジーク先生。

「私がいないくらいで駄だ目めなら死ねばいいんじゃないですか!?」

　きっぱりと言ってやった。いつもあなたが言ってることでしょ。私がいない分、あなたが頑張ればいいんです。

　どうせ私なんていなくったって困らないんでしょ！

「……オ、オータムがぐれたー、ロス、どーすんだーオータムぐれたぞー」

　騒さわぐジーク先生。

　うるさい、私は、魔草師になるんだ。




　魔草師になるという決断を下して一週間、やっと身辺整理ができた。意外にもアリエもサリーも反対してきた。お局つぼねの私なんか、目の上のたんこぶくらいに思っていたのかと考えていたけど、やっぱり引き留められると嬉うれしいものだ。

　そして、魔草師の先生にはかつてジーク先生とロスの師匠だったマギ＝ワイズバーグ先生がいいとの話だった。どうやら、今の魔草師界で、彼ほど膨大な知識と鋭敏な手を持っている人はいないらしい。ただ、魔草の研究のために各地を放ほう浪ろうしており、見つけ出すのは至難の業だという話だ。
















　でも、どうせならジーク先生やロスも驚くような実力になって帰ってきたい、そう思った。だから、迷うことなくマギ先生の捜そう索さくを決めた。

　ロスが手紙で交流しているらしく、マギ先生は最近までアナン公国のバークレイズという町にいたらしい。




　　　　・・・




　で、ここがバークレイズ。よーし、気合入れて探すぞー！

　アナン公国北部に位置する何の変へん哲てつもない町だが、その周辺の山々には希少な魔草が存在するそうだ。

「ところで、どうやって探すんですか？　オータムさん」

　黒医療魔術師見習いのサシャが不ふ機き嫌げんそうに尋たずねてきた。

　なんでこの子がついて来たかというと、ジーク先生に押し付けられたからだ。どうやら医療魔術師としてはイマイチ……いやイマヒャクらしい。

「……私、外出苦手なんですけどね。どうしても私の才能を活いかしたいって言うから仕方なくオータムさんについてきましたけど」

　黙だまれ、イマヒャク。水ささないでよ……とりあえず、情報収集から。

「情報収集と言えば、まずはやっぱり酒場でしょ。このまえ、バークレイズの町を観光した時に一いつ軒けんだけ見つけたの。とりあえずそこに行こ」

　せっかくの旅だ。ギスギスしたって仕方ない。

　そもそも、私がきつい性格だと思われてるのは現場がピリピリせざるをえない職場であるからで、本来の私は聖母のような気質の持ち主なのだ。うん、そう聖母気質。




　店の名前を確認しながら歩く……ルナッセ……ルナッセ……あっ、ここだ。酒場『ルナッセ』。やっと着いたが、扉とびらが閉まってる……閉店中か。でも、誰だれかいないかな。

「ごめんくださーい！　ご・め・んくださーい！」

　大声で叫さけんだ。でも、出ないな……とにかくドアを叩たたき続けよう。

　ドンドンドンドン……

　しばらくドアを叩き続けてると、酒場の店主らしき人が出てきた。

「ねーれーねーんだよ！　この張り紙が見えないのか！　まだ開店時間じゃないんだよ。と言うか朝っぱらからこんな所にきてるんじゃねえ！」

　あっ、寝ね起おきだこの人。寝ね癖ぐせが酷ひどいな。そして非常に怒おこってる。

「魔草師のマギ＝ワイズバーグについて何か知りませんか？」

「知らねえよ！」

「じゃあ、知ってそうな人教えてください」

「帰れぇ！」

　店主らしき人は持っていたコップの水をぶちまけてきた。




　酒場のマスターらしき人が扉を乱暴に閉めた。

「いやーん、ビショビショ。どーすんですかオータムさ──」

　ドッカーン！

　あれ、なんだか勝手に手が動いて、ドアが壊こわれた。

「な、何すんだこのクソ女……いた、いだい……痛いだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だつ！」

　うーん、やっぱりビンタじゃ気が済まないな。

「はぁ……はぁ……何すんだぁ──っておい、お前店をどうす──やめてぇっ！　それここで一番高いワイン！　だ、誰かぁ！」

　安心しなさい、全部割るから。

「ご、ごめんなさいごめんなさい！　調子に乗ってました！　僕、調子に乗ってました。マギさんですよね、探します！　責任もって探しますからぁ！　探しますからぁ！」

「……サシャ、まだ怒ってるの？」

　隣となりのサシャを見ると、怯おびえたように震ふるえていたが、全身で首ふりをしていた。

「彼女はもう怒ってないみたいだから私も全然怒ってない。そうよね？」

　店主の胸倉を摑つかんで持ちあげ、そう尋ねた。

「は、はい！　あなたは全然怒ってません。すぐにマギを探してきます」

　そう言って急いで逃にげようとする。

「あっ、あと訴うつたえようとしても無む駄だだから。騎き士し団長のゴードンさん、アレ、私の知り合いだから。あと、逃とう亡ぼうもね。わかってると思うけど」

　一応念押し。

「ええっ、あの勇ゆう猛もうな騎士団長の……い、いやもちろんです！　そんなこと一ミリたりとも思ってません！」

「一時間後ね、ついでに朝ごはん買ってきて。あっ、マギの情報は必ず取ってきてね。約束したんだから。じゃないと、酒場はもうないから」

「は、はいぃ！」

　酒場の主人は猛もう烈れつダッシュで走って去って行った。

「オ、オータムさん」

　なぜか知らないが、サシャは顔面蒼そう白はくだ。

　うーん、やっぱり情報収集は酒場に限るなー。




　酒場の主人が必死に取ってきた情報によれば、マギ先生は最寄りのゴブリンの集落で魔ま草そうの収集を行っているらしい。

　それからバークレイズの町を出て、店主から貰もらった地図が示す通り半日ぐらい東へ進んだ。途と中ちゆう、サシャがブツブツ文句を言っていたが少し注意をするとすぐに口を閉じた。なぜかはわからないが、怖こわがられているようだ。私、こんなに聖母なのに。

　平へい坦たんな道かと思ったが、人が絶対歩かないような山道をガンガン進んだ末にゴブリンの集落に着いた。

　もちろんそこに人間などはいない。

　ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン、至る所にゴブリンばかり。かと言って、ゴブリンたちは私たちを気にする様子などなく普ふ段だん通りに振ふる舞まっている。

　全てのサイズがゴブリン用で、立ち並んでいるもの全てが大きい。

「でも、ゴブリンって男か女かの区別がわかんないですね」

　サシャが周りを見回しながら呟つぶやく。

「ゴブリンは男女の区別がわかりにくい種族だしね」

　人となり……じゃなくてゴブリンとなりもよくわかんないなぁ。いったい、誰が親切なゴブリンで誰が不親切なゴブリンなんだろうか。わっかんないなぁ。

　まあ、それはゴブリンから見た私たちも同じことなんだろうけど。

　──じゃあ、思いきって声を掛かけるしかないか。だ・れ・に・し・よ・う・か・な……よしっ！

　あの人……じゃなくてあのゴブリンに決めた。

「あの、ちょっといいですか？」

「オイ、ニンゲン。イマ、オレニ　ハナシカケテルカ？」

　そう言われて周りを見回した。いや、他に誰もいないじゃないか。

「そうですけど」

「オマエ、ユウカン。ニンゲン、オレタチ　サケル」

「そうその通り。私は勇ゆう敢かん。で、一個教えて欲しいことがあるんですけど」

「ダメダ」

「……なんで？　私、勇敢だよ」

「オレヨリ　ツヨクナキャ　ダメダ」

　ええっ、何なのその基準。なんで強くなきゃ駄目なんだろう……でも、逆に考えれば強ければいいのかな。

「じゃあ、あなたを倒たおせばいいの？」

「ソウダ」

　ええっ、そうなの。まあ、いいや。とにかく、戦うか。

「よし、じゃあ行くわよ」

「ちょ、ちょっとオータムさん！　ゴブリンって戦せん闘とう民族でしょ!?　相手の方が強かったらどうするんですか!?」

　その時はその時。どうせ強くったって弱くったって戦わなきゃ教えてくれないんだから。

　──よしっ。

　できるだけ自然体でゴブリンに近づいた。

　予想通りの振り下ろしが放たれた……これは余よ裕ゆうで躱かわせる。懐ふところに潜もぐり込んで……やっぱりもう片方の手で押さえ込もうとしてきた。その手を払はらって全力で正せい拳けん突づき。

　私の一いち撃げきを喰らったゴブリンは呻うめいて地べたに跪ひざまずいた。

　──死んでもらっちゃ困るから軽めにしておいてやった。

「ウッググググ……オレノ　マケダ。ナニガ　キキタイ？」

　腹を押さえて苦痛をこらえながら聞いてきた。

「魔草師マギ＝ワイズバーグって人を探してるんだけど知らない？」

「……シラナイ」

　なによ！　勝ったら教えてくれると言ったじゃない。なんでも知ってるみたいな言い方したくせに。こっちは急いでるのに。

「噓うそつき！」

　そう言ってもう一発正拳突きをくらわす。今度はみぞおちに。

「ウグググッ……オレ　ヨク　ワカラナイ」

「ええっ、教えてくれるって言ったじゃない！」

　もう一発正拳突きをくらわす。またしてもみぞおちに。

「ググググ……ヴォエーっ、ヴォエエエエエエッ……ガンベンジデ……オデ　ジラナイ」

　泣きながらすがりついてくるゴブリン。

「オー、オータムさん、そのぐらいで」

　そう？　じゃあサシャに免めんじて許してあげることにした。

「じゃあ、知ってそうな人教えてよ」

「ワ、ワカッタ。アンナイ　スル」

　そうして、そのゴブリンはテクテク歩いて行く。歩ほ幅はば自体が大きく速度が速いので小走りでついて行く。正拳突きの影えい響きようか、途中何度も嗚お咽えつしていた。

　なんて軟なん弱じやくなゴブリンなんだろうか。

　しばらくすると、一軒の建物の前でそのゴブリンは止まった。うーん……酒場かなここは。どうなんだろう。外では陽気に踊おどっているゴブリン、吐はいているゴブリン、喧けん嘩かしてるゴブリン、倒れているゴブリンなど、様々だ。酔よっ払ぱらいは人間とそう変わんないなと少しおかしくなった。

　酒場らしきものの中に入った。机と酒はあったが、乱雑に置かれてる。多分整理整せい頓とんという言葉を知らないのだろう。ゴブリンは必死に聞き込みをしてくれていた。

「あのゴブリン、いいゴブリンですね」

　サシャがその働きぶりに感心して呟いた。

「そうね、まあ、ゴブリンは元来まっすぐな種族だしね。異質な容姿のため、人間にはその粗そ暴ぼうさしか伝わっていないけど……さっき噓つき呼よばわりして悪かったかな。後で謝っとこう」

「そっちより、正拳突きでどつきまわしたのを謝った方が……」

「なんか言った、サシャ？」

「いえ、いえいえいえいえ！　なんでもありません！」

　そんな風にサシャと雑談していると嬉うれしそうにゴブリンが戻もどってきた。

「ワカッタ。マギノ　バショ　ワカッタ」

「本当？　どこ！」

「チゾット、ティンバー。コイツラト　イル」

　そいつら誰だれ……。

「そのゴブリンたちはどこにいるの？」

「ヤツラノ　アジトガ　チカクニ　アル。コレ　チズ」

　そのゴブリンはそう言って一枚の紙をくれた。うーん、どこなんだろうこれは。ここが……現在地……かなぁ。まあ、でもこれで手がかりは得た。行こう。

「ありがとね。じゃあ、私行くから」

「キヲツケロ。アイツラハ　オレヨリ　ツヨイ」

「大だい丈じよう夫ぶ。あなた、弱いから。じゃあねぇ」

「あの……どうでもいいですが言い方ってものがあるんじゃ──」

「えっ、なにが？　そんなことより急ぎましょう」

　さっきから、サシャが怯えているように感じるのは気のせいだろうか。

　私、こんなにも聖母なのに。




　　　　・・・




「オータムさーん……もう歩けませーん」

　そう言って弱音を吐きながら座り込むサシャ。大きくため息をつきながら立ち止まって地図を見る。絵心のないゴブリンのくれた地図を解かい析せきした結果、ゼノ族の集落の近くであることがわかった。

　ゼノ族には、私の最も尊敬するゴブリンのグリスさんがいる。ゼノ族族長の息子であり、かつての師し匠しようだ。このチゾットとティンバーと言うゴブリンがゼノ族であれば、おそらく話は簡単だ。

　ゴブリンの集落を出て、更さらに北に半日ほど歩いた。途中雨が降ってきてビショ濡ぬれになりながらも、ゴブリンから貰った地図を何とか解読して目的地の小屋に到とう着ちやくした。

　その小屋は扉とびら、窓、全ての大きさがゴブリン用でかなり大きく広かった。見張りは……いないようだ。こそっと小屋に近づき、恐おそる恐る窓を覗のぞき込んだ。あっ、いるいる。二匹ひきともさっきのゴブリンと同じくらいの大きさだ。なにやら人質らしき子が……アレ、マギ先生じゃないよなぁ、女の子だし。よし、窓をソーッと開けよ──

「ナニモノダ。アナンコウコク　キシダンノ　モノカ？」

　げっ、バッチリ見つかった。こっちをジーッと見つめてる。

「何を訳のわかんないことを。人質を放しなさい」

　開き直ってそう答えながら、どさくさに紛まぎれて小屋の中に入った。一いつ匹ぴきのゴブリンが人質の頭を巨きよ大だいな手で覆おおった。少し力を入れればドラゴニアフルーツのようにグシャッと簡単につぶれてしまいそうだ。

　動くと人質を殺すってか、くっそぉ。

「ヒトジチ　コウカン」

　人質の頭を摑つかんでるゴブリンが言った。

「……交こう換かん？　誰と？」

「トボケルナ！　グリスサマト　コウカンダ！」

　もう片方のゴブリンが声を荒あららげながら壁かべを叩たたき壊こわした。

「グリスさんと？　何言ってるの？」

「トボケルナ。オマエラ　グリスサマ　ツカマエタ。ダカラ　グリスサマ　カエッテコナイ」

　なんだ。やっぱり騙だまされてるこのゴブリンたちは。

「あのねぇ。あんな化け物みたいに強い人そう簡単に捕つかまえられるわけないでしょ！　さあ、そこの人質返してよ」

「グリスサマ　カエサナイナラ、コイツ　カエサナイ」

　もうっ！　だからバカって嫌きらい。

「わかったわよ、サシャ、そこの人質とちょっと待っててくれる？　このゴブリンたちと悪い人間たち倒しに行くから」

「ええっ!?　普ふ通つう逆じゃないんですかぁ？」

「グリスさん人質にしてるって騙かたってるだけで詐さ欺ぎ師し決定なのよ。大方、アナン公国騎き士し団って名前を騙って威い張ばってるクソ野や郎ろうどもに違ちがいないんだから。行くわよ、チゾット！」

「オレ、ティンバー」

「と、とにかく行くわよ」

「ダメ、オレタチハ　ツヨイモノデナイト──」

　以下省略で締しめ上げた。




　　　　・・・




　自じ称しようアナン公国騎士団のアジトに到着した。休きゆう憩けいなしでずっと走りっぱなし。ゴブリンたちの心肺機能はどうなってるんだ。チゾットもティンバーもあれだけデコボコの刑けいにしてやったのに息もきらさずついてきた。さすがは大陸最強のゴブリン族であるゼノ族の戦士だというところか。

　要よう塞さいのように頑がん強きようにそびえ立つそのアジトは、とてもじゃないが姑こ息そくな輩やからがたむろする場所だとは思えなかった。規模が大きく、見張りも多数いる。何重もの魔ま法ほう壁へきも張られておりたとえバカラ帝てい国こくの小隊と一戦交えたとしても十分に耐たえうるほどの立派さを備えていた。

　アナン公国騎士団を騙った夜よ盗とうだと予想していたが、少し具合が違うかもしれない。

「アソコ、グリスサマ、アソコニ　イル」

　そう言ってティンバーがアジトを指差す。

　わかったから、ちょっとだけ息を整えさせて貰もらっても──

「グリスサマヲ　カエセエェ！」

　うわっ！　突とつ然ぜん大きな叫さけび声を出した。

　周りがパッと明るくなったと同時に弓が数本飛んできた。刺ささったら重傷は免まぬかれないだろう。どっちなのよ突然叫んだバカは。チゾットか、ティンバーか。

「ま、待って！　誤解です聞いてください！」

　本当のことを言うと、敵方から事情も聞きたかった。何か行いき違いがあったのなら話せば解決できるし、もし違ってもか弱く可愛い私には油断しているに違いないのだ。

　そんな中、チゾットとティンバーが前に出た。

「ニンゲンドモヨォォォ！　カクゴシロー！」

「カクゴシロ　カクゴシロ！」

「ちょっとー！　あんたたち少しは自重しなさいよ」

　バカなんだから！

「エ……アジトヲ　セメルンジャ　ナインデスカ？」

　んもうっ、バカって嫌い。ほんっと嫌い。

　アナン公国の騎士たちが次々と襲おそってきた。どうも想像と違う。連れん携けいのとれた動きでよく訓練されている。やはり、正規の兵隊たちだろうか。どちらにしろ、もう遅おそいんだけどね。チゾット、ティンバーが猛たけっちゃってすでにアナン公国騎士たちを蹂じゆう躙りんし始めてるし。

「……仕方ない。チゾット、ティンバー。殺さない程度に好きなだけ暴れなさい」

「ギャアアア──」

　こっからはチゾットとティンバー、凄すごかった。薙なぎ倒たおす薙ぎ倒す……二匹ともやっぱり強い。私よりは弱いけど。でも、騎士はまだ一〇〇人以上いる。

　狙ねらいがゴブリンに集中している今のうちに──

「そこっ！　そこにいるぞゴブリン、そこっそこっ！」

　ごめんチゾット、ティンバー頑がん張ばって。私、先行ってる。全力で叫び、二匹のゴブリンを囮おとりにしてアジトに突とつ入にゆうした。

　さすがに女がゴブリンと仲間だとは思わなかったのか別に気にもされなかった。と言うか私、よく考えたら囮とか関係なく、普通に入ればよかったじゃん。

　アジトの中に入り、階段を全速力で駆かけあがった。隊長室らしき部屋がある廊ろう下かまで来ると、そこには、まさしく見た顔があった。

「ゴ、ゴードンさん!?　何でここに」

　アナン公国騎士団長であるゴードンさん。ってことはまさにここは正規のアナン公国騎士団のアジトで決定だ……嫌いやな予感がした。壮そう絶ぜつに嫌な予感が。

「オ、オータムさん!?　あなたこそどうして……いや、そんなことより今はゴブリンの襲しゆう撃げきを受けている。早くあなたは安全な場所に避ひ難なんして！」

　ゴードンさんの優しい言葉に思わず、笑顔がひきつる。『実は私もその一味なんです』なんて口が裂さけても言えない。

「でも、どうしてチゾッ──あの二匹のゴブリンが襲撃に来たんでしょうか？」

「それが……最近テーゼ女王の姪めいであるシオン様が城から抜ぬけ出したんだ。それで、散々探し回ってやっと見つけたんだが、あの二匹のゴブリンと一いつ緒しよにいるところを発見して──」

「……で、あの二匹に攻こう撃げきを仕し掛かけたと？」

「血気盛んな部下がいてね。交こう渉しようする間もなく後ろから斬きりつけて、それでゴブリン共が激げき怒どして……」

　聞いていて思わず耳を疑った。まだ、そんなひどい行いをゴブリンにしてるなんて。

「騎士としても人間としても恥はずべき所業ね」

　冷たく言い放った、後ろから突然斬りつけるなんて……騎士の行いとは到とう底てい言い難いものがある。

『ゴブリン強者を好めど争わず』こんな格言があるほど、温和な種族だ。その容姿故に誤解されやすいが、子どもを襲ったりなどは絶対にしない。恐らく、チゾットとティンバーはそのシオンと言う女の子を保護していたのだ。

「……まったく、オータムさんの言うとおり」

「でも、なんでグリスさんが人質って話になるの？」

「その……僕はもともと、グリスと言うゴブリンがゼノ族族長の息子で人間とも交流があることを知ってたからね。人質を交換するという名目でシオン様の身の安全を保障させることを優先した。こちらは何とかグリスを捜さがして、あの二匹のゴブリンに事情を説明させようと思ったんだ」

　さすがは若くしてアナン公国騎士団長になっただけのことはある。その判断は、シオンと言う少女にとって一番安全性を確保できる方法だろう。

「でも、まさかここに攻せめてくるとは──」

　やばっ……それ、私のせいだ。

「そんなことよりオータムさん、安全な部屋に案内するから。おい、お前たちはあの二匹のゴブリンの討とう伐ばつにあたれ」

　そうゴードンさんは部下に指示した。

　廊下を歩いている最中、懐かしげにこちらをみるゴードンさん。

「オータムさん、それにしても久しぶりだね。もう半年ぶりぐらいかな」

「……うん」

　ゴードンさんはかなりマメに私に会いに来てくれたと思う。凄くいい人で、話も楽しかったけど……結局、半年前に私から交際を断った。何でかと聞かれると、非常に迷う。こんなに条件のいい人は滅めつ多たにいないし、実際に好きになってもいいかなとも思っていた。

　先導するゴードンさんの背中を見ながらそんなことを考えていると、

「オータムさん、僕、今度結けつ婚こんすることになったんだ」

　そう照れたようにはにかむゴードンさん。

「ええっ、そうなんですか。おめでとうございます。きっとゴードンさんの選んだ人だから素晴らしい人なんでしょうね」

　心の底からそう言うと、ゴードンさんは振ふり向いて苦笑いを浮うかべた。

「こんな時、少しは複雑な表情をして欲しいんですがね。フラれた側としては」

　そんなことを言われると、なんだか申し訳なくなる。

「あの……ごめんなさい」

「謝らないでください。あなたにとって、僕が一番でなかっただけなんですから。でも、今の僕にとってもあなたは一番ではないんですからお互たがい様です」

　そう言ってゴードンさんは笑う。

「ねえ、オータムさん……あなたにとって一番は誰だれですか？」

「……」




　その問いに答える前に、部屋に到とう着ちやくした。

　辺りを見回すと、魔法壁が幾いく重えにも張はり巡めぐらされており、扉とびらも頑がん丈じようだ。食料も十分に備び蓄ちくされている。確かにここならば安全性は確保できるだろう。

「……無ぶ粋すいな質問に答える前に、到着してしまったようですね。では、僕はこれで。強力なゴブリンだとは思いますが、アナン公国騎士団もそこまで弱くはない。ましてや、僕なら造作もなく倒せるでしょう。では……」

　そう言って、私に背中を向けた──ドッゴーン！

「ぐわっ！」

　壁かべにぶち当たって気絶するゴードンさん。ごめんなさい、マギ先生に会うためにあの二匹ひきには捕まって貰っちゃ困るんです。

　気絶しているゴードンさんの手足を縛しばって、安全だと言われた部屋に放り込んで、急いでアジトの外へ出た。




　外では、ボロボロになっているチゾットとティンバーがいた。アナン公国騎き士し団はほぼ全ぜん滅めつしていたが、唯ゆい一いつ残っている騎士が圧あつ倒とう的な魔ま力りよくを放っていた。不気味な笑みを浮かべこちらを見る騎士。ゾッと悪寒が体中に広がった。

　こいつ……かなり危ない。そして、強い。すでにチゾットは傍そばで気絶しており、ティンバーはその騎士に首元を摑つかまれ持ち上げられている。

「ティンバーを離はなしなさい！」

「おや、あなたこの役立たずのお仲間でしたか。所望ならお渡わたししましょう。ほおら」

　そう言ってその騎士は信じられないほどの速さでティンバーを投げてきた。

　危なっ……ガシャガシャガシャーン!!

　ティンバーは地面に激しく激げき突とつした。

「ティンバー！　だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……投げておいてなんですが普ふ通つう受け止めないですか？」

　う、うるさい。

　すぐにティンバーの元へ駆け寄よった。激突した衝しよう撃げきで傷だらけだ。他にも火傷やけどとか凍とう傷しようとか、生きてるのも不思議なくらいだ。

　こ、このぉ……よくもやったわね。

　瞬しゆん時じに二匹のゴブリンの状態を長年培つちかった経験で判断する。ティンバーはさすがにもう動けないが、チゾットは気絶していてまだ余力があるな……よしっ。

　プスッッとな。

「グオオオオオオオオッ！」

「な、何事!?」

　不気味な騎士がうろたえる程のチゾットの豹ひよう変へんぶり。その瞳ひとみが真っ赤に染まり、怒ど号ごうと共に騎士の方に全力で突とつ進しんを始めた。

　ガッキン。

　鈍にぶい音が響ひびく……魔ま法ほう壁へきでチゾットの進しん撃げきが阻はばまれた。

「フフフ……おーっほっほっほっほ！　そんな雑魚の突進などで私の魔法壁が破られるわけないでしょう？　おーっほっほっほっほ、おーっほっ……」

　不気味な騎士の高笑いが途と中ちゆうで消えた。チゾットが魔法壁を両手で強引にこじ開けたからだ。

「バ、バカな!?　魔法壁を強引にこじ開けるなんて！　くっ、メギドフレイム」

　不気味な騎士は慌あわてて最さい高こう峰ほうの灼しやく熱ねつ呪じゆ文もんをチゾットに浴びせた。やはり、この騎士は只ただものではない。でも──

「き、効かないだと！　そんな訳──ぎゃあああああっ！」

　灼熱呪文を喰らい続けながら突つき進すすんできたチゾットの豪ごう快かいな拳こぶしを浴びせられ、不気味な騎士は沈しずんだ。

　とどめを刺さそうとするチゾットに、すぐさま正気を戻もどさせる注射を打った。

「ア、アレ……ココハ？」

「そんなんどうでもいいから！　早く逃にげるのよ一刻も早く！　ほらっ、ティンバー背負って」

　そうチゾットに指示をして全力で逃とう走そうした。

　やってしまった……罪もないアナン公国騎士団の小隊を壊かい滅めつさせてしまった。まあ、やってしまったものは仕方がない。何とかばれなければいいのだが。

　反省しながらも先ほどの小屋に到着し、シオンと言う女の子の縄なわを解ほどいた。

　警けい戒かい心しんを解こうとして頭を優しく撫なでると、嬉うれしそうにすり寄ってくる。人ひと懐なつっこくていい子のようだ。

　もともと、強く縛られていたわけじゃなく彼女も怯おびえてはいなかった。どうやら、チゾットもティンバーも強制的に人質にした訳じゃなくシオンの提案を聞いてそうしたらしい。

「でも、なんで家出なんてしたの？」

　そう聞くと、シオンは哀かなしそうに下を向いた。

「だって……お父様もお母様もいつも忙いそがしそうで、追ってきて欲しくて。でも、お父様もお母様もあたしのことなんて全然心配じゃないの」

　子どもっぽい理由でホッと胸を撫で下ろした。まあ、それに付き合わされ、壊滅させられたアナン公国騎士団には悪いのだが。

「そんなことないわよ」

「だって、追ってきてくれないじゃない！　あたしのことが心配だったらゴードンたちに頼たよらなくったって──」

「きっとお父様もお母様も泣いてるわよ？　シオンのことが心配で心配で。シオンは二人を泣かせてもいいの？」

　そういうと、シオンは首を大きく振った。

「偉えらい子、じゃあ行こうか」

　そう優しく頭を撫でた。




　それから、最寄り町に建てられている衛兵所の傍に隠かくれた。

　数十秒で衛兵所に辿たどり着つける距きよ離りだ。少女一人でそこまで歩かせるとは言え、まさかこの間で誘ゆう拐かいされたりはしないだろう。

「ここからまっすぐあの衛兵所まで行くのよ。そうすればきっとお父様とお母様はシオンを泣きながら抱だきしめてくれるはずよ」

「……オータムさんは来てくれないの？」

「私は……少し用事があるから」

　すぐに逃げないと捕つかまっちゃうから。

「わかった……じゃあね、オータムさん」

　寂さびしそうにシオンは答え、衛兵たちの元へ走って行った。

　さて、逃げるか！




　　　　・・・




　その後、チゾットとティンバーの治ち療りようを行った。幸い命に別状はなく、私の応急処置も的確だったので事なきを得た。そして、大分脱だつ線せんしてしまったがマギ先生はどうやらゼノ族の集落に来ることになっているとのことだった。

　そういうわけで、今、ゼノ族の集落へ向かっている。

　ゴブリン最強の部族であるゼノ族。

　グリスさんの祖父にあたり史上最強のゴブリンだったガーファーを輩はい出しゆつした超ちよう戦せん闘とう部族だ。ゴブリンが温和な種族とは言えかつての因いん縁ねんから彼らを忌いみ嫌きらい、集落に訪れる人間はほとんどいないと言う。

　ゴブリンが一度怒おこれば、我を忘れその暴ぼう虐ぎやくさは留とどまるところを知らない。瞳が焰ほのおのように真っ赤に染まり、その戦闘力は何倍にも跳はね上がる。ティンバーとチゾットも平静な状態ならば勝てたが、仮にさっきのように怒った（半ば強引に怒らせた）状態だったらとてもじゃないが勝てなかっただろう。

　史上最強のゴブリンであるガーファーが何らかの理由でその状態に達したなら、その被ひ害がい状じよう況きようは想像に難くない。

　事実、それほどの人間をガーファーは殺さつ戮りくした。そしてその恐きよう怖ふは人間とゴブリンの間に暗く深い影かげを落としている。

「オータムさーん……もう歩けませーん」

　そう言ってまたしても弱音を吐はきながら座り込むサシャ。そう言えば、診しん療りよう所じよを離れてもう一週間が経たっている。

「……誰も心配してないんですかね？」

　サシャが座り込んでいじけている。

「一週間じゃ心配もなにもないでしょう？」

「でも、私ほどの美人がいなくなったら普通心配しません？　男どもなんていてもたってもいられませんよ。そうですよ、すぐに追ってくるはずですよね」

　はは。

「まあ期待しないで待ってたら？」

　そう言ってサシャの手を強引に引き上げて歩き始める。

　心配か……シオンが前に言っていた言葉がその時、妙みように頭に響いた。『だって、追ってきてくれないじゃない！　あたしのことが心配だったら──』か。

「オータムさん……なんで笑ってるんですか？」

「ん……ちょっとね」

　これじゃあシオンのような子どもと変わらないじゃないか。結局、私は……追いかけてきて欲しくて、診療所を出たんじゃないだろうか。魔ま草そう師しになりたいというのは、ただの言い訳で、本当は──

　顔をあげると、すっかり夜になっていて三日月が揺ゆれていた。

　ジーク先生……私、今無性にあなたに会いたいです。




【ジーク＝フリード】




　オータムが旅立って一週間が経過したが、診療所はいつもの通り開いていた。あいつの抜ぬけた穴は想像以上に大きく、俺やロスはもちろん、ザックスやアリエ、サリーなどの主力の医療魔術師や助手のシフトがえらい激務シフトに変わった。それでも、何とかオータムがいなくても診療所での仕事をこなしていた。

「ジーク先生……何ボーッとしてるんですか？」

「お、おお……」

　慌てて患かん者じやに呪じゆ文もんを唱えると、アリエがそれを見て制止する。

「ち、違ちがいますよ！　その箇か所しよはもう治しましたよね!?」

「す、すまん」

　俺としたことが。

「ジーク先生……どこか調子悪いんですか？　今まで一度もそんなことやらなかったでしょ？」

「うっ、鋭するどい」

　さすがは長年勤めてきた仲間だ。そして、アリエは特に人の機き微びに敏びん感かんだ。

「あっ、オータムさんが心配なんだ。ヒューヒュー」

「実は……そうなんだ」

「げっ、そんなにも簡単に認めちゃうんですか？　つまんない」

「オータムってな、自分が優しいと勘かん違ちがいしてるバーサーカーだからな。周囲に迷めい惑わくかけてないか心配で」

　そして、その周囲の迷惑はだいたい俺に及およぶ。

「バ、バーサーカーってちょっと酷ひどすぎませんか？　確かに仕事は凄すごく真ま面じ目めで厳しい人ですけど、プライベートは優しいですよ」

「そりゃ、お前たちは長年の付き合いで距きよ離り感かんわかってるからだよ。前なんか、横おう柄へいな兵隊を半殺しにして、馬で町中引き回して、俺に治療させて半殺しにして、馬で町中引き回して……一〇回は半殺しにしたかな」

「ま、またまたぁ！　私、サリーさんの次に古株ですけどそんな噂うわさ、聞いたこともないですけど」

「そりゃそうだよ……七年前のことだから」

「そ、それオータムさん一〇歳の時じゃないですか！　怖こわすぎますよ、それ」

　いや、だからあいつ怖すぎるんだって。

「サリーとアリエは俺が本気で医療魔術師やめて逃げ出そうと思ったら、逃げ出せると思ってただろ？　でも、俺、本気で逃げれなかったんだ……オータムが怖すぎて」

「いーやー、聞きたくなーい」

　アリエは必死に耳を塞ふさいだ。

「ここら辺はオータムのこと知ってる人たちだから、そんな無む謀ぼうな因いん縁ねん吹ふっかける輩やからはいないけど、バークレイズってアナン公国周辺の町だろ？　町にどんな被害があるか──」

　その時、サリーが息をきらして入ってきた。

　嫌いやな予感がした、壮そう絶ぜつに。

「オータムさんによる被害報告します。酒場一いつ軒けん、半はん壊かい。ゴブリン三匹びき半殺し、アナン公国騎き士し団小隊壊滅──」

　やっぱり聞くんじゃなかったー。

「急いで魔術弁護人のシエッタ先生に連れん絡らくして！　すぐに示談にするように掛かけ合って。金はいくらでも払はらうから！　懲ちよう役えきだけは何とか逃のがれさせて！」

　あの先生なら、何とかしてくれるはずだ。うん、そうだ。困った時はお金だ。




　　　　・・・




「ジークてめー貴様バカ野や郎ろう！　何とかできるわけないじゃないかー！」

　水すい晶しよう玉だま越ごしにシエッタ先生の怒ど号ごうが響ひびく。

「そこを何とか！　実弾おかねならあるんで！　いい子なんです」

「いい子は騎士団小隊壊かい滅めつさせたりしないんだよ！」

「お願いします！　物理的にあいつがいなきゃシフト成り立たないんです！　先生は俺に今後一〇年間休みなしで働けって言うんですか!?」

「知るかー！　七年前に示談にできたことだって奇き跡せき中の奇跡だったんだ！　そもそも一〇歳で一人の人間を一〇回半殺しにするなんざどれだけ凶きよう暴ぼう少女だよ！　あれは……未いまだかつてない厳しい裁判だった……とにかく、すぐに連れ戻もどしてこい！　これ以上暴れさせたら俺が貴様を訴うつたえるー」

　そう言い残して水晶玉の映像はこと切れた。

「……どうします？」

　アリエが聞いてきた。

「やっ……まあ、あの先生だったらなんだかんだで何とかするだろう。巧たくみな魔術と話術で法ほう廷ていでは無敵を誇ほこってる先生だ」

「連れ戻しには行かないんですか？」

「いや、今忙いそがしいし──」

　そう言いかけた時、いかついゴブリンが入ってきた。

　──げっ、グリスだ。何でここに。

　ゼノ族族長の長男であるゴブリン、グリス。恐おそらく大陸には一人しかいない人間とのクウォーターで、言語と知能は人間以上。迷惑なことにオータムの格かく闘とうの師し匠しようでもある。

「ジーク……シエッタ先生曰いわく『貴様の行動はお見通しだ』そうだ、行くぞ。ゼノ族をオータムに壊滅させられちゃかなわん」

　グリスは無表情に答えた。

「そんな勝手な！」

「……お前にだけは死んでも言われたくない」

　岩石のような拳げん骨こつが飛んできた。ったたたた……

「じゃあ、すみませんがジークを借りていきますので」

　グリスはアリエとサリーに頭を下げた。

　その礼れい儀ぎを忘れないところとか本当に面めん倒どう臭くさい。

「アリエ、サリー何とか言ってやってくれ！　俺なしでシフト大だい丈じよう夫ぶか？　大丈夫な訳ないだろう？　患者のこと考えたら──」

「いってらっしゃーい」

　こんな時だけ、声揃そろえてんじゃねえよ、お前ら。




　半ば強引に診療所の外に出された。そして、なぜかロープで全身をまかれて、グリスと繫つながれた。

「グリス……な、なんだこのロープは。さすがに罪人みたいな感じはやめてくれよ。普ふ通つうに旅しようぜ。逃にげられないことなんてわかってるんだから」

　せっかくだから、ぶらり二人旅ってことで。買い食いしたり、観光したり。まあ、いかついゴブリンとなんて本当はやだけど。

「旅？　誰だれが旅すると言った。今、奇き遇ぐうなことにマギ殿どのはゼノ族の集落にいる。オータムが暴れだす前につかなきゃならない。全力で走るから……まあ、死ぬなよ」

　──えええええええええっ！

　グリスは突とつ然ぜん猛もう烈れつダッシュを始め、俺を引きずり出した。いとも簡単に体が動く。もしや、このロープって……お前の全力疾しつ走そうについてこいって意味!?



















　　　　・・・




　診療所を離はなれ、いきなり草むらを歩き出すグリス。ここまでは全然予想できた。やがて橋が見えて来たけど、なぜか橋に向かわずその下の川に向かっている。

　こ、このゴブリンまさか!?

「グ、グリス……いや、グリスさん！　川はやめましょうよ。今は真冬で……ぎゃああああああ冷たい冷たいぃぃぃぃ」

　この寒空の中でバシャバシャバシャバシャ突つき進む。急な川の流れにも耐たえながら何とか川を上がったかと思ったら今度はスピードを更さらにあげた。

「ぜ、ぜ、全力疾走で走らなくてもいいじゃなねーか。痛い痛っ痛いだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ──」

　疾走中、枝とか草とかがバシバシ当たった。当然、グリスの体力について行けるはずがないので、グリスの袖そでを摑つかんで引きずられた。

　こりゃあ楽だと思って、そのままずっと引きずられてたら途と中ちゆうでっかい石につまずいて流血。途中からやはり走ってついて行こうと心に決めた。

　それからしばらく走った後、やっと森を抜けた。

　眼前には遠い景色しか見えない──ん？　ちょっと、そっちには道がない。道がないですよお兄さん。

「おい崖がけから飛ぶ必要なんてあるのか！　ゴブリンてそんな秘境に住んでるんか!?　だとしたらもっと人間と友好を深めてもっと町の方に……とーばーなーいーでー」

　いきなりのダイブ。離してと言うより摑ませてくださいって感じだった。

　そこから先、俺の意識は途と絶だえた。




　　　　・・・




　うーん……眠ねむい……痛いたい……痛いたっ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだぁ！

　目を開けたら、グリスが俺をビンタしてた。

「はぁ……はぁ……着いたぞ。ここがゼノ族の集落だ」

　まず目に入ったのは、屈くつ強きようなゴブリンたちが声を荒あららげながら戦っている光景だった。

　以前にもゴブリンの集落に行ったことがあるが、そことは少し雰ふん囲い気きが違ちがう。さすがはゴブリン最強の部族。全てのゴブリンが何となく強そうだ。しばらく北へ歩くと、大きな家らしき建物に着いた。屋根と大きな柱があるだけで全てが吹ふき抜ぬけになっている。冬とかは寒くはないのかと思わず疑問が浮うかんでくる。その屋根の下には老人のゴブリンがいた。

「グリス。キャクジンガ　キテル」

　そう言ってでかい柱の陰かげを指差すと、マギ先生が本を読みながら寝ころんでいた。

「マギ殿！　お久しぶりです」

　グリスが駆かけ寄よって深々とお辞じ儀ぎをした。

「お久しぶりです。ちょうどこの近くを探たん索さくしていたもので。まさか、グリス殿がここに来られるとは何たる偶ぐう然ぜん──げっ！　ジークもおるんか」

　先生ー、どういう意味ですか!?

「相変わらず秘境だの古代の魔ま草そうだのを追いかけてるんですか？　その膨ぼう大だいな知識と経験を医い療りよう魔術界に少しでも活いかせないですかね」

　マギ＝ワイズバーグは根っからの研究者だ。その実力は尊敬するものではあっても、俺とは方向性が合わない。

「ふん、儂わしは好きなように生きとる。お前も好きにせい、それでいいじゃろ」

　そう、確かにこんな気に食わない師匠だった。

「ところで、グリス殿に頼たのみがある。そこのザオリス族長に『穴倉』を見せてくれるよう頼んでくれないか？」

「ふう……まあ、マギ殿の頼みならば断われませんな。案内しますよ。なあ、ヴォラゴス。別にいいよな」

　ヴォラゴスと呼ばれた老人のゴブリンはゆっくり頷うなずいた。

　グリスが先導し建物を出て北へ向かい、大きな屋根がある建物に到とう着ちやくした。

　どうやらここがザオリスって族長の家のようだ。族長なんだから豪ごう邸ていを想像していたが、どうやら予想は的外れのようだった。さっきの建物と同じく藁わらで敷しき詰つめられた屋根が今にも崩くずれ落ちそうな柱で支えられている。そして、部屋の仕切りなど遮さえぎる物がないので、そこに座っているゴブリンが恐らくザオリス族長なんだろう。

　早速、グリスは座っているゴブリンの方へ向かって行きお辞儀をして座った。

「族長、今戻りました。こちらは友人のマギ殿とジーク殿です」

　初めて『殿』ってつけられた。いつにも増して礼儀正しい。

「……そうか。客人よ、ゆっくりされるがよかろう」

　ザオリス族長はグリスに背を向けながら話した。

「それで……あの、一つお願いが。マギ殿は魔草師でゴブリンの知識に非常に興味を持っておられる。そこで『穴倉』へ案内し、我々の叡えい智ちを見せたいんです」

　そう言うとザオリス族長がこちらを振ふり向いた。

「……そうか、ちょうど人間の客人二人がそこにいる」

「それってまさか……オータムじゃ……」

　そう尋たずねると、ザオリス族長は頷いた。

「それなら話は早い。早速、向かうとします。でも、父上が人間に『穴倉』への立ち入りを許可するなんて意外でした」

　ザオリス族長はかつて『オデッサの戦い』を引き起こした史上最強のゴブリンガーファーの息子だ。人間に決していい感情は持ち合わせていないだろう。

「仕方なかろう、チゾットとティンバーの恩人だ。それに、我らは強き者を好む。あいつらを正せい拳けん一いち撃げきで倒たおせるほどの者を拒こばむ必要はない」

　オータム……あいつどんだけ強いんだよ。と言うか、あいつ、何してたんだよ。

「では、儂は早速『穴倉』まで調べに行かせてもらいます。ああ、とうとうゴブリンの叡智を……念願の……ふふふふふ」

　マギ先生が不気味に笑った。




　ザオリス族長の家を後にし、更に北へ歩いた。

　道中、マギ先生がしきりにゴブリンの『叡智』についてのご高説を述べだす。

『穴倉』とは、言わばゴブリンの書簡庫だ。どの集落にも一つは存在するが、最古の部族であるゼノ族のそれは必然的に歴史的価値が高い。

　本来ゴブリンは物に執しゆう着ちやくがないと言われているが、『穴倉』に保管されているものに関してはそれは当てはまらない。それは、集落のゴブリンが息を引き取った時に、そのゴブリンが愛用していた書物（主に日記）がそこに保管されるからなのだろう。

　通常、ゴブリンには墓を建てる習慣がない。遺体は森に埋うめられ、そこにリコの実を埋める。それはやがて、巨きよ樹じゆとなりゴブリンに恵めぐみをもたらす実をつける。

　ゴブリンにとって『穴倉』は彼らの『叡智』を吸収するものではなく、愛する者を思い出すための場所なのだ。

　だからこそ、物に執着心のないゴブリンが代々厳重に守っている。

　そう執着の塊かたまりであるマギ先生は道中に力説していた。




　数分後、『穴倉』に到着した。マギ先生があれだけ言うからもっと凄すごい建物を想像していたが、見た目は何の変へん哲てつもない洞どう窟くつ。グリスが構わず下に下りていくのでマギ先生と共に後に続いた。

　しかし、中に入って驚おどろいた。そこには長く長く続く道に乱雑に置かれている莫ばく大だいな書物の山。早速、マギ先生が最初の本を信じられないほどの速さで読み始めた。

　その奥に本を読みふけっているオータムと本を枕まくらに眠っているサシャがいた。

「オータム！」

　そう言って声を掛かけると、こっちに気付いたオータムが信じられないほど可愛い顔をした。元々、毎日会っているから気づきにくいが、オータムは凄く綺き麗れいな顔をしていることに改めてドギマギさせられる。

「ジーク先生……来てくれたんですか？」

　その、いつもとは違う喜びように戸と惑まどった。

「おう、元気だったか？」

「え、ええまあ。ジーク先生はどうしてここに？」

「ええっと……ほらっ、お前がどうしてるのかなって」

　なぜだか会話がギクシャクしている。そういえば、こんなにオータムと顔を合わさなかったのは久しぶりだ。

「……もしかして、心配して来てくれたんですか？」

　オータムの声が嬉うれしそうに響ひびく。実際には違う。違うんだけど、そう言ってやりたい衝しよう動どうに駆られた。お前に会いたくて……俺はここに来たんだと。帰ってきて欲しい、帰ってきて俺の横にいて欲しいんだと。

「ほらっ、アレだ……これ以上お前に暴れられたら困るんだよ。それに仕事にも支障が出るし。だから、その……帰るぞ」

　しかし、俺の口から吐はかれたのは強がりだった。

　途と端たんにオータムの表情が悲しそうな顔になった。ヘタすれば、泣いてしまうんじゃないかってくらい悲しい表情に。

「……一人で帰ってください。私、行かない」

　オータムはそう言って、そっぽを向いた。

「何、言ってんだ？　お前がどれだけ迷めい惑わくかけてるか知ってるか？　患かん者じやだって仲間にだって迷惑かけてる。お前が必要なんだよ」

　そんな風に言うつもりじゃなかった。でも、出てきた言葉はそんな言葉だった。

「……行かない。私、ここに、いたい」

　オータムはこっちを見ずに答える。

「魔草師の勉強なんて他の場所でもできるだろう？　なんだったらマギ先生を呼び出したっていい。この先生金に汚きたないんだ。なあ、それでいいだろう？」

「……なんで？」

「何がだよ」

「他に一つくらい言えないの？」

　オータムにそう言われて心がチクリと痛んだ。

　俺は、お前にいくつ優しい言葉を掛けたことがあっただろうか。

「そういうの、苦手なんだ」

　思わず言い訳していた。

「……なら、いい」

「はぁ？」

　言ってる意味がよく、わからない。

「……何の言葉もないなんて、あんまりだから、いい」

「しょうがないことじゃないか。俺たちには仕事がある。それは事実だろ」

　そんな言葉しか、俺は言えないのか。そう心の中で思いながらも吐かずにはいられなかった。

「……もういい！」

　オータムの頰ほおに涙なみだが流れる。

「じゃあどうすればいい！　何かしてやれることがあるか？　言えよ！」

　苛いら立だっているのは、何もできない自分に。この気持ちを、何も言ってやることのできない自分だ。

「して欲しいことは……何もないけど、何か、せめて……一言……！」

　オータムは俺に背を向けてそう言った。

「……わかった、もういい。お前はクビだ」

　そう言葉にした瞬しゆん間かん、時間が止まった気がした。

　あまりにも腹が立っていた。今までにないくらい。

　会いたかった……無性に会いたくて……俺はお前を迎むかえに来たんだ。

　そう言いたかったはずなのに、真逆を吐き捨てて出て来てしまった。

　違う……本当に言いたいことは別にあったんだ。

　何度も何度もそう自分に言い聞かせたが、ついにその足は止まることはなかった。

　外へ出て空を見上げると、月はどこにも見当たらなかった。




【オータム＝アーセルダム】




　ジーク先生が出て行って、クビを宣告されて、どれだけの時間立ち尽つくしていただろうか。

　──やってしまった。

　思わず、その場にしゃがみ込んで膝ひざを抱かかえた。どうしてこんなことになってしまったのだろう。寂さびしかった……会いたかった……そう伝えたかっただけなのに。

「お前……名前は？」

　本を読みながら、老人が尋ねてきた。

「……オータムと言います。マギ＝ワイズバーグ先生ですよね？」

「フム……いかにも。しかし、中々いい見世物だった。あんたは儂のばあさんにそっくりじゃのう」

　そう言いながら振り返り、懐なつかしげな表情で笑いかけた。

「……すみません、お恥はずかしいところを。私が悪くて、ジーク先生が正しいことなんて、わかってるんです。みんなに迷惑をかけていることも。さあ、ジーク先生に謝ってこなきゃ」

　そう言って、立ち上がろうとするとマギ先生は私の腕うでを優しく摑つかんだ。

「いい、ここに、おれ」

「でも……私が間ま違ちがって──」

「あんたは、間違っちゃおらん。ジークが悪いんじゃ」

　予想外の言葉が、マギ先生から降りてきた。

「そんな、だって、私が勝手で──」

「男はな、自分が悪いって思うといかにも正論っぽく理論武装して返すもんじゃ。あんたが何に怒おこってるか、わかっていてもな。女ってのは不思議な生き物でな、愛を知って生きているから、その言動は大いに正しいんじゃ。のう、グリス」

　そう言って、マギ先生はグリスさんに笑いかける。

「いえ、武骨者の私にはその手の話は──」

　グリスさんは照れているのか、その緑の顔を紫むらさき色いろに変色させていた。

「一つ面白い話をしよう。ある女がいた。その者は変わり者で、一人のゴブリンを愛してしまった。そして、そのゴブリンもまた変わり者で、その女を愛してしまった」

「……その二人はどうなったんですか？」

「やがて愛する二人は一いつ緒しよになり、子が生まれた。その女は身分の高い女だった。多くの人間から命を狙ねらわれてやがて命を落とした。ザオリスというゴブリンと人間のハーフを遺のこしてな」

　グリスさんのお父さんのことだ。

「それで……その……夫のゴブリンはどうしたんですか？」

「人間を憎にくんで狂くるったように人を殺したよ。不運なことに先代ゼノ族族長ガーファーは史上最強のゴブリンだった。幾いく万まんの血が流れ、まさにバカラ帝てい国こくを陥かん落らくせんとする勢いで殺さつ戮りくを続けた……そして、最後は最愛の息子であるザオリスに討たれた」

　淡たん々たんとした声でマギ先生は呟つぶやいた。

　小さい頃ころの教科書に載のっていた『オデッサの戦い』。

　ガーファーを討つために人間は国家を越こえて連合軍を結成した。大陸一の魔ま術じゆつ師しであるテーゼ様率いるアナン公国騎き士し団、五侯こう率いるバーネストロ共和国軍、そして討とう伐ばつ団の盟主であるギュネス。伝説的な剣けん士しであり当時バカラ帝国聖騎士団だった彼が連合軍を率い、幾日もの攻こう防ぼうを経てやがてガーファーの首を取ったとされている。

　教科書では彼らの伝説的な戦いぶりだけが記され、こんな悲劇の記き載さいはない。

「……哀かなしい話ですね」

「そうか？　儂わしは少し羨うらやましくも思ったんじゃ。ガーファーはそれだけ深く妻を愛した、ただそれだけじゃ。そこまで愛された女は幸せではないか？　なあ、グリス」

「……」

　グリスさんは何も言わなかった。

「まあ、待っておれ。ジークは不器用でバカで阿あ呆ほうだが、愚おろかではない。待っておれば、いずれはあんたが笑顔になる答えを持ってくるだろうよ」

「……はい、わかりました」

　少し心が晴れてきた。

　私は孤こ児じだったからよくわからないけど、もしおじいちゃんがいたとしたらきっとこんな感じなのかなぁ。

「あっ、そうだ。当初の目的忘れてた。私に魔草について教えてください」

「いや、儂はこれからこの大量の文ぶん献けんを──」




　ドッゴーン！

　正せい拳けん突づきで岩をぶち破ってみた。

「はい、わかりました。何なりと」

　よーし、勉強勉強。




【ジーク＝フリード】




　結局、オータムを連れて帰ることができないまま、診しん療りよう所じよに到とう着ちやくした。その間、自分の頭に様々なことが駆かけ巡めぐる。

　俺は、あいつをどうしたいのだろう。

　帰ってきても、サリーとアリエには言い出せなかった。ヘタしたらストライキが起きるし、まだどこかでオータムが戻もどってきてくれるかもしれない……そう思っていた。




　しかし、そんな儚はかない想おもいを裏切るように、一ヵ月経たってもオータムは戻ってこなかった。いつも通りの治療……オータムがいなくて休みも取れないが、何とかギリギリ間に合っているという現状。あいつがいなくても何とか仕事ができているという事実に、言いようのない寂しさを覚えた。

　しばらく、そんな日々が続いていた時、ロスが神しん妙みような面持ちで声を掛かけてきた。

「兄さん、ちょっと来てくれないか？」

　言いたいことは、わかっていた。

「いや、ちょっと今は治療で──」

「オータムは、兄さんの気持ちが知りたいんじゃないか？　兄さんは、結局、どうしたいんだ？」

　ロスは怒るわけでもなく、諭さとすように俺に問う。

　問われて、ますます、わからなくなった。結局、俺はどうしたいんだろう。オータムがいなくて、ポッカリと開いた穴がいつまでも塞ふさがらない。でも、それをあいつに言えば、あいつは受け入れてくれるのだろうか……いや、あの時は受け入れてくれたのかもしれない。でも、今は違うんじゃないか？　クビと言い放った俺に愛想を尽かして、もうあの場所にはいないんじゃないのか。

　答えが出ぬまま、更さらに日にちは経過した。

　そして結局、俺はオータムを迎えに行ってない。その決断をしなかった。

　いや、そんな風に言えば聞こえはいい。俺は要するに、今まで培つちかってきた関係を捨てられなかったんだ。俺は、迎えに行けたはずだった。そして、オータムへの想いに噓うそはなかった。

　でも、俺はあいつを突つき放はなした。俺は迎えに行かなかった。答えを知るのが怖こわくて。今の関係を壊こわすのが、無性に恐おそろしくて。

　でも、だから、でも、だが……そんなことを頭の中で繰くり返しているうちに、それ以上、身動きが取れなくなっていた。

　気がつけば、オータムが去ってからすでに二ヵ月が経過していた。








第五章　決戦は結けつ婚こん式






【サリー＝ミリアム】




「あっ、ちょっとサリーさんどこ行くの!?」

　アリエの制止を無視して私は部屋へ走った。

　やばい、やばいこれは緊きん急きゆう事態だ。急いでお気に入りの万年筆を手に取って、日記帳を開いた。今回は座って書いている時間はない。すぐに出発して走りながら筆を走らせる。

　──とにかく、日記書かなきゃ。




　　　　＊




　今日は耳よりな情報が入ってきた。昔、オータムさんに求きゆう婚こんしたアナン公国騎士団長ゴードンが結婚するというのだ。もちろん、相手はオータムさんではなく別の人だった。

　オータムさんは多くは語らなかったが、私の情報網もうだと友達で終わっちゃったパターンだった。

　──さーて、ジーク先生からかいに行かなきゃ。

　情報は迅じん速そくさが命。すぐさま、ジーク先生の診しん療りよう室へ向かった。

　最近、あの人は元気が足りない。それもこれもオータムさんがいなくなってからだ。仕事は普ふ段だんより力が入っているが、時折空を見ながら深くため息をついている。

　そういう人には、たまには刺し激げきが必要だろう。

「ジーク先生、ジーク先生大ニュースですよ！」

「……どーせ、ろくでもないニュースなんだろ？」

　ほらっ、ツッコミも元気がない。

「いえ、本当に大ニュースなんですって！　何とあのゴードンさんが結婚するんですって！」

　そう言った途と端たん、ジーク先生の手がピタッと止まった。

「ちょ、先生！　そこで止めちゃ……止血が全然できてませんけど！」

　いくらなんでも治療中に持ってくる話じゃなかったか。

「それは……オータムと……か？」

「そーですよ、オータムさんとしか考えられないじゃないですか」

　フフフ……まあ、こういう噓も時々は交ぜないと、ジーク先生も自分の気持ちに──ってジーク先生！　治療再開してください！

「俺……行かなきゃ」

「えっ、いやジーク先生！　それはわかりましたから今は治療に専念して」

　後で『なーんちゃって』って言いますから。今はその開いたままのお腹を何とかしてください！　さすがに死んじゃいますよ!?

「結婚なんて……俺、止めてくる！　場所は!?」

「いや、それがですね……」

　言わなきゃ。なんて洒落しやれの通じない男なんだ。『なーんちゃって』って言わなきゃ。

「場所は！」

「ひっ、アナン公国の大聖堂ですけど……いや、それがですね、なーんちゃ──」

　ちょ、ジーク先生！　どこ行くんですか、ジーク先生！　この患かん者じやの治療は!?

「ふっ、最近の若者はいいのー」

　おじいちゃん医療魔ま術じゆつ師し見習いのジャシャーンが微笑ほほえましげに呟いた。

「ちょ、ちょうどよかった。この患者のお腹を早く塞いで──」

「若いもんに力を貸すのが老兵の役割というもの、どれ、わしの力を貸してやるとするかな」

　そう言いながら、よぼよぼ部屋を出ていく。

　駄だ目めだ、このジジイは、完全にぼけている。

「ねえ、早くロス先生かザックス先生呼んできて！」

　見習い助手に素早く指示して、自分は出血を抑おさえる方に回る。さすがに死んでしまったら私とジーク先生のせいになってしまう。




　数分後、ロス先生がやって来た。

「どうしたんだ！　兄さんは？」

「……多分トイレに」

　言えない……『他人の結婚式会場に飛んで行きました』とは、言えない。

　やがて、ロス先生は瀕ひん死しの患者を圧あつ倒とう的な魔力で蘇そ生せいさせた。相変わらずとんでもない魔力だ。

「それにしても、兄さんも兄さんだ！　こんな時にトイレなんて悠ゆう長ちような。オータムがいないから、少しおかしくなってるのかな……」

「……はは」

　ひきつった笑いを返すことしかできなかった。

「あ、あー私、そういえばおじいちゃんの葬そう式しきあるんだった！　失礼しますね、あとはアリエがうまいことやってくれると思うんで」

　そう言って急いで手術室から逃にげるようにして飛び出した。

　とんでもないことになってしまった。とにかく、一刻も早く事情を説明しなくては。




　急いで身支度をして、部屋の外に出るとアリエが息を切らしながらやって来た。

「はぁ……はぁ……サリーさん、おじいちゃんの葬式ってそんな予定調和な──」

「あっ、ごめん後はよろしく」

　そう言って猛もう烈れつダッシュで逃げて、今、日記を書きながらアナン公国へ向かっている。

　言わなきゃ……早く、『なーんちゃってウッソぴょーん！』って言わなきゃ。




　　　　＊




　よし、日記終わり。




【ジーク＝フリード】




　頭が妙みようにスッキリしてきた。ゴチャゴチャ考えるのはやめた。もう、やめた。

　──もう、俺は、迷わない。

　診療所を飛び出しアナン公国へ向かう途と中ちゆう、グリスと遭そう遇ぐうした。

「ちょうど迎むかえに行くとこだったんだぞ！　貴様、オータムがどれほど──」

「……頼たのむ。何も聞かないで、黙だまって俺に力を貸してくれないか？」

　グリスが言い終わる前に深々と頭を下げた。

　──俺は、どうしてもアナン公国に行かないといけないんだ。

「……この──バカ野や郎ろう！　親友にそんなこと頼まれて断るやつがいるかよ。で、何すりゃあいいんだ？」

「理由……聞かないのか？」

「友の頼みだ。黙って力を貸すのが漢おとこってもんだろう？」

　グリスは岩石のような手を俺の肩かたに乗せた。

「……すまん！　今から乗り込むのはアナン公国大聖堂だ。お前には暴れてもらいたい。存分にな」

「わかった」

　がっちり握あく手しゆを交わした。

「ちょっとー、まーつーのーじゃー！」

　その時、上空から声が聞こえた。

　現れたのは巨きよ大だいな漆しつ黒こくのドラゴンと……ジャシャーン！　な、なんでおじいちゃん医療魔術師見習いのジャシャーンが!?

「な、何しに来たんですか！」

「若い者の青春の助けにの？」

　そう言って、ジャシャーンはウインクしようとしたができてなかった。

「はは、こいつは心強い味方が現れたもんだ。ジーク、このジジイは一一〇年前にその魔力は右に出るものはいなかったという魔法使いだぞ。かつて俺と一いつ緒しよにノーザル防衛団に所属していたが、ボケてどっか行っちまったキリだった。まさか、お前の所にいたとはな」

「……医療魔術師じゃないの？」

「いや、攻こう撃げき特化型だったけど」

　こーのーじーじーい、道理で医療魔術できないはずだわ。

「……で、こっちのドラゴンは？」

「悪あく竜りゆうダークルーラ。このドラゴンが久方ぶりに暴れたいというので召しよう喚かんしたんじゃよ。ほーっほっほっほ、ほーっほっほっほ」

　ジャシャーンは快活に笑いあげる。

　なんてこったい……普段はクズジジイだったのに、猛烈に頼たよりになるジジイにジョブチェンしとる！

「ふんっ、我われを召喚したのだ。中ちゆう途と半はん端ぱな蹂じゆう躙りんじゃ済まさんぞ」

　ダークルーラは不敵な笑みを浮うかべた。

「よし、乗り込むぞ」

　そう言って、ダークルーラの背中に三人はまたがった。

　ダークルーラはその大きな翼つばさを羽ばたかせ、猛然と進む。

「よーし、待ってろよー！」

　絶対に止めて見せる。結婚なんか、絶対にさせない。




　　　　・・・




　しばらく飛ひ翔しようし、やがてアナン公国大聖堂が見えてきた。

　アナン公国大聖堂。

　その歴史は大陸で最も古いと言われており、その歴史的価値は計り知れない。観る者を圧倒させるその神々しい佇たたずまいから『大陸で唯ゆい一いつ神セーラスが降りる場所』と謳うたわれる。

　女王テーゼ＝トワイライトは国家行事にしか使用しなかったその場所を、国民の婚こん姻いんの場として開放した。『神からの祝福を国家が独どく占せんしてはいけない』と。

　それ以来、このアナン公国大聖堂は国民の憩いこいの場であり、テーゼ＝トワイライト女王から国民への愛情を示す場所であり、国民の誇ほこりの場所だった。

「どうする？」

　グリス……わかってるだろ。もう、なにも我が慢まんしない。なにも遠えん慮りよなんかしない。してたまるか！

「突つっ込こめぇ───────！」




　その時、側面の壁かべに大穴が開いた。

　大聖堂に突とつ然ぜん舞まい降おりたドラゴンを前に何が起こったのかを瞬しゆん時じに理解できる者はいなかった。それはアナン公国騎き士し団も、まさかこの大聖堂が襲しゆう撃げきされるなんてことは理解の外だったに違ちがいない。

「ド、ド、ドラゴンだぁ──！」

　叫さけび声が木霊こだまし、周囲がそれに沸わき立たったのは突入して一〇秒ほど経たった時だった。

　大聖堂にはアナン公国騎士団と魔法使いの大群が配備されており、それは軽く一〇〇〇人を超こえていた。さすがはアナン公国騎士団長の結婚式、もしかするとアナン公国中の強者が全すべて集まってるんじゃないかというほどだった。

　──でも、関係ない。

　新しん郎ろう新婦の方を見ると、新婦側のオータムに深いベールが掛かけられていた。そこから表情は確認できない。

　でも、関係ない。俺がオータムを迎えにきたくてここへ来たんだから。あいつをゴードンから取り返したくてここに来たんだから。

　大陸中の全てを敵に回しても、俺はあいつを取り返す。

「どっからでもかかってこい！」

　相手してやるよ、全員な。




　戦せん闘とうが開始され、まずわかったのはグリスの圧倒的な戦闘力。まさに圧巻、衝しよう撃げきだった。アナン公国の騎士たちは絶え間なく攻撃を仕掛けるが、悉ことごとくグリスはそれを躱かわし次々と斬ざん撃げきで騎士たちを吹ふき飛ばしていく。

　恐おそらくアナン公国騎士団の実力がないわけでは決してない。

　ただ……グリスが強すぎるのだ。

「第八隊隊長グマ」「副長ジマ」「副長スマ」

　あ、アレはアナン公国でも最も美しい連れん携けい攻撃を得意とする三兄弟ではないか。以前雑誌『アナン公国の次世代騎士団は君だ！』に載のっていた。

「俺たち兄弟の三位一体の攻撃が防げるかな？　行くぞ！」

　同時に叫びグリスに攻撃を仕掛けたが、瞬時に三人とも崩くずれ落ちていた。

「いちいち名を名乗ってるんじゃねェよ。二〇年後に出直してきな！」

　グリス……滅め茶ちや苦く茶ちやカッコイイです。そして、今後あいつを怒おこらせることをするのは、やめておこう。

「くっ、何をやっておるのだアナン公国騎士団は。あんなゴブリン一いつ匹ぴきに……」

　大臣が口惜くやしそうに呟つぶやく。しかし、その大臣の見解は間ま違ちがっている。あいつは、史上最強のゴブリン、ガーファーの孫なのだから。

　更さらに、ジャシャーンの有能さとダークルーラの凄すさまじいこと。

　ジャシャーンは魔ま法ほう使いたちの魔法弾だんをことごとく跳はね返かえし、ダークルーラはそもそも剣けんも魔法も全く効いた様子がなく、ほぼ一方的に蹂躙していく。

　開戦早々、一方的な展開が続いていた。

　そして、俺も……

「……だぁ！」

　そう言って、グリスには筋力倍増呪じゆ文もん、ジャシャーンには魔力ＵＰの呪文、ダークルーラには耐たい久きゆう性強化の呪文を唱えた。

「はぁ……はぁ……どうだ、みんな、これで戦いも楽になるだろう？」

　息を切らしながらみんなの方を見たが、全員それどころではなく、その声は、虚むなしく、響ひびき渡わたった──

　……知ってた、パーティーの仲間が強すぎると回復役はほとんど何も役に立たないこと、知ってたよ。

　少し隅すみっこでいじけていると、

「何してる！　さっさと目的を達成しろよ！」

　グリスがそうやって叫んだ。

　そ、そうだった。早くオータムの元へ行かなきゃ──伝えたいことがあるんだ。




　全力で走ってオータムの方に向かうと、ゴードンがそこに立ちはだかった。

「どういうつもりですか？　ジーク先生！」

「……俺はそいつに用があるんだ」

　そう言うと、ゴードンは不敵に笑った。

「妻と……あなたが妻と関係を持っていたというんですか？」

　──妻だと、この野郎いけしゃあしゃあとっ！

「ああ、お前になんかわからないほどの絆きずながな」

　そういうと、オータムは全力で首を振ふった。まだ怒ってんのかこいつは。相変わらず、怒りっぽくて暴力的で、しょうがない奴やつ！

「聞いてくれ！　俺は、お前がっ！」

「ちょ……っと、この期ごに及およんで妻に何を言う気だ！」

　ずっと、言いたかったこと。心の奥に溜ためて溜めて、言いたかったこと。

　後は、心の為なすがままに。

「俺は、お前のことが……大だい嫌きらいだぁ──────！」




　　　　・・・




　瞬時に、アナン公国大聖堂が静まり返った。

「……えっ、好きとかじゃなくて？」

「あったり前だ！　こいつがいいの、容姿だけ！　性格いいとこなし、言葉づかい、いいとこなし、何より胸と教養がない！　最悪だ、サ・イ・ア・クッ！」

　好き？　な訳ない。愛してる？　断じて、そんな訳ない。逆だ、寧むしろ、逆。

「あ、あ、あんたにそんなこと言われる筋合いないわよ！　だいたい誰だれよあんた!?」

　オータムの声は何か裏返っていて、声も少し甲かん高だかくていつもと違ってた。

　──誰だと？　あいにくと、もうそんな罵ば倒とうが通じるようなテンションじゃない。

「いいか、お前がアナン公国騎士団長と結婚？　はっきり言って、アナン公国の危機だ。逆タマなんぞ許さん！　いや大陸の平和のために、仕方がないからお前を連れ戻もどす！　お前の、その腐くさりきった性根で、お前は、ずっと俺の傍そばにいろ」

　これ以上ないくらい、全力で叫んだ。

　──そう、好きとか愛してるじゃない。ずっと傍にいれば、いてくれればそれでいい。やっと、わかった。

「……よーく、わかったよ。ジーク先生。あんたが妻のことをどれだけ想おもっているか、しかし、僕も同じくらい……いやそれ以上に妻のことを愛している。となれば、男として、答えは一つだ」

　そう言って、ゴードンは剣を置いて拳こぶしを高く掲げた。

　拳と拳って訳か……上等だ。

「面白い……面白いぞーい！」

　大神官がこれ以上なく高々と叫んだ。

「わしも大神官やる前は拳けん闘とうを鍛きたえたことがあったんじゃ！　わし、審しん判ぱんね。審判……はい、こっち来て拳合わせて……ファイッ！」




　こうして、ゴードンとの死闘（拳闘）が幕を開けた。

　大神官がレフリーを務める拳闘が開始した。

「ダウンは一〇秒まで、レフリーストップなし、一二Ｒ、ＯＫ？」

　互たがいに頷うなずく。

「外野！　神聖な試合の邪じや魔まは何人たりとも許さん！　神の名のもとにだ」

　この大神官のじいさん、相当な拳闘好きだな。

「ファイ！」

　大神官の掛け声とともに、ゴードンがこちらへ突とつ進しんしてきた。

　──ドスッ！

　いきなり、ゴードンのボディブローを浴びて悶もん絶ぜつさせられた。

「１……２……３……４……」

　大神官レフリーの声が遠くから響く。

　──ウグググッ……俺はこんな所じゃ……負けられない。

「……７……８……続行？　……ファイ！」

「よく立ったな、その根性だけは褒ほめてやる」

　ゴードンは不敵に笑った。

　またしてもこちらへ突進してきて、次はアッパーが入った。しかし、今度はかろうじて踏ふみとどまった。

「くっ……バカな！　オーガすら倒たおす一いち撃げきだぞ。なぜ倒れん」

「はぁ……はぁ……医い療りよう魔術師なめんなよ。貴様の攻こう撃げきなんて日常の仕打ちに比べたら生ぬるいものだ」

　そう、オータムによって身体的耐たい性せいが異常なほど上がっていた。そして、防ぼう御ぎよ魔法、筋力増加魔法もかけていたのでアナン公国騎士団長の一撃を耐たえうるまでになっていた。

　そして、一撃さえ耐えることができれば、ほぼ無敵なのが医療魔術師。

　──ふははははっ、貴様、競技を誤ったな……ぐっふぅ！　まあ、痛いは痛いのだが……痛みには慣れっこだ。




　それからしばらくは一方的な展開が続いた。連続パンチを繰くり出すゴードンのパンチを受け続ける、俺。耐えられなくなり、何度もダウンするが、その間回復魔法が使えるのでゾンビのように起き上がる。

「はぁ……はぁ……レフリー、あれいいのか!?　あんなのさすがに反則だろ！」

　さすがにゴードンがごねだした。

「ノーカウント！　身体的強化魔法は拳闘界でも合法だ。医療魔術師で拳闘家がいないので前例はないが、身体的強化の解かい釈しやくを広げ合法と判断する」

「くっ……卑ひ怯きよう者め！」




　ふははははっ……何とでもい──痛いた、痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛だだ痛いたいっつーの！




　　　　・・・




　だんだん、ゴードンの勢いが衰おとろえてきてこちらの拳も当たるようになってきた。そして、いつしか形勢は逆転してゴードンをボコボコにする一方的な展開になってきた。

　──ドスッ！

　俺のボディブローが綺き麗れいに入って、ゴードンが崩れ落ちた。

「１……２……３……続行？　ファイ！」

　かろうじて立ち上がるゴードン。しかし、もう勝利は目前だった。




　──ドスッ！

　またしてもボディブローが綺麗に入った。

「ま……け……て……た……ま──」

　そう言いかけて、ゴードンは崩れ落ちた。

　大神官レフリーがゴードンの元へ駆かけ寄より、試合終しゆう了りようの合図を出した。

　やった……勝ったぞ！
















「オータムー！」

　口の中がボロボロでろくに声が出ないが、そう叫さけび、高々と手を挙げた。

　よろよろになりながらも、オータムの元へ駆け寄った。

　すると、オータムは俺の胸に可愛らしくパンチを繰り出してきた。いつもの容よう赦しやない暴力ではなく、全然痛くない。可愛らしい猫ねこパンチ。

　──それは、俺の気持ちを受け取ったと見なす。

「バカバカバカ……何で勝っちゃうのよぉ！　あんた誰よぉ!?」

「しょうがないだろう、俺は天才医療魔術師なんだから」

　そう言いながら深いベールをあげた。







　……えっ……あんた、誰!?










　ゴードンの妻はオータムじゃなかった。

　──ええっ、これどういうこと!?　ねえ、誰か教えてください！

　神様、


教えてください！


オータムじゃないですこの人!?






どーなってますか！









　もちろん神様がその問いかけに答える訳でもなく、代わりにオータムじゃない人が全力で俺を睨にらむ。

「で、あんた誰!?　私は悪いけど覚えてないわよ。いつからそんなに私のことを愛してしまったのよ？」

　言えない……今いま更さら、人ひと違ちがいなんて言えない。




　やがて、ゴードンが起き上がってこちらへやって来た。

「……僕の負けだ。お前の愛は本物だったってことだ」

「い、いや。しかし、俺は魔ま法ほうを使ってて本来は反則で──」

「合法じゃ！　レフリーであるわしが合法と判断する！」

　──黙だまれ！　クソ神官！

「……敗者には優しくか。あなたになら、ジェニファーを任せられるかもしれないな」

　そう言って俺の肩かたに手を乗せるゴードン。

　当たり前だけどやっぱり全然名前違うー！

「い、いや。その……これには深い事情があって──」

　そう言い掛かけた時、サリーがひょっこり顔を出した。

「ジーク先生！　いたぁ、よかったぁ。間に合いました？」

　──どうなってんだよ、なにも間に合ってねーよ。

「ゴードンさん、ジーク先生……ちょっと集合」

　そう言われて俺とゴードンは、サリーの近くに顔を近づけた。

「実はですね、ジーク先生。あの人オータムさんじゃないんです」

　新婦に聞こえないようにコソコソ声で話すサリー。

　──見りゃわかるよー！

「何でオータムじゃないんだ!?　ゴードンさん、あんたオータムと付き合ってたんじゃ……まさか、あんた二股またを？」

「し、失礼なこと言うな！　オータムさんとはプラトニックな付き合いだったしキチンと交際を断られてるんだ。そして、僕は彼女を……ジェニファーを本気で愛している」

「……サリー、いったい、どうなってる？」

「いや、それが……ははっ、どうやら誤情報だったみたいで。私の確認ミスで。えへへ」

　えへへって──お前、どうすんだよ、これ……




　冷静に大聖堂を眺ながめると、ゴブリン、ドラゴンが無む双そうで暴れまわって、魔法使いが炎ほのおやら氷やら放ったりして修しゆ羅ら場ばになっていた。とてもじゃないが、結けつ婚こん式場だとは思えない。

「まさか……貴様、新婦をオータムさんと勘かん違ちがいして乗り込んで来たのか!?」

　ゴードンが啞あ然ぜんとした表情をこちらに向けた。

「……はい」

「この超ちよう絶ぜつバカ野や郎ろう！　どーすんだよお前」

　ゴードンさん、ごもっとも。

「まずは、新婦のジェニファーさんに一言謝罪を……いえ土下座を──」

「ちょっ、ちょっと待て！　お前なんて説明するんだよ！『ゴードンさんの元彼女と間違えました』とでも言うのかよ、冗じよう談だんじゃねえよ結婚式後に修羅場じゃねぇかよ」

「いや、でもそれ以外どうしようも──」

「ジーク先生、確かにそれはまずいかもしれませんよ。ほらっ、女って嫉しつ妬と深ぶかい生き物ですし」

　お前が言うなー！

「と、とにかくやっぱり僕が勝ってたことにすればいいんじゃないか？　ほらっ、やっぱり魔法は違い法ほうってことで──」

　ゴードンさんが、いい提案をしてくれた。

「や、やっぱりそうですよね!?　それで行きましょう、さすがゴードンさん」

　ここに、奇き妙みような同盟関係が成立した。




「い、いやぁ、やっぱ魔法ってのは少し卑怯だったかな。ねえ、ゴードンさん。あんたは男らしく魔法を使わなかったわけだし。そっちも魔法使ってたらともかく」

　なるべく、大げさに、大声で叫ぶ。

「んー、まあそうも言えなくもないかな、ジーク先生。こっちは魔法を使ってないわけですし……あは、あははは」

「駄だ目めじゃ、お前たちが何と言おうと我われは大神官。これは、神の名のもとに行われた試合。神の名のもとに判定の変へん更こうはない」

　──こ……この超絶クソ神官ー！

「聞かせてもらいましたよ」

　その時、氷のように冷たい声が、俺の頭の中に直接響ひびいてきた。

　直接、魔力で声を届けてきてる……こんなことが簡単にできるのは──瞬しゆん間かん、とてつもない魔力を感じ、鳥とり肌はだが立った。

　振ふり返かえると、恐おそろしい程綺麗で派手な装そう飾しよくをした女性が、微笑ほほえみを浮うかべて立っていた。氷のような微笑を浮かべ、悪魔のような美しさを誇ほこっていた。

「テ、テーゼ＝トワイライト女王……」

　ゴードンが震ふるえる声で呟つぶやき跪ひざまずく。

　この人が……あのテーゼ＝トワイライト。大陸最強の魔術師であり、数々の功績、逸いつ話わを持つ生きた伝説。その神々しいほどの美び貌ぼう、一〇代といっても通用するほどの若々しさに思わずゾッとした。

　少なくとも俺が生まれる前には、彼女はすでに成人していたはずだ。

「お初にお目にかかります、ジーク先生。全て会話は聞かせて頂きました。随ずい分ぶんユニークな方ですのね」

　そう言って、天使のような微笑みを浮かべる。

「えっと……ははは」

　どうやら、優しい方のようだ。

「でも、女の子の晴れ舞ぶ台たいを台なしにしては駄目ね。罰ばつは受けて貰もらわないと」

　まあ、それもそうか。

「……ちなみに、あのどれくらいの罪状で？」

「うーん……懲ちよう役えき一万年、執しつ行こう猶ゆう予よなし」




　──……ええええええええええええええええっ！

「そ、そんなの獄ごく中ちゆうで一〇〇回死んじゃうじゃないですか!?」

　テーゼ女王はまたしても氷のような微笑を浮かべたが、絶対に心では笑ってない。

「ええ、結婚式を邪じや魔まするような無ぶ粋すいな輩やからは一〇〇回死になさい」

　──滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこってるー、そして滅茶苦茶恐ろしいー！

　何とか……何とか逃にげる方法を考えないと──そう思いながらサリーを見ると、すでにその場からいなかった。

　あいつ……逃げたのか。シンジラレナイ、アイツノセイナノニ。

　とりあえず、猛もう烈れつダッシュでジャシャーンとダークルーラの戦せん闘とうしてるところまで逃げてきた。何とかこの二人に頑がん張ばって貰わないと。

「おい、ジークとやら……お前はこんな弱者共と闘たたかわせるためにこのダークルーラを召しよう喚かんしたと言うのか？」

　なんて頼たのもしいセリフ、ダークルーラ先生。

　その時、全体にテーゼ女王の声が響き渡わたった。

「久しぶりですねジャシャーン＝ガーバード。ダークルーラ」

　大して声を出しているわけではないのに、頭に鳴なり響いてくる。恐らくそういう魔法なのだろうか、いや、そんなことが自然にできてしまうほど彼女の魔力は圧あつ倒とう的だ。

「……何やら懐なつかしいような声じゃが。わしの本名を知っているとは、誰だれじゃ？」

「あら、忘れたのかしら？　あんなに楽しかった思い出を……フフフ」

「……テーゼか？」

「はい」




　……満面の笑みのテーゼ女王。少しの時間沈ちん黙もくが流れた。

「さーて……ダークルーラ。帰ろうかの」

「うむ！」

　そう言って、ダークルーラはジャシャーンを連れて飛び立とうとしたので、慌あわててダークルーラのしっぽを摑つかんで全力で引き止める。

「おいジャシャーン！　何言ってるんだよ！　ダークルーラも闘ってくれるってさっき約束したじゃ──」

「お主！　テーゼがおるなんて言わなかったじゃろう！　奴やつを倒たおすなんざ不可能じゃ……天地神明に懸かけて不可能じゃ」

　あんなに強かったジャシャーンが滅茶苦茶怯おびえてるー。

「あらっ、このまま帰れると思って？　もちろん、ジャシャーンには壊こわした壁かべの補修をやっていただくわ。干からびるまでね。ダークルーラには……そうねえ、ああ最近お気に入りの鞄かばんが壊れたから……ね。フフフ」

「ひ、ひいいいいいぃぃぃ！」

　ジャシャーンとダークルーラが二人して声を上げた。

「まあ、あと一人……どういうことか事情を聴ききたいわね。なぜあなたがそちら側に？　グリス」

　気のせいだろうか、テーゼ女王はグリスだけに少し声が高かった。

「……じじい、ダークルーラ。やるしかないぞ！」

　グリスはテーゼ女王の言動を真っ向から無視して、叫さけんだ。

「む、む、無理じゃ……無理無理無理無理無理……」

　ジャシャーンはすでにガクブル状態だった。

「干からびてミイラになりたいのだったら別に止めないけどな。ドラゴンの鞄も高く売れそうだな。ジーク、ここからは本格的にお前の力が必要だ。いいか！　強大な敵と戦う時こそ己の真価が見えるんだ」

　グリスさん、一生ついて行きます！

「あら、残念。そんなに私のことが憎にくい。うーん……じゃあ、久しぶりに運動がてら倒しましょうか」

　テーゼ女王はそう言って伸のびをした。

　こうして、思わぬところで最強決戦の幕が開いた。




　　　　・・・




「はぁ……はぁ……はぁ……だからやめとけと言ったのじゃ……」

　そう言い残して倒れたのはジャシャーン。すでに悪あく竜りゆうダークルーラは気絶している。後は、グリスと俺だけ。ちなみにこの状じよう況きようになったのはすでに三○回目だ。

「はぁ……はぁ……相変わらず強いんだな」

　グリスはそれでも毅き然ぜんと言ってのける。

「あらぁ、あなたたちが弱すぎるのではなくって？」

　テーゼ女王の怖こわすぎる悪魔の微笑。

「おい、ジーク！」

　わかってるってーの……ほいっ！　蘇そ生せい終しゆう了りよう！

「……おい、起きろって。ジジイ、魔ま物もの！　寝ねたふりすんな」

　そう叫んで強引にジャシャーンとダークルーラを揺ゆり動かす。体力は回復しているはずだ。早く行ってもがいてこい！

「もう嫌いやじゃ、絶対に勝てないのにボッコボコにされて……復活して……」

　じ、じじい！　しっかりしろ。

「おい、ジャシャーン、お前アレ、やれ！」

　グリスがそう叫ぶ。

「あ、アレは絶大な魔力を消費するからこんな年老いた今じゃ──」

「そこにいるだろう、魔力の塊かたまりが！」

　そう言ってグリスは俺の方を指差した。

　えっ……俺!?

「ふんっ、しょうがないか……魔力を媒ばい介かいするのは女と決めておるのだが」

　そう言いながらジジイが股こ間かんをまさぐって来たので、皮ひ膚ふがちぎれるぐらいつねってやった。それでも絶対離はなさない──この変態じじい！

「ライザストリーム！」

　ジャシャーンがそう唱えると、テーゼ女王の周りに強力な結界が張はり巡めぐらされた。テーゼ女王の動きが一いつ瞬しゆんにして止まり、氷のような微笑みは初めて消えた。

「わしの最強秘術ライザストリーム。極大結界呪じゆ文もんだ。言っておくが伝説の呪文じゃ。しかし、この呪文は莫ばく大だいな魔力を消費する。だから主の絶大な魔力を使用する必要があったんじゃ」

　──そうか……しかし……何で手を添そえるのが股間なんだよ！

「さあ、テーゼ女王を封ふうじることができた。逃げるぞ。ダークルーラ、寝たふりはやめろ」

　グリスの声でダークルーラは一瞬体をびくつかせた。

「し、失礼なことを言うな！　えーっと……ここは……いい床ゆかなのだ！　床がツルツルしてて気持ちが良かったのでつい横になってただけだ。あ、あーいい床」

　噓うそつけ、役立たず。

「アホか、すぐに脱だつ出しゆつするぞ。ジーク、ジャシャーン、脱出の準備を」

　グリスはアナン公国騎き士し団の追つい撃げきを振り払はらいながら俺たちに指示をする。

「どうじゃ？　テーゼ、どうじゃわしの呪文は？　いくらお主とて少なくとも一時間は身動きがとれないだろうに、わーっはっはっは、わーっはっはっは！」

　おい、じじい。あんまり調子に乗らない方が──




　バシュン！




　嫌な音が響ひびいた……結界の壊かい滅めつする音が。

「あが……あががががっ」

　ジャシャーンが顎あごが外れんばかりの表情を浮うかべていた。

　だから調子に乗るなって！　フリなんだって、それ。

「あらっ、解けちゃったわね、結界」

　またしても氷の微笑を浮かべるテーゼ女王。

「グ、グリスさん？　まだ策はありますよね」

　大だい丈じよう夫ぶですよね、あなたのその勇気と根性で──

「……ない」

　嫌だー！　懲役一万年なんて、嫌だー！




　　　　・・・




　結局、三人と一いつ匹ぴきがアナン公国に捕とらわれることになった。

「ほら、歩け罪人が」

　ううっ……嫌だ、罪人扱あつかい。

「グリス……残念だったわ。あなたがガーファーほどの狂きよう気きを持ち合わせていたら結果は違ちがっていたのかもね。せっかくの敵討ちのチャンスだったのに」

　テーゼ女王は初めて少し哀かなしそうな表情をした。

　そうか……彼女はガーファー討とう伐ばつにも加わっていた。だから、グリスに特別な感情を向けていたのか。

「テーゼ女王……勘かん違ちがいしないで頂きたい。俺はむしろ感謝しているのです。父と共に祖父ガーファーの狂気を止めてくれたあなたに。俺は友に力を貸しに来た。ただ、それだけなんです。おい、ジーク！」

「は、はい！」

「今回の目的は達成したのか？」

「えっと……は、はい」

　どうしても、『いいえ』とは言えなかった。

「そうか、なら、いい。テーゼ女王、俺は友の願いを叶かなえられただけで、十分だ。悔くいはない」

　すみませーん！　超ちよう絶ぜつすみませーん！

　こうして、俺たちはアナン公国刑けい務む所しよへぶち込まれることになった。








第六章　最低の告白、最高のプレゼント






【ジーク＝フリード】




　二日後。アナン公国監かん獄ごく所。

　鉄格子が三重に立てられており、そこに魔ま法ほう壁へきが幾いく重えにも張り巡らされている。数百人の看守が二四時間の厳げん戒かいな警備体制。未いまだかつて脱だつ獄ごくできた者は現れたことがないと言われる大監獄だ。極悪人しか収監されないと言われるこの場所に、問答無用で放り込まれた。

「はぁ……」

　無機質な鉄格子を見ながら思わずため息が漏もれる。

「はぁ……じゃねぇよ貴様ー！　勘違いで結けつ婚こん式ぶち壊すとはどういう了りよう見けんだー！　少しでもお前を友達だと思った俺がバカだった！　やっぱりお前なんて最低だ！」

　グリスの叫び声が聞こえる……最初は丁重に謝っていたのだが一向に許してくれないので、今は無視している。

「おい、ジーク面会だ」

　め、面会!?




　　　　・・・




「ジークてめー貴様野や郎ろう！　何とかできるわけないじゃないかー！」

　水すい晶しよう玉だま越ごしにシエッタ先生の怒ど号ごうが響く。

「そこを何とか！　実弾おかねならあるんで！　悪気はなかったんです」

「悪気なかったら他人の結婚式ぶち壊こわさねーんだよ！　超歴史的文化財ぶっ壊さねーんだよ！　大陸一の権力者に喧けん嘩か売らねーんだよ！　しかも、人のいい……じゃなくてゴブリンのいいグリスまで騙だましやがって」

「お願いします！　俺には待ってる患かん者じやがいるんです。あんた、俺を殺すってことは将来救うはずの何万の命を──」

「知るかー！　貴様なんぞ、グリス巻き込んでなかったら逆に死刑側を断固応おう援えんしてやるわー……とにかく、裁判では心証が肝かん心じんだからその腐くさりきった人間性何とかしておけ！　じゃなきゃ俺が貴様を訴うつたえるー」

　そう言い残して水晶玉の映像はこと切れた。

　……まあ、なんだかんだ言ってもやってくれる先生だから任せよう。




　　　　・・・




　二時間後、第一回公判がやって来た。

　大陸で最古の建築物、国民の誇ほこり、『大陸で唯ゆい一いつ神セーラスが降りる場所』と謳うたわれるほどの神聖な場所であるアナン公国大聖堂を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたと言うだけあって、傍ぼう聴ちよう席から感じる殺意じみた視線が痛い。

　裁判官はテーゼ女王。アナン公国は彼女の独裁なので、判決もテーゼ女王が単独で下す。要するに、活いかすも殺すもテーゼ女王次第だということだ。

　シエッタ先生の隣となりに座らされたが、完全に無視されている。どうやら、嫌きらわれているらしい。悪気はないって言っているのに。

「じゃあ、弁護人どうぞ」

　テーゼ女王が氷の微笑を浮かべる。

「はい、ジーク先生は類たぐいまれな素質を活かし、医い療りよう魔術師として数万の命を救いました。そして、それはアナン公国でも高く評価されており賞の授じゆ与よまでされております」

　おっ、さすがはシエッタ先生。

「即そく座ざに剝はく奪だつしましたけどね」

　テーゼ女王は微笑む。

　怖こわすぎるー！　何なのこの人ー。

「……今回の件は本人も猛もう省せいしております。また、ジーク先生は度重なる医療の疲つかれで、心身にも少なからず影えい響きようを及およぼしております。数万の命を救う代だい償しようとして、そのような心神喪そう失しつ状態になったことも鑑かんがみれば、何なに卒とぞご考こう慮りよ頂きたく思う所存であります」

　さすが、シエッタ先生。

「うーん……あっ、そうだ。ジーク先生の日常生活を証言する証人がいるそうね」

　テーゼ女王が難しい顔をしてリストをめくる。

「はい……入ってきて」

　そうシエッタ先生が叫さけぶと、入って来たのはオータムだった。

　オータム……来てくれたのか。なんて声を掛かけていいのかわからず、目で追うことしかできなかった。

「またお会いできて光栄ですわ、テーゼ女王」

　オータムは満面の笑みでお辞じ儀ぎした。

「こちらこそ、じゃあ普ふ段だんのジーク先生の素行について話してくれるかしら」

「はい、ジーク先生は……」

　こちらの心臓が大きく高鳴った。

　──オータムは、いったい、何を話すのだろう。

「……さいってぇのクソ野郎です！」




　……ええええええええええええええええっ！

「ちょ、おまっ！　何言って──」

「証人と弁護人以外の言動は認めません！」

　そう言ってテーゼ女王が魔法で俺の言葉を消した。

「普段から医療魔術師やめたいやめたいって愚ぐ痴ちばっか。隙すきさえあればすぐに逃にげようとするし、暇ひまさえあればすぐに遊ぶしハッキリ言って最低の男です」

　や、やめてぇ！　死刑になっちゃうよー。

「し、しかしそれを裏付ける証言はなく、みんなジーク先生はいい人だと──」

　さすがはシエッタ先生、予想外の答えにも即座に反論。

「物証があります」

　オータムー、勘かん弁べんしてくれー！

「これは助手のサリーが毎日つけている日記です。日々の出来事を事細かく記しており、ジーク先生のことも非常に詳くわしく書かれています。テーゼ女王、これを提出します」

　サリー、なんだってあいつは俺の足しか引っ張らねーんだー。

「……」

　シエッタ先生ー、頼たのむ反論してくれー！

「これらのことから、懲ちよう役えき一万年じゃ遥はるかに生ぬるく、懲役一〇万年が妥だ当とうだと思います。以上、さよならっ」

　そう言ってオータムは去って行った。

「ジーク先生……まだ、判決は出てないけど、少なくとも私の心証は最悪です」

　終わった……俺のシャバの人生が終わった。




　　　　＊




「はぁ……」

　鉄格子を見ながら思わずため息が漏れる。

「はぁじゃねぇよ貴様ー！　何で裁判やって量りよう刑けい増えて帰ってくるんだー！　お前に少しでもマシな証人がいると思った俺がバカだったー」

　グリスの叫び声が聞こえる。

「黙だまれ！　お前の弟子が見境なく暴走するからこんなことになってんだろうが！　弟子の教育は師し匠しようの務めだ！　量刑増えてしかるべきだろうが！」

　むかついたので反論してやった。

「何だと貴様ー！　殺す、絶対に殺すー！」

　はいはい……

「おい、ジーク面会だ」

　また面会か!?




　　　　・・・




「ジークてめー貴様クソ野郎！　何でろくな証人がいないんだよお前はー！」

　水晶玉越しにシエッタ先生の怒号が響ひびく。

「連れて来たのあんたでしょうが！　何とか口裏合わせることぐらいしろよクソ弁護人が」

　むかついたので反論した。

「口裏合わせてたんだよ直前まで！　直前になって裏切りやがってあの女ー。ろくな奴やつがいない。お前の周りにはろくな奴がいない」

「お願いします！　あんた二○年間無敗の弁護士なんでしょ!?　こんな逆境ぐらい何とかしてください」

「できるかー！　今のところ一〇〇対〇で負けてんだよ、どこに勝算落ちてんだよ!?　〇は幾いくつかけても〇なんだよー！　はぁ……はぁ……とにかく、今からオータムに繫つなぐから、さっさと仲直りしろよ！　じゃなきゃ俺が貴様を訴えるー」

　そう言い残して水晶玉の映像はこと切れた。

　続いて出てきたのは、オータムだった。

「ジーク先生……どーいうつもりですかっ！」

　逆にオータムの方がキレてきた。

　──ええっ！　俺が怒おこるところじゃ……

「お、おいお前何を怒って──」

「誰だれが容姿だけだって！　性格いいとこなし？　言葉づかい最悪？　何より胸と教養がない？　あんた公衆の面前でよくもそこまで女に恥はじかかせたわねー」

「お、お前あの時現場にいて──」

「水晶玉で見てたのよ！　お前のことが大だい嫌きらいだ？　上等じゃない、死ね！」




　ブチッ……




　映像はこと切れた。

　なんて短気な女なんだ……いや、もはや絶対に女ではない。

　終わった……色々なことが、終わってしまった。




【オータム＝アーセルダム】




　水晶玉の映像が終わって大きくため息をついた。

　まさか、また来たいと思っていた王都レッセルバルムへの訪問がこんな形になるとは夢にも思っていなかった。

　サリーに突とつ然ぜん水すい晶しよう玉だまを見ろと言われた時は何事かと思った。

　飛び込んできたのは、阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐あらし、アナン公国騎き士し団との乱らん闘とう、そしてジーク先生の絶叫だった。そして、その光景を目の当たりにして私が水晶玉を粉ふん砕さいしたのは言うまでもない。

「……気が済んだ？」

　隣のロスが恐おそる恐る話しかけてきた。

「全然！　むしろ腹が立った」

　そういうと、ロスが苦笑いを浮うかべた。

「何よ！　当然でしょう？　あれだけ女に恥をかかせる男っている!?」

「でも……僕にはできなかったな」

　ロスはボソッと呟つぶやいた。

「何が!?」

「もし、僕がサリーに噓うそつかれてたとして……そりゃあ動どう揺ようするだろうけど、とてもじゃないけど結けつ婚こん式をぶち壊こわそうなんて、考えないよ」

「そんなん……当たり前じゃない。どうかしてるわよあいつ」

　そう言いながらも少しだけ……ほんのすこーしだけ嬉うれしいと思ってしまったのは一生の不覚だ。死し刑けいで死ねばいい。あいつなんて、死刑で死ねば。

「きっと、兄さんにとってオータムは自分以上に大事な存在なんだよ」

「……」

「なあ、オータム。僕がお前に告白した時あっただろう？　で、お前は兄さんが好きだって言って──」

「……生しよう涯がいの過ちよ」

「照れんなよ。僕はさ、せめて医い療りよう魔ま術じゆつだけは勝ちたいって思って逃げたんだ。兄さんと争って傷つくことを恐れて、自分から身を引いたって勝手に理論づけて。結局、僕はあの人には……勝てないのかもしれないな」

「……ねえ、ロス。それは違ちがうよ。あんたが身を引いたのは、あんたが人と争うのが嫌いな性格だから。そーゆー奴じゃない、あんたって。だから……勝ったとか逃げたとかじゃなくて、結局私とは合わなかったってだけだったんじゃないの？」

　心の底からそう思った。

　ロスは昔から優しくて、何でもできて女の子にもモテたけど結局、私は好きにはならなかった。でも、ロスのことを本当に好きだった子はいっぱいいたはずだ。

　要するに、そういうことなんだと思った。

「ふふっ、僕とのことだと冷静になれるんだな」

「……余計なお世話よ」

「なあ、オータム。オータム＝アーセルダム。お前は、兄さんのいない……ジーク＝フリードのいない人生が考えられるかよ？　ええっ、どうなんだ、オータム＝アーセルダム」

　そう言って、ロスは寂さびしそうに笑って部屋を出ていった。

　何よ……ロス＝フリード。あんた、いい男になってんじゃないの。




【ジーク＝フリード】




　今日はとうとう最終弁論だ……俺の人生が終わる日。

　後こう悔かい先さきに立たたずとはよく言ったものだ。やはり、感情に任せて行動するとろくなことがないことがわかった。

「早く歩けこの罪人が！」

　ふふっ……罪人か……




　　　　・・・




　最終公判。




「それでは、着席してください。シエッタ先生最終弁論ですが──」

「ちょっと待ってください！　それ、私にやらせて貰もらえませんか？」

　そう言って手を挙げたのは傍ぼう聴ちよう席のオータムだった。

「なりません。あなたの証言は終わりました。ここからは弁護士の仕事です」

「あらっ、そんなに私が怖こわいんですか？　テーゼ＝トワイライト女王陛下」

　お、お前なんてことを……そんなに俺を死刑にしたいか!?




「……いいでしょう。その代り、あなたの弁論で私の心が動かなかったらあなたは侮ぶ辱じよく罪で罪に問われますがそれでもいいですね？」

　テーゼ女王が氷のような微笑ほほえみを浮かべた。

「上等です！」

　そう叫さけんでオータムは壇だん上じように立った。

「ハッキリ言って、このジーク＝フリードという男は最悪な男です」

　ちょ、ちょっとオータム！

「私は懲ちよう役えき一〇万年がいいと言いましたが、まさしくそれに値する愚おろかな男です。まったくもって、その罪状に値する男」

　終わった……やっぱり、俺の人生、終わった。

「過去の功績？　ちゃんちゃらおかしい話です。過去どれだけ素晴らしい功績を残しても罪深き者は罪深き者、それは変わりません。まったくと言っていいほどに懲役一〇万年は変わりません」

　オータム、貴様ー、一生恨うらんでやるからな！　化けて出てやる！

「……それでも、この男は釈しやく放ほうするべきだと私は思います」

　そうオータムは、ハッキリと口にした。

「どういうことですか？　あなたはハッキリ言ったじゃないですか。情状酌しやく量りようの余地はないって」

　テーゼ女王が怪け訝げんな表情を浮かべる。

「ええ、言いました。ジーク先生の性格や過去の功績なんて、全く情状酌量の余地がないってことを。でも、ジーク先生をそれでも釈放した方がいい。なぜなら、ジーク先生はこれから何万人……いえ、何十万人という人間を救えるんだから」

　オ、オータム!?

「花はな嫁よめの結婚式を台なしにした？　またやればいいです。次はもっと豪ごう華かな奴をね。それができない、甲か斐い性しようもないような男とは離り婚こんをお奨すすめします」

　オータムは、チラッと壇上のゴードンさんにウインクした。ゴードンさんは苦笑いしながら花嫁さんとキスをした。

「女王陛下はもうわかっておいでですよね？　あなたが、花嫁のことを想おもってこの裁判を開いてくれたことも私にはわかってます。だから、裁判を開いてあの呆ぼう然ぜんと口を開けてる男共を懲こらしめてやったこともね。でも、女王様。一つご忠告申し上げますと、あなたはもっと大声で笑った方がいい。いつまでもそんな綺き麗れいすぎる笑顔だと、鈍どん感かんな男にわかりませんから。この裁判が冗じよう談だんだってことが」

「……フフ、フフフフフ」

「エへへへへ……」

　オータムとテーゼ女王が互たがいに見合って笑っている。

　何という恐ろしい光景。

「オホン！　じゃあ、この者は未来の人々たちを救うので無罪でいいってことでいいのかしら？」

「いえ！　それでは男ってやつは何にも反省いたしません。ここは、私が正せい拳けん突づきを一〇〇発喰らわせるぐらいが妥だ当とうな刑けい罰ばつかと思いますが」

　えええええええええええっ！

「……フフ、フフフフ……アーッハッハハッハハハ、あーおかしい。オータム、気に入ったわ。それ、それやりましょうよ」

　そう言ってテーゼ女王は大声で笑った。

　なんって恐ろしい女だ。いや、女って奴やつは本当に恐ろしい。




　　　　・・・




　一時間後。

「だ・れ・の胸がないってぇのっ!?」

　──アゴハァ！

「私はスレンダーな体形でモテてるんだってのっ！」

　──ウゴハィ！

「次、言ったら、こんな程度じゃ済まさないんだからねっ！」

　──ノゴジャイ！

　ホントに正拳突き一〇〇発喰らった。




　　　　・・・




　正拳突き一〇〇発の刑を喰らった後、何とかシャバに戻もどってくることができた。どうやら先の刑で気絶させられている間に、グリスもジャシャーンも俺より早く出所したらしい。

　ふっ……太陽がまぶしいぜ。

「何を黄昏たそがれてるんですかジーク先生。患かん者じやさん待ってるんで、早く行きましょう」

　扉とびらの横で、オータムが立っていた。

　よくこいつ普ふ通つうに接してくるな……あれだけ殴なぐっといて。まあいつものことっちゃあいつものことか。

「なあ、オータムには今回の件世話になったな」

「なんですか気持ちの悪い」

　……言って損した。

「じゃあ、何かください。感謝してるなら」

　そう言ってオータムは手を差し出した。

「何かって何をだよ？」

「そこを考えるのはあなたの役目でしょう？　私が何を欲しいと思ってるか考えて私が欲しいものをください」

　何という我儘ままな女なんだ。

「わかったよ、とびっきり凄すごいプレゼント、買ってやるから。期待しておけ」

「約束ですよ」

　オータムは嬉しそうに小指を出してきた。

　そうだな、たまにはプレゼントも、いいのかもしれないな。




　　　　・・・




　そう思ったのは、最初の一日だけだった。プレゼントって、何をあげたらいいんだ。お金持ちの駄だ目めなところは大たい抵てい、何でも買えてしまうところだ。苦もなく、労もなく。そんなプレゼントを贈おくったところで、オータムが喜ぶとはどうしても思えなかった。でも、今回はどうしても喜んでほしい。

　診しん療りよう所じよの治療中に、それとなく助手の女の子に聞いてみる。

「ねえ、アリエは何か貰って嬉うれしいものとか、ある？」

「ええっ、嬉しいものですか？　何でしょう……指輪とかですかね」

「指輪かぁ。どんなのがいい？　俺なら幾いくらでもいいの買ってやれるけど」

「あっ、でもジーク先生はやめた方がいいですね。普通はみんな苦労してお金ためて買うんです。金持ちが買う指輪なんて、好きな人からもらっても全然嬉しくないと思いますよ」

「じゃあ、何がいいんだ？」

「それは自分で考えてください、オータムさんにあげるんですよね？　頑がん張ばってくださいね」

　そう言って励はげまされてしまった。




　別の日にサリーにも聞いてみた。

「なあ、サリー。君はプレゼントされて嬉しいものって、ある？」

「うーん……基本的には現物がいいかな。換かん金きんしやすいものとか」

　お前に聞いた俺がバカだったよ。

「噓うそ！　噓ですよ怒おこんないでくださいよー」

　言っておくが、この前のこと、まだ許してないからな。

「ほらっ、やっぱり行動とかの方がいいんじゃないですか？　熱い抱ほう擁ようとか、熱ねつ烈れつな告白とか」

「……キザじゃない？」

「キザだからいいんじゃないですか！　普ふ段だんやりそうもないことを恥はずかしがってやるから意味があるんですよ。あっ、でも本番で照れながらやったら雰ふん囲い気き台なしですからね。本番はしっかり恰かつ好こよく決めないと」

　意外にも、サリーから、まともなアドバイスを貰った。




　　　　・・・




　オータムへのプレゼントが思いつかないまま、とうとう春になってしまった。

「うーん……」

「あの、ジーク先生。まだ悩なやんでるんですか？」

　サリーが呆あきれ顔でこちらを見る。

「喜ぶプレゼントって言われるとハードル上がっちゃって何をプレゼントすればいいのかよくわかんないんだよ」

「……ジーク先生、そういう時は自分の大切なものを思い浮うかべるんですよ。自分がずーっと大切にしてるものを思い浮かべて、これなら相手にも大切にしてもらえるって思うものを渡わたす。まあ、私のおばあちゃんからの受売りですけどね」

　そう言ってサリーは笑った。

　自分の……大切にしてるものかぁ。




　二日後、診療所で働いているオータムに声を掛かけた。

「なあ、オータム。次の休日っていつだっけ？」

「休日ですか？　ええっと……あっ、明日だ」

「明日か……わかった。明日俺と出かけないか？」

「ええっ!?　何ですか突とつ然ぜん」

　オータムはなぜだか凄く慌あわてている。

「……駄目か？」

　突然すぎたかもしれない、何か用事があったかな。

「い、いえ！　いいです。いいですよ別に。ところで、どこに行くんですか？」

「……そんなに遠くない所さ。外だしまだ寒いから、温かい恰かつ好こうして来いよ」

　そう言って、急いでその場を離はなれた。やはり未いまだにこういうのは苦手だ。そして今でも、これでいいのかって迷ってる。

　──でも、思いついたらこれしかないとも思った。




　翌日、オータムは少し綺麗な格好で来た。珍めずらしくお洒落しやれもしてきて可愛い感じだ。

「温かい恰好して来いって言ったのに」

　そう言いながら俺のマフラーをオータムに巻いてあげた。

「あ、ありがとうございます」

　珍しく素直なオータムに、少し戸と惑まどいつつも歩みを続けた。




　しばらく歩くと、小さな川が見えてきた。

　どんな名前の川なのかは知らない。でも、このせせらぎの音や、暖かな日差しは今でも忘れられない。

「ここは変わんないなー」

　思わず、そう呟つぶやいていた。

「アレ、ジーク先生ってここ来たことあるんですか？」

「ああ。言ってなかったっけ？　五歳の頃ころにここ住んでたって」

「ええっ！　そうなんですか、全然知りませんでしたよ」

「そっか……まあ、楽しい記き憶おくでもないからな」

　無意識にそう呟いて、しまったと思った。

　案の定、オータムが空気を読んで下を向いている。

「お、おい。悲しい記憶って訳でもないんだ。まあ、その時は悲しかったけどな」

「……聞いてもいいんですか？」

「俺とロスの魔ま力りよくはさ、母さんの血だったんだ。父さんは魔力が弱くてね。そして母さんも、医い療りよう魔術師でみんなから好かれてて……自じ慢まんの母さんだった」

「……」

「でもさ、やっぱり医療魔術師って仕事は忙いそがしくてさ、小さい診療所でも子育てなんかする暇ひまもなくてさ、当時はよくぶーたれてたもんだった」

「ジーク先生にも子ども時代があったんですね」

　励まそうとしてくれたのか、オータムはそう言って笑った。

「あのな……で、俺は子どもでどうにも寂さびしくってな、家出したんだ。母さんは本当の俺の母さんじゃない。本当の母さんだったら俺を迎むかえに来てくれるはずだってな。母さんの宝物のイヤリングを持って、いざとなればそれを生活費にしてやるって考えて。子どもってバカだよなー。それがこの川。この川でずっと座って待ってたんだ」

「それで……お母様は？」

「来たよ。その頃、母さんは原因不明の病気になってて随ずい分ぶん無理してたんだ。でも……それでも患者を抱だきかかえて治療しながら走ってきた。全力で、息も絶え絶えで……あの時は驚おどろいたなぁ」

　ふと、後ろをみると昔見た母さんの姿が見える気がした。

　俺の母さんは、俺にとってはヒーローだった。

「……凄いお母様ですね」

「ああ、俺なんか足元にも及およばないな。でも、母さんは完全無欠のヒーローじゃなかった。結局、その無理が祟たたって……あった、これが母さんのお墓だ」

　立ち止まって、草が生えている墓の前に止まった。

「長い間、来れてなかったね。ごめんよ、母さん」

　そう言って石を撫なでる。

　もちろん、そこに母さんがいるなんて思ってない。

「……言ってくれれば何とか休日空けたのに」

　そうオータムは何やらブツブツ言っていた。

「母さんはここにはいないよ。俺の心の中にいるんだ。ロスの心の中にも、父さんの心の中にもね」

　母さんはここにはいない。でも、ここに来れば母さんを思い出す。そうすれば、俺はいつでも母さんに会えるんだ。

「……そうですね」

「でな、後から父さんに聞いたんだけど、母さんは俺に宝物のイヤリングをくれたんだ。贈り物をほとんどしない父さんからの唯ゆい一いつのプレゼントって結構大事にしててさ。俺はその時はただ嬉しかっただけだったんだ。でも……」

「でも？」

「母さんはこう言ってたらしい。『私の宝物を持って行かなきゃ、迎えに来て貰もらえないって思ったんじゃないか』って。当時、俺は五歳だぜ。そんなこと思わないっての」

　そう言ってオータムに笑いかけた。

　オータムの表情は夕日でよく、見えなかった。

「だから、母さんは敢あえて俺にそのイヤリングをくれたんだ。『あなたより大事なものなんて何もない』、そう言ってくれたような気がしたよ……まあ、それを知ったのは死んだ後だったんだけどね」

「ジーク先生……駄目です」

　オータムは小さく首を横に振ふる。

「それからこの片方のイヤリングは、俺の一番の宝物になった」

　もう片方は、天国で母さんがつけてるはずだ。

「駄目です、私、受け取れません」

　そう言って両手で顔を押さえるオータム。

「プレゼントを贈るって決めて随分悩なやんだよ。大事なものを贈るって難しいな」

　そう言いながら、オータムの耳にイヤリングをつけた。

「俺の一番大切だった人から貰ったものを、俺が一番大切な人へ贈りたいんだ……駄目かい？」

　そう尋たずねると、オータムは顔を両手で覆おおいながらも小さく首を振った。

「オータム……」

　慣れない手つきで、オータムの頭を撫でる。

「ありがとうございます……ジーク先生……私、一生大切にします」

　そうオータムは言ってくれた。




　　　　＊




　ホッと肩かたの荷にが下りて、急に照れくさくなった。

　思わずオータムに背を向けると、三つのシルエットが飛び出てた。

「何やってんだお前らー！」

　そう怒ど鳴なると、わちゃわちゃしだしたのか崩くずれ落ちる三人。

「おーまーえーらー、どこから見てた！　どこから見てたんだ！」

「ええっとですねぇ……ジーク先生の家族秘話から始まり……キザっぽくイヤリングをオータムさんの耳につけるところまで──」

　サリー、テメー全部じゃねえかー。

「まあまあ、いいじゃないか兄さん。オータムとも仲良くなれたようだし。ねえ、オータム……オータム？」
















「……ロス」

「えっ、何？」

「ロス、コロス、ロス、コロスコロスコロス！」

「う、うわああああああああああっ！」

　オータムのバーサーカーモードが発動した。三人とも必死に逃にげて行った。

　いい気味だ、少しは日々の俺の苦しみを味わって──

　って……おいこっち来るな──うわああああああああああっ！

　当分、このドタバタは終わりそうにない。








あとがき






　初めまして、はなです。

　このたび、第１回カクヨムＷｅｂ小説コンテストの特別賞に選ばれ本作を出版させていただく運びとなりました。

　本書をご購こう入にゆういただいた皆みな様さまに改めて感謝御お礼れい申し上げます。

　本書を手に取って、「あとがき」だけ見られた方……ウフフ。




　受賞の知らせを聞いた時はちょうど昼休きゆう憩けいだったんですが、いても立ってもいられず上司にこう言いました。

「すいません……ちょっと……家族が（自分が）」

　あからさまに顔色が悪くなってそう告げる私を上司は本気で心配してくれ、何も言わずに帰宅させてくれました。噓うそは言ってない……自分自身だって家族のはずだ……そう罪悪感を打ち消すために何度も何度も言い聞かせながらも、嬉うれし過ぎて車の中で絶ぜつ叫きようしまくりました。

　だって、ここまで来るのに７年ですよ……「なっげぇよ！」と思わずツッコみを入れてしまいつつもあきらめずに書き続けてよかったなぁと感かん慨がい深い気持ちが湧わいてきます。

　思えば「医い療りよう魔ま術じゆつ師しは、もう限界です！」を最初に書いたのは、執しつ筆ぴつ活動を開始した７年前でした。それから、何度も何度も書き直したりたまに放置プレーしてみたり。こうして幾いく年とせの時を経てカクヨムコンテストに投とう稿こうした本作がＫＡＤＯＫＡＷＡ様の目に留まったことは本当に幸運なことだと改めて感じています。




　そもそも、小さい頃ころから作家になりたかったのかと尋たずねられれば全然そんなことはありません。小学校で書いた作文では、『私の将来』という題名でこう書かれていました。

　サッカー選手[image: →]芸能人[image: →]ギャンブラー[image: →]牧場経営

　……はい、何のことだかよくわかりませんがそんな夢見る子供時代を過ごしていたようです。高校になってから魅み了りようされたのは坂本龍りよう馬ま。クラスみんなが日につ韓かんワールドカップで盛り上がっていた頃、私は薩さつ長ちよう連合の凄すごさを友達に語り、一方その友達は伊い集じゆう院いん光氏がいかに凄いか私に語るという嚙かみ合わないやり取りを続けていました。

　で、夢は国際公務員。目標は世界を変えること。

　しかし、そんな野望は大学入学と共にすっかりと消えラクロスに燃える日々へ変へん更こう。なんとなく華はなやかで楽しそうな部活だったので、お花見新入生歓かん迎げいコンパの勢いで入ってしまったが最後、そこに４年間をドップリつぎ込んでしまいました。

　結局、普ふ通つうに就職活動を始めて銀行、メーカー、出版社、ゲーム会社の面接を受け、あらゆる企き業ぎように落ちまくります。

　某ぼうメガバンクの社員に「君の面接は５点」と言い放たれた出来事は、今でもたまに脳内フラッシュバックされ思わず苦笑いしてしまうほどのトラウマとなっています。

　他にも、某ゲーム会社のシナリオ作成試験で１００ページ越ごえの大作（規定２ページ）を送ったり、とにかく空気の読めない人であったことは間ま違ちがいありません。

　そんな風に、「何になりたいのか」、「何がやりたいのか」がコロコロ変わって行く中で、私に様々な夢を見せてくれた小説、漫まん画が、ドラマのようなものを作ってみたい。それが、私の作家になりたいと思った原点なのでしょう。それも、純じゆん粋すいに文章が書きたいという訳ではなく、それしかもう目指す道がなかったというのが正直なところです。

　子どもの時には、確かに無限の荒こう野やが広がっていたかもしれない。でも、時間がどんどん過ぎてきて、自分の行動によってどんどん道は狭せまくなる。だんだんと明かりも消えて、次第に道は一本になる。私にとって作家とはそのようなものでした。最終的に自分が歩んでいた道に、振ふり返かえった道に後こう悔かいがないと言えば噓になります。もちろん、嬉しいこともいっぱいあったし、大切な人たちだっていっぱいできましたので、後悔だけの道ではなかったとは思いますが。




　ちなみに、私が小説家を目指していたことは友達１人にしか言っていません。仕事辞めてオーストラリアに留学している少し変わった友人ですが、４年前に恥はじを覚かく悟ごで物語を見せてから感想をまだ貰もらっていません。その間、何度も会っていますが、特に何も触ふれてこないしこちらもなんだか催さい促そくできずもやもやした状態が続いています。

　やっぱり近い人に自分の小説を見せるのは恥はずかしい。

　それは自分自身を見せることと同義だからだと私は考えています。

　小説ってのは不思議なもので、自身の人となりが如によ実じつに表れる。その人の性格、生き方、人生が詰つまっている。つまり、小説は作者にとって作者自身であり分身であると言えます。

　……えっ？　お前は何書いてるのって？

　ズブズブのラブコメファンタジー書いてますけど何か？




　本作品はブラックな職場環かん境きようを舞ぶ台たいにしています。普段、私は会社のために粉ふん骨こつ砕さい身しんで働く企き業ぎよう戦せん士しですが、別に私の職場がブラックな訳ではありません……ホントですよ！　まあ、不満は……多少……かなり……あったりもしますが基本的にはいい職場環境で働かせて貰っていると思います。

　時折上司に「お前は文章力がないなぁ」と指し摘てきされ、どつきまわしたい気持ちが芽生える時がありますが、基本的には仕事仲間との仲もいいです。




　そんな会社生活を過ごしていく中で、しみじみと感じること……私って奴やつはつくづくスマートじゃないなぁってことです。

　気が利かないと言いますか、どうにも細かい気配りができない。気配りができる人は、さりげなく細やかな気き遣づかいを見せ、女性のハートを鷲わし摑づかみする一方、私は「キヅカイ……ソレ、オイシイノ？」と言った感じです。もちろん、スマートに物事をこなす人をうらやましいと思うしそうなれればいいなと日夜努力しております。

　……でも。

　心のどこかでもう一人の私が言います。

「それってそんなに大切なことなのか？」って、もう一人の私がそう言うんです。

　スマートさだとか、細やかな気配りなど一切しない。ただ、がむしゃらに。それだけじゃあだめなのかって。ただ、そうやって生きていければどんなにすがすがしいんだろうって。




　主人公であるジーク＝フリードは、好きな女の子に優しくできない。大人の甲か斐い性しようもない。スマートさの欠片かけらもなく、叫さけんでもがいて罵ば倒とうする。

　不器用でも全力で生きている、そんな男を書いてみたかった。




　そして……もしもそんな男にどうしようもなく想おもいを寄せてしまう女の子がいたならば。

　格好悪くってもいい。不器用だってしょうがない。

　そうため息をつきながらも笑って蹴け飛とばすヒロインがいたならば。

　そんな風に考えて、私はオータムを生み出しました。




　読者様も私と同様このどうしようもないキャラたちを愛めでてくれればこんなに嬉しいことはありません。そして、どうか今後も末永くお付き合いいただければ幸いです。




　また、書しよ籍せき化に当たってお世話になった担当編集者様並びに関係者の方々本当にありがとうございました。恐おそろしいほどの駄だ目めだし、あっぱれでございました。私などは根っからの感覚派だと思っているので、訳わからんことをたくさん書くと思いますが、今後とも是ぜ非ひ忌き憚たんないご意見をくださればと思います。

　最後に、素晴らしいイラストを描えがいてくださった魔ま太た郎ろう様に感謝の意を表します。キャラクターデザイン、カバーラフを拝見させて頂くたび感動で胸が震ふるえておりました。




　皆さま方、こんな私ですが今後ともよろしくお願いします。
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愛知県在住。第１回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト〈特別賞〉の本作にてデビュー。

ある時は会社や上司の命令のままに働く企業戦士。またある時は終わらない仕事を後輩の教育用資料に回す素晴らしい職場先輩。しかして、その実体は……小説と漫画とトレンディドラマを愛するライトノベル作家。今日も愛と笑いと感動を読者にお届けすべく全身全霊を込めて執筆に明け暮れる。


















カバー・口絵・本文イラスト／魔太郎

カバーデザイン／アフターグロウ










医い療りよう魔ま術じゆつ師しは、もう限げん界かいです！
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The Medical Magician is

already at his limit!
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